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近年、地方分権の進展や少子高齢社会の進行、深刻化する環境問題、さらには景気の

急激な後退等による社会状況の変化により、市民の意識や市政に対する意見は多様化・

複雑化してきております。 

このような状況の中、行田市は、今年、市制施行６０周年を迎えております。この大

きな節目の年を機に、元気な行田をさらに推進し、輝かしい未来に向けて新たにスター

トするためには、社会情勢の動向や市民の意向を迅速かつ的確に把握することが重要で

あると考えます。 

こうしたことから、市では、２０歳以上の市民３，０００人の方々に市政全般にわた

る考えを広くお聴きするため、市民意識調査を実施いたしました。この調査結果は、今

後の市政運営に反映させるとともに、現在、策定に入っている第５次行田市総合振興計

画の基礎資料として活用してまいりたいと考えております。 

今回の調査にご協力をいただいた多くの市民の皆様に心から厚くお礼申し上げますと

ともに、市政に対するなお一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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Ⅰ．調査の概要 

 



 
Ⅰ．調査の概要 
 
１．調査の目的 
本調査は、まちづくりに取り組む上で、市民が市政に対してどのような意識をもっているか市

政全般にわたる考えを広く聞き、その意向を行政に反映することを目的として実施したものであ

る。 
 
２．調査の設計 
 

（１）調査対象 市内に在住する満２０歳以上の男女 

（２）標本数 ３，０００人（無作為抽出） 

（３）調査方法 調査票を郵送の上、記入後に返送（郵送法） 

（４）調査期間 平成２１年７月８日～７月２２日 

（５）調査地区 市内全域 

 
３．回収の結果 
 

 票 数 回収率 

配布票数 ３，０００ － 

回収票数 １，６７５ ５５．８３％ 

 
４．本報告書の見方について 

   本報告書を理解する上で、次の点に留意が必要である。 
     ① 比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下 2 位を四捨五入して算出した。従って合計が

100％を上下する場合もある。 
    ② 基数となるべき実数は、“全体（ｎ）＝○○○”として掲載し、各比率は全体を 100％として

算出した。 
    ③ 「（複数回答）」とある問は、１人の回答者が 2 つ以上の回答を出してもよい問であり、従っ

て、各回答の合計比率は 100％を超える場合がある。 
    ④ グラフとして示したものの中には「無回答者」を省略した部分がある。そのため、区分ごと

の標本数の合計（例えば、性別の合計、年齢別の合計）が全体の標本数と一致しないことがあ

る。 
    ⑤ 本報告書では、性別、年齢別、居住年数別、居住地区別などの比較分析を必要に応じて行っ

ているが、居住年数別や居住地区別などにおいて、サンプル数が少ないものについては集計結

果を参考程度に留める必要がある。 
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５．回答者の属性 
（１）性別 

性別は、「男」が 48.2％、「女」が 46.1％となっている。 

 
 

48.2 46.1 5.7

男 女 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年齢 

年齢構成は、「60 歳以上」が 53.2％と半数強となっている。 

 
 

3.9 8.8 12.8 17.0 53.2 4.2

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答

全体=1675

（％）
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（３）職業 

職業は、「無職」が 31.9％と最も多く、ついで「主婦」が 15.5％となっている。 

 
 

4.1

5.3

6.7

3.1

9.1

2.2

5.0

5.7

0.1

15.5

31.9

6.4

5.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

専門職（医師、税理士、専門技術職
など）

管理職（会社の重役、課長など）

会社等事務従事者

公務員、教員

製造業、小売業等従事者、運転手

農林漁業、畜産業

サービス業（理・美容、マッサージ、
接客業など）
自営業（商、工、建築業、製造業
など）

学生

主婦

無職

その他

無回答

全体=1675 （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）居住年数 
居住年数は、「20 年以上」が 65.3％と最も多くなっている。 

 
 

6.4 7.5 10.4 5.9 65.3 4.4

３年未満
３年以上
７年未満

７年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上 無回答

全体=1675

（％）
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（５）居住地区 

居住地区は、「持田」（14.9％）と「長野」（13.5％）が１割強で最も多く、ついで「星

河」（8.2％）、「忍」（8.1％）、「佐間」（7.5％）、「太田」（7.3％）、「太井」（7.3％）が続い

ている。 

 

 

8.1

6.1

7.5

14.9

8.2

13.5

2.4

2.1

4.5

2.1

1.3

5.8

7.3

7.3

3.5

5.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

忍

行田

佐間

持田

星河

長野

星宮

下忍

荒木

須加

北河原

埼玉

太田

太井

南河原

無回答

全体=1675 （％）
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（６）家族構成 

家族構成は、「二世代世帯」が 35.6％と最も多く、ついで「夫婦だけ」が 21.6％、「単

身世帯」が 15.5％となっている。 
 
 

21.6 35.6 6.6 15.5 15.4 5.4

夫婦だけ 二世代世帯 三世代世帯 単身世帯 その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
（７）住居形態 

住居形態は、「一戸建（持ち家）」が 79.8％と８割を占めている。 

 
 

79.8 3.9 7.2 3.8

0.5 1.0 3.9

一戸建
（持ち家）

マンション等
（持ち家）

一戸建
（借家）

民間ア
パート・マ
ンション
（借家）

給与住宅
（社宅、療、
公務員宿
舎など）

その他 無回答

全体=1675

（％）
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Ⅱ．調査の結果 

 



 
Ⅱ．調査の結果 
 
１．まちの暮らしやすさについて 

（１）まちの住み心地 
◆肯定派 44.6％、「ふつう」34.8％、否定派 16.1％ 

まちの住み心地は、「ふつう」が34.8％と最も多く、「どちらかといえば住みよい」25.7％、

「住みよい」18.9％、「どちらかといえば住みにくい」12.6％、「住みにくい」3.5％とな

っている。「住みよい」、「どちらかといえば住みよい」と回答した『肯定派』が 44.6％と、

『否定派』（「住みにくい」、「どちらかといえば住みにくい」と回答した人の割合）の 16.1％

より 28.5 ポイント上回っている。 

 
 

問１（１）行田市の住み心地はいかがですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）

18.9 25.7 34.8 12.6 3.5

4.6

住みよい
どちらかと

いえば
住みよい

ふつう
どちらかと

いえば
住みにくい

住みにくい 無回答

全体=1675
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性別では、あまり大きな差はみられない。 

年齢別では、40 代では『否定派』が 27.5％と他の年代に比べてやや多くなっている。 

居住年数別では、３年未満では『肯定派』が 35.2％と最も少なく、『否定派』が 25.9％

と最も多くなっている。一方、15 年以上 20 年未満と 20 年以上では『肯定派』が５割近

くを占め、『否定派』が１割強と少なくなっている。 

居住地区別では、忍、佐間、長野、太井は『肯定派』が５割を超え、他地区に比べて多

くなっている。一方、須加、北河原、埼玉は『否定派』が３割前後となっている。 

 
（％） 

    ｎ 

住みよい どちらかと

いえば住

みよい

ふつう どちらかと

いえば住

みにくい

住みにくい 無回答 

  全体 1675 18.9 25.7 34.8 12.6 3.5 4.6

性
別

男 807 18.3 28.3 36.7 12.4 3.3 1.0

女 773 20.6 25.5 35.1 14.0 3.6 1.3

年
齢 

20～29 歳 66 16.7 24.2 37.9 13.6 4.5 3.0

30～39 歳 148 20.3 28.4 29.7 13.5 6.8 1.4

40～49 歳 215 13.0 31.2 28.4 23.3 4.2 0.0

50～59 歳 285 14.4 27.7 38.2 15.4 3.5 0.7

60 歳以上 891 22.7 25.3 37.9 9.7 2.8 1.7

居
住
年
数 

３年未満 108 14.8 20.4 37.0 21.3 4.6 1.9

３年以上７年未満 126 17.5 28.6 32.5 15.1 5.6 0.8

７年以上 15 年未満 175 13.7 28.6 33.1 17.7 5.7 1.1

15 年以上 20 年未満 98 18.4 27.6 39.8 12.2 2.0 0.0

20 年以上 1094 21.2 26.8 36.3 11.3 2.9 1.5

居
住
地
区 

忍 135 24.4 29.6 34.1 8.9 2.2 0.7

行田 102 27.5 18.6 34.3 11.8 4.9 2.9

佐間 126 21.4 34.9 32.5 7.9 2.4 0.8

持田 250 16.0 25.6 42.0 13.2 2.4 0.8

星河 138 23.2 23.9 33.3 15.2 3.6 0.7

長野 226 18.1 32.3 35.4 11.5 2.2 0.4

星宮 41 19.5 24.4 36.6 14.6 4.9 0.0

下忍 36 5.6 25.0 55.6 8.3 5.6 0.0

荒木 75 18.7 25.3 40.0 12.0 2.7 1.3

須加 35 20.0 14.3 34.3 17.1 11.4 2.9

北河原 21 14.3 23.8 28.6 33.3 0.0 0.0

埼玉 97 17.5 21.6 32.0 19.6 8.2 1.0

太田 122 18.9 23.0 36.9 14.8 4.1 2.5

太井 122 20.5 33.6 31.1 13.1 0.8 0.8

南河原 59 13.6 20.3 40.7 8.5 10.2 6.8
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（２）住みよい理由（複数回答） 

◆75.9％と多数の人が「住み慣れている」としている 

住みよい理由は、「住み慣れている」が 75.9％と最も多く、「人間関係（近所付き合い

など）がよい」（37.5％）、「自然環境がよい」（33.1％）、「買い物の便がよい」（27.2％）

と続いている。 

 
 

（２）＜（１）で「１．住みよい」「２．どちらかといえば住みよい」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
そのように思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 

75.9

37.5

12.9

16.9

9.8

12.3

27.2

5.6

33.1

19.8

3.1

2.8

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住み慣れている

人間関係（近所付き合いなど）がよい

まちの雰囲気がよい

道路、排水などの都市施設が
整っている
文化、スポーツなどの公共施設が
整っている

交通の便がよい

買い物の便がよい

子どもの教育環境がよい

自然環境がよい

公害（騒音・振動・悪臭など）がない

商売や仕事の便がよい

その他

無回答

全体=746
（％）
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性別では、男性は「自然環境がよい」とする人がやや多いのに対し、女性は「住み慣れ

ている」とする人がやや多くなっている。  

年齢別では、30 代は「買い物の便がよい」（34.7％）、40 代は「子どもの教育環境がよ

い」（12.6％）、50 代は「自然環境がよい」（48.3％）、60 歳以上は「人間関係（近所付き

合いなど）がよい」（46.8％）と「道路、排水などの都市施設が整っている」（23.0％）が

他の年齢と比べて高くなっている。また、40 歳以上では「住み慣れている」とする人が

約８割と多くなっている。 

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「住み慣れている」や「人間関係（近所付き

合いなど）がよい」との回答が多くなっている。３年未満と３年以上７年未満では「まち

の雰囲気がよい」、３年未満と 15 年以上 20 年未満では「買い物の便がよい」が多くなっ

ている。 

居住地区別にみると、行田、太井では「交通の便がよい」が約 25％、行田、佐間、太

井では「買い物の便がよい」が約４～６割、星宮、下忍、須加、北河原では「自然環境が

よい」が５～６割強と多くなっている。また、佐間では「道路、排水などの都市施設が整

っている」も 31.0％と他の地区に比べて多くなっている。 
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（％） 

    ｎ 

住
み
慣
れ
て
い
る 

人
間
関
係
（
近
所
付
き
合
い 

な
ど
）
が
よ
い 

ま
ち
の
雰
囲
気
が
よ
い 

道
路
、
排
水
な
ど
の
都
市 

施
設
が
整
っ
て
い
る 

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の 

公
共
施
設
が
整
っ
て
い
る 

交
通
の
便
が
よ
い 

買
い
物
の
便
が
よ
い 

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
よ
い 

自
然
環
境
が
よ
い 

公
害
（
騒
音
・
振
動
・
悪
臭 

な
ど
）
が
な
い 

商
売
や
仕
事
の
便
が
よ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 746 75.9 37.5 12.9 16.9 9.8 12.3 27.2 5.6 33.1 19.8 3.1 2.8 0.4

性
別 

男 376 73.9 35.6 13.3 18.9 11.7 13.3 27.7 5.6 35.9 19.4 3.2 2.1 0.5

女 356 78.9 37.9 12.1 14.9 8.1 11.5 26.7 5.9 30.9 20.8 3.1 3.7 0.3

年
齢 

20～29 歳 27 63.0 29.6 11.1 14.8 14.8 18.5 25.9 3.7 29.6 18.5 3.7 3.7 0.0

30～39 歳 72 65.3 18.1 19.4 5.6 13.9 12.5 34.7 11.1 27.8 19.4 4.2 2.8 0.0

40～49 歳 95 77.9 23.2 11.6 7.4 9.5 9.5 29.5 12.6 29.5 18.9 6.3 2.1 0.0

50～59 歳 120 79.2 30.0 16.7 10.8 11.7 12.5 25.0 5.8 48.3 17.5 4.2 1.7 0.0

60 歳以上 427 77.8 46.8 11.2 23.0 8.4 12.6 26.5 3.3 30.7 21.1 1.9 3.0 0.7

居
住
年
数 

３年未満 38 31.6 18.4 26.3 10.5 15.8 10.5 44.7 0.0 34.2 10.5 5.3 2.6 0.0

３年以上７年未満 58 56.9 20.7 22.4 6.9 12.1 12.1 29.3 8.6 34.5 22.4 6.9 3.4 0.0

７年以上 15 年未満 74 62.2 28.4 12.2 9.5 20.3 8.1 36.5 8.1 35.1 29.7 6.8 2.7 1.4

15 年以上 20 年未満 45 62.2 26.7 15.6 13.3 11.1 15.6 46.7 6.7 37.8 20.0 2.2 2.2 0.0

20 年以上 525 84.6 42.9 10.9 19.4 7.6 12.6 22.9 5.3 32.4 19.0 2.1 2.9 0.4

居
住
地
区 

忍 73 86.3 28.8 11.0 19.2 11.0 16.4 24.7 6.8 31.5 19.2 4.1 2.7 0.0

行田 47 59.6 40.4 14.9 19.1 6.4 23.4 38.3 4.3 14.9 21.3 2.1 8.5 0.0

佐間 71 76.1 33.8 7.0 31.0 9.9 4.2 40.8 4.2 25.4 22.5 4.2 2.8 0.0

持田 104 69.2 28.8 13.5 23.1 13.5 19.2 26.0 3.8 32.7 28.8 2.9 3.8 1.0

星河 65 89.2 47.7 4.6 18.5 13.8 7.7 12.3 6.2 27.7 20.0 4.6 3.1 0.0

長野 114 77.2 35.1 16.7 17.5 7.9 10.5 29.8 6.1 36.0 20.2 2.6 0.9 0.0

星宮 18 83.3 44.4 16.7 0.0 0.0 0.0 5.6 11.1 61.1 27.8 0.0 0.0 5.6

下忍 11 72.7 18.2 27.3 9.1 0.0 0.0 27.3 18.2 54.5 27.3 9.1 0.0 0.0

荒木 33 78.8 54.5 15.2 9.1 12.1 12.1 9.1 3.0 36.4 6.1 3.0 9.1 3.0

須加 12 83.3 41.7 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 66.7 50.0 0.0 0.0 0.0

北河原 8 75.0 62.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0

埼玉 38 86.8 55.3 18.4 10.5 0.0 0.0 2.6 5.3 42.1 15.8 0.0 0.0 0.0

太田 51 76.5 45.1 15.7 3.9 13.7 11.8 25.5 3.9 27.5 7.8 3.9 3.9 0.0

太井 66 65.2 27.3 12.1 19.7 9.1 25.8 57.6 4.5 33.3 19.7 4.5 1.5 0.0

南河原 20 75.0 40.0 5.0 0.0 10.0 5.0 10.0 5.0 45.0 5.0 0.0 0.0 0.0
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（３）住みにくい理由（複数回答） 
◆交通の便・買い物の便のわるさ、都市施設の未整備など利便性のわるさに集中 

住みにくい理由は、「交通の便がわるい」が 69.9％と最も多く、ついで「買い物の便が

わるい」（47.2％）、「道路、排水などの都市施設が整っていない」（35.3％）となっている。 

 
 

（３）＜（１）で「４．どちらかといえば住みにくい」「５．住みにくい」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
そのように思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 

6.3

16.4

19.0

35.3

13.4

69.9

47.2

11.2

8.2

12.6

12.3

11.9

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住み慣れていない

人間関係（近所付き合いなど）が
わるい

まちの雰囲気がわるい

道路、排水などの都市施設が
整っていない

文化、スポーツなどの公共施設が
整っていない

交通の便がわるい

買い物の便がわるい

子どもの教育環境がわるい

自然環境がわるい

公害（騒音・振動・悪臭など）がある

商売や仕事の便がわるい

その他

無回答

全体=269 （％）
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性別では、男性では「道路、排水などの都市施設が整っていない」と「文化、スポーツ

などの公共施設が整っていない」とする人が女性に比べて多くなっている。一方、女性で

は「住み慣れていない」とする人が多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

住
み
慣
れ
て
い
な
い 

人
間
関
係
（
近
所
付 

き
合
い
な
ど
）
が
わ
る
い 

ま
ち
の
雰
囲
気
が
わ
る
い 

道
路
、
排
水
な
ど
の
都
市 

施
設
が
整
っ
て
い
な
い 

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の 

公
共
施
設
が
整
っ
て
い
な
い 

交
通
の
便
が
わ
る
い 

買
い
物
の
便
が
わ
る
い 

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
わ
る
い

自
然
環
境
が
わ
る
い 

公
害
（
騒
音
・
振
動
・
悪
臭 

な
ど
）
が
あ
る 

商
売
や
仕
事
の
便
が
わ
る
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 269 6.3 16.4 19.0 35.3 13.4 69.9 47.2 11.2 8.2 12.6 12.3 11.9 0.4

性
別 

男 127 1.6 13.4 22.8 44.1 18.1 68.5 45.7 11.8 8.7 12.6 11.0 12.6 0.8

女 136 10.3 18.4 15.4 27.2 9.6 72.1 48.5 10.3 8.1 11.8 14.0 11.0 0.0
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（４）今後の居住意向 
◆「一生住み続けたい」は約半数 

今後の居住意向は、「一生住み続けたい」が 48.5％と最も多く、「ある程度住み続けた

い」19.9％、「どちらともいえない」15.1％、「移転したい」5.9％となっている。「一生住

み続けたい」と「ある程度住み続けたい」をあわせた『居住継続派』は 68.4％となる。 

 
 

（４）今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 

48.5 19.9 5.9 15.1 10.6

一生
住み続けたい

ある程度
住み続けたい

移転したい
どちらとも
いえない

無回答

全体=1675

（％）
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性別では、あまり大きな差はみられない。 

年齢別では、年代が上がるほど「一生住み続けたい」との回答が多くなり、60 歳以上

では 63.5％となっている。一方、20 代では「移転したい」が 16.7％、30 代では「どちら

ともいえない」が 26.4％と他の年代に比べ多くなっている。 

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「一生住み続けたい」との回答が多くなり、

20 年以上では 58.8％となっている。これに対し、３年未満と３年以上７年未満では「ど

ちらともいえない」が 25％弱とやや多くなっている。 

居住地区別にみると、北河原では「一生住み続けたい」は 38.1％にとどまり、「どちら

ともいえない」が 33.3％と多くなっている。また、下忍では「移転したい」が 13.9％と

他の地区に比べてやや多くなっている。 
 

（％） 

    ｎ 
一生住み

続けたい 

ある程度住

み続けたい
移転したい どちらとも 

いえない 
無回答 

  全体 1675 48.5 19.9 5.9 15.1 10.6

性
別

男 807 51.5 20.3 6.1 14.7 7.3

女 773 47.7 21.6 6.0 16.8 7.9

年
齢 

20～29 歳 66 19.7 34.8 16.7 22.7 6.1

30～39 歳 148 24.3 29.1 8.8 26.4 11.5

40～49 歳 215 28.8 34.0 10.2 19.5 7.4

50～59 歳 285 45.3 23.2 6.7 19.3 5.6

60 歳以上 891 63.5 14.3 3.7 11.0 7.5

居
住
年
数 

３年未満 108 20.4 38.9 12.0 24.1 4.6

３年以上７年未満 126 28.6 33.3 5.6 24.6 7.9

７年以上 15 年未満 175 35.4 26.9 13.7 16.6 7.4

15 年以上 20 年未満 98 40.8 30.6 8.2 15.3 5.1

20 年以上 1094 58.8 15.5 4.2 13.5 8.0

居
住
地
区 

忍 135 56.3 23.0 3.7 12.6 4.4

行田 102 41.2 23.5 9.8 19.6 5.9

佐間 126 48.4 24.6 4.8 14.3 7.9

持田 250 43.2 28.4 4.0 16.4 8.0

星河 138 55.8 16.7 5.8 18.8 2.9

長野 226 55.3 19.5 3.1 12.8 9.3

星宮 41 61.0 7.3 9.8 17.1 4.9

下忍 36 52.8 25.0 13.9 5.6 2.8

荒木 75 60.0 8.0 9.3 18.7 4.0

須加 35 51.4 14.3 8.6 14.3 11.4

北河原 21 38.1 9.5 0.0 33.3 19.0

埼玉 97 50.5 14.4 9.3 11.3 14.4

太田 122 49.2 15.6 9.0 16.4 9.8

太井 122 44.3 28.7 4.9 17.2 4.9

南河原 59 49.2 13.6 10.2 16.9 10.2
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（５）まちの生活環境や施設について 
①道路・交通について 
◆「バスの便と路線網」・「鉄道の便」は『不満足層』が半数近くを占める 

道路・交通については、「道路の整備について」で、『満足層』（「満足している」、「どち

らかといえば満足している」と回答した人の割合）が 24.7％と、他の項目に比べ高くな

っているが、『不満足層』（「不満である」と「どちらかといえば不満である」と回答した

人の割合）も 23.8％と『満足層』とほぼ同様の数字となっている。 

一方、「バスの便と路線網について」と「鉄道の便について」は、『不満足層』が半数近

くを占め、強い不満がうかがえる。 

「交通安全対策について」は、『ふつうである』が 60.5％を占めているが、『不満足層』

も 18.4％と少なくない。 

 
 

問２ 行田市の生活環境や市の施設についてどのように感じていますか。次の項目ごとに該当する番号
をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 
 

9.2

4.4

4.7

3.5

15.5

7.3

7.5

8.5

46.3

35.8

33.9

60.5

16.5

25.5

25.3

13.1

7.3

18.6

19.8

5.3

5.1

8.4

8.9

9.0

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満で
ある

不満で
ある

無回答
全体=1675

① 道路の整備について

② バスの便と路線網について

③ 鉄道の便について

④ 交通安全対策について

（％）

（１）道路・交通 
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性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、40 代ではすべての項目において『不満足層』の割合が他の年代に比べて

多くなっている。特に「バスの便と路線網について」は 61.4％と多くなっている。 

居住地区別では、須加、埼玉、太田、南河原で「道路の整備について」「バスの便と路

線網について」「鉄道の便について」の『不満足層』が他の地区に比べて多くなっている。

また、持田と太井では「バスの便と路線網について」、荒木と北河原では「道路の整備に

ついて」が多くなっている。 

 
道路・交通についての『不満足層』                                 （％） 

    ｎ 道路 バス 鉄道 交通安全対策 

  全体 1675 23.8 44.1 45.1 18.4 

性
別 

男 807 24.3 44.4 44.7 19.9 

女 773 23.4 45.7 48.0 17.2 

年
齢 

20～29 歳 66 22.7 51.5 53.1 10.6 

30～39 歳 148 25.7 37.8 49.3 18.9 

40～49 歳 215 33.0 61.4 55.3 26.0 

50～59 歳 285 23.9 53.7 55.1 25.3 

60 歳以上 891 21.3 38.6 39.5 15.3 

居
住
地
区 

忍 135 15.5 33.4 49.6 12.6 

行田 102 20.6 34.3 34.3 19.6 

佐間 126 15.9 28.5 46.1 14.3 

持田 250 20.4 54.4 32.4 19.6 

星河 138 28.3 40.6 52.9 18.8 

長野 226 18.1 35.0 52.2 14.1 

星宮 41 24.4 34.1 39.0 22.0 

下忍 36 27.8 44.5 38.9 27.8 

荒木 75 36.0 46.7 41.4 22.6 

須加 35 34.3 57.2 62.9 11.5 

北河原 21 33.3 42.9 47.6 28.5 

埼玉 97 38.1 61.8 60.8 28.8 

太田 122 33.6 57.4 69.7 21.3 

太井 122 18.1 52.5 17.2 15.5 

南河原 59 32.2 55.9 64.4 15.3 
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②生活環境について 
◆「ごみの収集処理」は『満足層』が 47.9％と高く、「子どもの遊び場」は『不満足層』

が 31.2％と高い 

生活環境については、『満足層』が最も多いのが「ごみの収集処理について」（47.9％）

であり、ついで「上水道の整備について」（38.7％）となっている。この２項目について

は、『不満足層』は１割前後にとどまり、比較的良好な評価を得ているといえる。 

「日用品などの買い物の便利さについて」「下水道の整備について」「自然環境及び公

園・緑地について」については『満足層』は約３割みられるものの、『不満足層』も２割

前後あり、評価は分かれている。 

これに対し、『不満足層』が最も多いのは「子どもの遊び場について」（31.2％）となっ

ている。また、「災害時の避難体制について」「防犯体制について」「河川・用水の整備に

ついて」「悪臭・騒音・振動などの公害について」の４項目については『不満足層』が２

割前後と約５人に１人の割合となっている。 

 
（２）生活環境

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

20.7

15.4

23.6

9.0

3.2

3.3

3.1

3.7

4.7

10.1

18.0

13.7

24.3

19.8

9.5

9.5

8.1

9.7

12.5

20.0

46.3

38.4

32.1

46.0

46.9

62.1

58.7

55.4

50.7

37.9

11.9

9.5

13.4

23.8

12.2

16.2

16.7

16.2

17.2

3.8 7.0

13.6 7.0

4.1 6.5

4.4 7.5

7.4 9.3

4.0 8.8

4.5 9.5

6.2 8.3

7.9 7.9

8.9 5.9

4.3

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 上水道の整備について

② 下水道の整備について

③ ごみの収集処理について

④ 自然環境及び公園・緑地に
　　ついて

⑤ 子どもの遊び場について

⑥ 災害時の避難体制について

⑦ 防犯体制について

⑧ 河川・用水の整備について

⑨ 悪臭・騒音・振動などの
　　公害について

⑩ 日用品などの買い物の
　　便利さについて

（％）
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性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、30 代では「ごみの収集処理について」と「子どもの遊び場について」、40

代では「子どもの遊び場について」と「日用品などの買い物の便利さについて」、50 代で

は「下水道の整備について」「防犯体制について」「河川・用水の整備について」「悪臭・

騒音・振動などの公害について」「日用品などの買い物の便利さについて」が約３～４割

と他の年代に比べて多くなっている。 

居住地区別では、「下水道の整備」と「買い物の便利さ」の２項目はかなり地区間の差

が目立っており、大きな地域格差がみられる。 

 
生活環境についての『不満足層』                                                    （％） 

    ｎ 

上水道 下水道 ごみの

処理

自然・

公園
遊び場 避難

体制

防犯

体制

河川・ 

用水の

整備 

公害 買い物

の 

便利さ

  全体 1675 8.1 25.5 13.6 17.8 31.2 16.2 20.7 22.9 24.1 26.1

性
別 

男 807 9.5 29.1 13.0 18.2 32.0 16.9 21.7 24.4 24.9 24.6

女 773 6.7 22.4 14.5 18.2 30.8 15.4 20.4 21.1 23.4 28.0

年
齢 

20～29 歳 66 7.5 18.2 18.2 16.6 31.8 12.1 21.2 15.1 24.2 21.2

30～39 歳 148 7.5 19.0 30.4 26.4 39.9 13.5 22.9 21.0 20.3 20.9

40～49 歳 215 12.6 29.7 18.1 25.6 39.1 18.6 21.8 21.9 25.5 34.5

50～59 歳 285 11.6 35.8 17.5 19.0 34.4 21.1 29.5 30.9 33.0 27.7

60 歳以上 891 6.0 23.0 8.2 14.8 27.2 14.9 17.5 21.1 22.0 24.6

居
住
地
区 

忍 135 3.7 9.7 8.1 12.6 25.2 16.3 22.2 23.7 17.8 20.7

行田 102 2.9 10.8 13.7 12.8 24.5 14.7 20.6 19.6 19.6 16.7

佐間 126 6.4 9.6 9.5 19.1 36.5 20.7 17.5 19.0 16.7 11.1

持田 250 6.0 20.8 12.8 22.0 32.4 19.6 23.6 26.0 26.0 20.0

星河 138 8.7 26.8 9.4 22.5 39.9 14.5 20.3 26.8 21.7 25.3

長野 226 7.5 23.9 12.4 14.2 28.4 14.2 20.0 16.4 21.2 16.8

星宮 41 9.8 24.4 14.6 24.4 31.7 17.1 19.5 31.7 19.5 24.4

下忍 36 8.4 44.5 30.5 25.0 41.6 16.7 16.7 22.3 25.0 41.7

荒木 75 10.6 41.3 21.4 25.3 33.4 12.0 22.6 20.0 33.3 42.7

須加 35 22.8 48.5 11.4 8.6 22.8 14.3 20.0 11.4 14.3 62.8

北河原 21 19.0 42.9 14.3 14.3 28.5 19.1 9.6 14.3 23.8 61.9

埼玉 97 12.3 51.5 16.5 16.5 34.0 13.4 19.6 22.7 37.1 47.4

太田 122 9.0 39.3 23.0 13.1 31.2 19.7 20.5 24.6 29.5 27.9

太井 122 4.9 16.4 8.2 17.2 30.4 14.8 21.4 23.0 26.2 15.6

南河原 59 17.0 44.0 22.0 33.9 40.7 15.3 23.8 35.6 35.6 69.5
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③教育・文化・コミュニティについて 
◆「観光施設」に対する『不満足層』は 24.8％と『満足層』13.3％を上回る 

教育・文化・コミュニティについては、どの項目も「ふつうである」との評価が多数を

占めている。『満足層』が『不満足層』を 10％前後上回る項目としては、「小・中学校な

どの教育施設について」「公民館や図書館などの公共施設について」「広報誌などの広報活

動について」の３項目があげられている。 

一方、「観光施設について」は『満足層』が 13.3％なのに対し、『不満足層』が 24.8％

と『満足層』を上回り、厳しい評価となっている。 

 
 
 （３）教育・文化・コミュニティ

5.4

3.8

4.5

7.9

4.5

4.8

3.0

3.5

5.0

2.8

14.4

12.5

11.4

20.4

13.9

13.5

9.6

11.3

15.6

10.5

61.1

61.1

59.9

49.3

58.5

52.9

65.1

63.1

61.7

50.9

6.2

7.5

10.0

9.6

14.2

8.6

8.7

19.2

2.0

1.9

2.8

3.4

1.6

2.1

1.4

5.6

13.3

14.4

14.7

10.5

10.7

11.2

12.2

11.2

10.6

10.9

5.6

4.7

2.0

1.1

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 小・中学校などの教育施設
　　について

② 小・中学校などの教育内容
　　や取り組みについて

③ 幼稚園などの幼児施設
　　について

④ 公民館や図書館などの
　　公共施設について

⑤ 公共施設の集会機能
　　について

⑥ スポーツ・レクリエーション
　　施設について

⑦ 生涯学習などの学習機会
　　について

⑧ 文化・趣味・スポーツなどの
　　地域活動やサークル活動
　　への参加機会について

⑨ 広報誌などの広報活動
　　について

⑩ 観光施設について

（％） 
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性別では、男性は「観光施設について」が 29.1％とやや多くなっている。 

年齢別では、40 代では「小・中学校などの教育内容や取り組みについて」「スポーツ・

レクリエーション施設について」「観光施設について」、50 代では「観光施設について」

が他の年代に比べて多くなっている。 

  
教育・文化・コミュニティについての『不満足層』                                           （％） 

    ｎ 

教育 

施設 

教育 

内容 

幼児

施設

公共

施設

公共

施設の

集会

機能

スポーツ

施設

学習

機会

地域活

動など

への参

加機会 

広報誌

などの

広報 

活動 

観光

施設

  全体 1675 5.8 8.2 9.5 11.9 12.4 17.6 10.2 10.8 7.0 24.8

性
別 

男 807 5.8 8.3 11.6 12.1 14.2 19.5 11.7 11.8 8.2 29.1

女 773 5.7 8.0 7.7 12.1 11.0 16.4 9.2 10.6 5.6 21.2

年
齢 

20～29 歳 66 6.0 6.0 15.1 16.6 9.0 19.7 12.2 12.1 7.5 21.2

30～39 歳 148 9.4 10.8 16.2 12.9 6.8 16.9 7.4 10.1 4.8 25.0

40～49 歳 215 13.0 19.1 11.6 15.4 15.8 27.9 12.1 17.7 7.9 32.6

50～59 歳 285 7.4 9.8 11.6 14.1 15.1 23.1 14.1 14.4 11.3 32.0

60 歳以上 891 2.8 4.7 6.8 10.2 12.1 13.7 9.0 8.7 6.0 21.6
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④保健・医療・福祉について 
◆「ふつうである」との評価が半数前後を占めるが、医療・福祉分野では『不満足層』

が目立っている 

保健・医療・福祉についての中で、「健診などの保健活動について」は、『満足層』22.3％

に対し、『不満足層』は 14.4％と『満足層』が上回っているが、他の医療・福祉分野の項

目は『不満足層』が『満足層』をかなり大きく上回り、厳しい評価がなされている。 

 
 
 （４）保健・医療・福祉

5.7

4.9

4.0

2.0

2.9

2.3

16.6

12.7

10.0

7.3

8.8

55.1

50.0

46.8

62.4

53.0

57.4

10.7

18.4

22.1

12.8

21.6

17.3

3.7

6.2

7.7

2.7

6.7

6.1

8.2

7.8

9.4

12.7

7.1

11.25.7

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 健診などの保健活動に
　　ついて

② 医療機関・医療体制に
　　ついて

③ 夜間・休日などの救急医療に
　　ついて

④ 保育所等の児童福祉に
　　ついて

⑤ 高齢者に対する福祉に
　　ついて

⑥ 障害者に対する福祉に
　　ついて

（％） 
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性別による大きな違いはみられない。 

年齢別では、「医療機関・医療体制について」と「障害者に対する福祉について」は 40

代と 50 代、「夜間・休日などの救急医療について」は各年齢層とも多くなっているが、特

に 30 代と 40 代でやや目立っている。「高齢者に対する福祉について」は 40 代以上で『不

満足層』が多くなっている。 

 
保健・医療・福祉についての『不満足層』の割合                                     （％） 

    ｎ 
保健活動 医療機関・

医療体制

救急医療 児童福祉 高齢者福祉 障害者福祉

  全体 1675 14.4 24.6 29.8 15.5 28.3 23.4

性
別 

男 807 15.8 26.4 30.5 17.9 30.7 25.9

女 773 13.6 23.4 29.5 13.4 26.6 21.4

年
齢 

20～29 歳 66 21.3 27.3 34.8 16.7 16.7 16.6

30～39 歳 148 16.9 24.3 41.3 26.4 14.9 12.9

40～49 歳 215 20.0 32.6 40.0 22.8 29.3 28.4

50～59 歳 285 17.9 35.8 35.5 20.0 33.0 30.6

60 歳以上 891 11.5 19.7 23.2 10.7 30.1 22.4
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（６）行政に力をいれてほしいもの（複数回答） 
◆保健・医療・社会福祉の充実を求める声が多く、続いて道路交通の整備、行政の合理

化などが続いている 
行政に力をいれてほしいものは、「保健や医療の充実」が 39.9％と最も多く、ついで「社

会福祉の充実」（28.3％）、「市財政の健全化、行政の合理化」（24.9％）、「道路や橋、交通

の整備」（21.9％）が続いている。 

 
 

問３ これからの市政において、特に力を入れてほしいものは何ですか。次の中から３つまで選び○をつ
けてください。 

 
 

21.9

5.7

11.5

17.1

7.2

17.9

13.6

39.9

28.3

1.0

1.4

3.6

1.4

5.1

12.5

5.7

17.9

6.8

12.1

5.5

4.7

24.9

4.5

7.9

2.7

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

道路や橋、交通の整備

市街地や住宅の整備

公園・街路樹整備

水や緑など自然環境の保全

歴史・文化遺産の保全

ごみ処理やリサイクル

消防や防災・防犯

その他

無回答

全体=1675
（％）

保健や医療の充実

社会福祉の充実

男女共同参画社会の推進

国際交流の推進

情報公開の推進

広域行政の推進

公共施設の市町村間の相互利用

農業の活性化

工業の活性化

商業の活性化

観光・レクリエーションの充実

学校教育の充実

社会教育・生涯学習の充実

文化・スポーツの振興

市財政の健全化、行政の合理化

市政への住民参加

児童・生徒の保護対策
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性別では、男性で「市財政の健全化、行政の合理化」がやや多くなっている。 

年齢別では、20 代と 30 代では「公園・街路樹整備」「観光・レクリエーションの充実」

「児童・生徒の保護対策」、50 代以上では「社会福祉の充実」「市財政の健全化、行政の

合理化」をあげる人が多くなっている。また、「学校教育の充実」は 30 代と 40 代で多く

なっている。 

居住年数別では、３年未満では「道路や橋、交通の整備」「市街地や住宅の整備」「公園・

街路樹整備」が他の年数よりやや多くなっている。また、３年以上７年未満では「学校教

育の充実」と「児童・生徒の保護対策」が２割前後とやや多くなっている。 

居住地区別では、忍、佐間は「保健や医療の充実」が５割前後とかなり多くなっている。

また、下忍、荒木、須加、埼玉、南河原は「道路や橋、交通の整備」、北河原は「ごみ処

理やリサイクル」、星宮、荒木、須加は「農業の活性化」をあげる人が３割前後と他の地

区に比べて多くなっている。 
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（％） 

    ｎ 

道
路
や
橋
、
交
通
の
整
備 

市
街
地
や
住
宅
の
整
備 

公
園
・
街
路
樹
整
備 

水
や
緑
な
ど
自
然
環
境
の
保
全 

歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
全 

ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル 

消
防
や
防
災
・
防
犯 

保
健
や
医
療
の
充
実 

社
会
福
祉
の
充
実 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進 

国
際
交
流
の
推
進 

情
報
公
開
の
推
進 

広
域
行
政
の
推
進 

公
共
施
設
の
市
町
村
間
の
相
互
利
用 

農
業
の
活
性
化 

工
業
の
活
性
化 

商
業
の
活
性
化 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実 

学
校
教
育
の
充
実 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
の
充
実 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

市
財
政
の
健
全
化
、
行
政
の
合
理
化 

市
政
へ
の
住
民
参
加 

児
童
・
生
徒
の
保
護
対
策 

  全体 1675 21.9 5.7 11.5 17.1 7.2 17.9 13.6 39.9 28.3 1.0 1.4 3.6 1.4 5.1 12.5 5.7 17.9 6.8 12.1 5.5 4.7 24.9 4.5 7.9

性
別 

男 807 22.6 5.7 11.3 18.7 7.8 16.5 14.4 38.3 29.2 0.7 1.6 5.6 1.7 5.0 13.5 7.4 16.5 7.6 9.8 5.0 5.8 29.9 6.6 5.7

女 773 21.2 6.0 12.4 16.0 6.7 19.7 13.5 42.4 29.0 1.3 1.3 1.8 1.2 5.2 11.6 3.2 19.5 6.3 15.1 6.1 4.1 20.1 2.3 10.1

年
齢 

20～29 歳 66 27.3 10.6 19.7 22.7 7.6 21.2 13.6 45.5 15.2 3.0 4.5 1.5 3.0 4.5 7.6 7.6 21.2 16.7 9.1 7.6 12.1 7.6 3.0 19.7

30～39 歳 148 19.6 8.8 24.3 12.2 4.1 19.6 9.5 34.5 16.2 0.7 0.7 1.4 0.0 8.1 4.1 2.7 16.9 12.8 27.0 4.1 8.1 11.5 1.4 22.3

40～49 歳 215 23.3 8.8 14.0 12.6 7.9 15.8 11.2 36.7 23.7 1.4 2.3 1.9 0.9 2.8 8.4 5.6 21.4 7.4 25.1 4.7 7.4 20.0 2.3 14.0

50～59 歳 285 22.1 4.6 7.4 15.1 6.7 19.3 15.8 43.2 31.6 1.1 1.4 4.2 1.4 4.9 11.2 6.3 19.6 6.0 10.5 7.7 6.7 27.4 4.2 4.9

60 歳以上 891 21.4 4.6 9.7 19.8 7.6 17.4 14.6 40.6 32.5 0.8 1.0 4.6 1.6 5.2 15.7 5.5 16.4 5.3 7.5 5.1 2.7 28.8 5.9 4.0

居
住
年
数 

３年未満 108 26.9 11.1 18.5 18.5 7.4 21.3 10.2 38.0 13.9 1.9 2.8 1.9 0.9 5.6 4.6 4.6 15.7 11.1 15.7 3.7 5.6 13.9 0.0 13.9

３年以上 

７年未満 
126 18.3 9.5 15.9 16.7 4.0 19.0 10.3 38.9 23.8 0.0 1.6 2.4 0.8 4.8 7.9 3.2 17.5 10.3 23.0 5.6 7.9 15.9 2.4 19.0

７年以上 

15 年未満 
175 20.0 9.1 16.0 21.1 8.0 12.6 13.7 40.0 27.4 0.0 2.3 4.0 0.6 4.6 6.3 4.0 15.4 10.9 17.7 5.7 6.9 20.6 7.4 12.0

15 年以上 

20 年未満 
98 23.5 5.1 10.2 19.4 13.3 20.4 11.2 33.7 27.6 1.0 1.0 4.1 1.0 1.0 15.3 6.1 18.4 7.1 14.3 3.1 7.1 24.5 4.1 4.1

20 年以上 1094 22.0 4.5 10.0 16.6 6.9 17.9 14.7 41.0 31.4 1.2 1.2 4.0 1.7 5.5 14.6 6.0 18.5 5.4 9.7 5.9 3.9 27.7 4.8 5.9

居
住
地
区 

忍 135 12.6 3.7 9.6 16.3 13.3 17.0 16.3 46.7 29.6 0.7 0.7 8.1 2.2 5.9 6.7 5.2 20.0 8.1 11.9 3.0 6.7 26.7 3.0 8.1

行田 102 19.6 7.8 12.7 24.5 5.9 16.7 15.7 39.2 20.6 1.0 2.0 3.9 0.0 6.9 6.9 3.9 17.6 10.8 6.9 2.9 4.9 19.6 4.9 8.8

佐間 126 18.3 4.8 16.7 17.5 5.6 15.1 13.5 51.6 26.2 1.6 0.8 3.2 0.8 4.0 8.7 6.3 21.4 5.6 15.9 5.6 4.8 28.6 1.6 6.3

持田 250 16.0 6.0 14.8 19.2 6.4 17.2 18.0 39.2 33.2 1.2 0.4 3.2 1.6 4.0 7.6 8.0 21.6 6.0 11.2 9.2 6.0 24.8 3.2 6.0

星河 138 27.5 5.1 11.6 13.8 8.7 15.9 10.9 44.2 25.4 0.7 1.4 0.7 1.4 5.8 13.8 5.1 18.8 7.2 16.7 2.9 3.6 26.8 5.1 12.3

長野 226 16.4 6.2 11.1 17.3 6.2 15.5 13.7 39.4 30.1 1.8 2.2 3.5 0.0 5.3 9.7 5.3 23.0 7.5 16.4 6.6 3.5 26.1 5.8 8.4

星宮 41 9.8 9.8 12.2 26.8 2.4 17.1 7.3 39.0 26.8 0.0 0.0 14.6 2.4 2.4 26.8 4.9 4.9 4.9 7.3 4.9 2.4 34.1 7.3 2.4

下忍 36 33.3 8.3 13.9 22.2 11.1 22.2 13.9 33.3 25.0 0.0 2.8 0.0 0.0 2.8 11.1 0.0 13.9 5.6 8.3 2.8 2.8 27.8 2.8 8.3

荒木 75 37.3 4.0 9.3 9.3 4.0 21.3 14.7 36.0 29.3 0.0 0.0 2.7 1.3 2.7 26.7 8.0 16.0 2.7 9.3 4.0 6.7 18.7 4.0 4.0

須加 35 31.4 0.0 8.6 0.0 11.4 20.0 14.3 34.3 22.9 0.0 2.9 0.0 2.9 5.7 31.4 5.7 11.4 14.3 11.4 0.0 2.9 17.1 5.7 2.9

北河原 21 28.6 0.0 4.8 9.5 4.8 33.3 4.8 38.1 23.8 0.0 0.0 9.5 4.8 9.5 23.8 4.8 9.5 4.8 14.3 0.0 4.8 19.0 4.8 4.8

埼玉 97 33.0 5.2 3.1 20.6 10.3 22.7 11.3 32.0 32.0 0.0 2.1 2.1 2.1 3.1 19.6 2.1 15.5 8.2 8.2 5.2 1.0 23.7 2.1 9.3

太田 122 28.7 6.6 5.7 11.5 6.6 21.3 9.0 36.1 32.8 0.8 1.6 3.3 0.8 7.4 21.3 9.0 14.8 5.7 6.6 2.5 4.1 25.4 8.2 4.1

太井 122 18.9 5.7 14.8 23.8 9.0 16.4 15.6 41.8 31.1 0.8 1.6 3.3 1.6 4.1 7.4 4.1 13.1 3.3 13.9 7.4 7.4 27.9 5.7 10.7

南河原 59 35.6 11.9 11.9 16.9 1.7 16.9 11.9 35.6 27.1 1.7 3.4 5.1 5.1 8.5 15.3 1.7 13.6 11.9 13.6 11.9 11.9 22.0 8.5 11.9

 26 



 
（７）行田市の将来像（複数回答） 

◆「社会福祉の充実」と「生活環境の整ったまち」を求める人が半数近くを占める 

行田市の将来像は、「社会福祉の充実したまち」（48.2％）と「生活環境の整ったまち」

（45.5％）の２つをあげる人が半数近くを占めた。ついで、「商業や産業が発展し、経済

活動が盛んなまち」（36.6％）、「歴史・文化や自然を生かしたまち」（29.1％）となってい

る。 

 
 

問４ 行田市が、将来どんなまちになったらよいとお考えですか。次の中から２つまで選び○をつけてくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が
盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、「社会福祉の充実したまち」は女性にやや多くなっている。 

年齢別では、50 代、60 歳以上は「社会福祉の充実したまち」をあげる人が半数強と多

くなっているが 49 歳以下では３割強にとどまり、「教育・文化の充実したまち」をあげる

人が多くなっている。また、20～29 歳では「歴史・文化や自然を生かしたまち」が 40.9％

と目立っている。 

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「社会福祉の充実したまち」が多くなってい

る。３年未満と３年以上７年未満では「教育・文化の充実したまち」をあげる人が２割前

後とやや多くなっている。 

 

（％） 

    ｎ 

歴
史
・
文
化
や
自
然
を 

生
か
し
た
ま
ち 

観
光
資
源
を
生
か
し
た 

観
光
振
興
の
ま
ち 

商
業
や
産
業
が
発
展
し
、 

経
済
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち 

生
活
環
境
の
整
っ
た
ま
ち 

教
育
・
文
化
の
充
実
し
た
ま
ち 

社
会
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 1675 29.1 10.8 36.6 45.5 13.7 48.2 1.4 2.8

性
別 

男 807 30.5 12.6 37.8 46.3 14.1 45.7 1.1 1.4

女 773 27.8 9.2 34.7 46.1 14.2 52.0 1.7 2.5

年
齢 

20～29 歳 66 40.9 9.1 25.8 51.5 24.2 30.3 4.5 0.0

30～39 歳 148 31.8 11.5 26.4 48.0 28.4 35.1 2.7 0.0

40～49 歳 215 35.3 9.3 33.5 47.0 24.7 30.2 2.3 0.5

50～59 歳 285 25.6 11.6 35.4 52.6 9.5 53.7 0.7 1.4

60 歳以上 891 27.0 11.2 40.1 43.1 9.7 55.3 1.0 3.3

居
住
年
数 

３年未満 108 35.2 8.3 27.8 46.3 19.4 31.5 6.5 0.0

３年以上７年未満 126 36.5 10.3 24.6 49.2 26.2 40.5 0.0 0.0

７年以上 15 年未満 175 32.0 14.3 33.7 49.7 14.9 42.3 2.9 0.0

15 年以上 20 年未満 98 26.5 13.3 39.8 45.9 14.3 42.9 1.0 1.0

20 年以上 1094 27.2 10.5 38.8 45.3 11.9 53.0 0.9 2.8
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２．地域との関わりについて 
（１）地域活動への参加意向 

◆「求められれば参加する」が 38.7％、「参加したいが時間や暇がない」が 21.1％ 
地域活動への参加意向は、「求められれば参加する」が 38.7％と最も多く、「参加した

いが時間や暇がない」21.1％、「意識していない」15.8％、「わずらわしいので参加しない」

9.8％、「積極的に参加する」9.4％となっている。参加意思を示した（「積極的に参加する」、

「求められれば参加する」、「参加したいが時間や暇がない」と回答した）割合は 69.2％

となっている。 

 
 

問５（１）地域的な活動への参加についてどのようにお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 

9.4 38.7 21.1 9.8 15.8 5.1

積極的に
参加する

求められれ
ば参加する

参加したい
が時間や暇

がない

わずらわし
いので参加

しない

意識して
いない

無回答

全体=1675

（％）
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性別では、男性で「積極的に参加する」とする人がやや多くなっている。 

年齢別では、年齢が高くなるほど「積極的に参加する」とする人が多くなっている。 

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「積極的に参加する」とする人が多くなって

いる。 

居住地区別では、星宮で「積極的に参加する」とする人が 17.1％とやや多くなってい

る。 

 
（％） 

    ｎ 

積極的に

参加する

求められ

れば参加

する 

参加した

いが時間

や暇が

ない 

わずらわし

いので参

加しない

意識して

いない 
無回答 

  全体 1675 9.4 38.7 21.1 9.8 15.8 5.1

性
別

男 807 12.0 40.6 20.7 8.9 14.4 3.3

女 773 6.7 36.6 22.1 11.4 18.4 4.8

年
齢 

20～29 歳 66 4.5 34.8 19.7 7.6 27.3 6.1

30～39 歳 148 4.7 30.4 32.4 11.5 20.3 0.7

40～49 歳 215 7.0 36.7 31.6 14.4 9.3 0.9

50～59 歳 285 9.5 40.0 30.9 7.4 10.2 2.1

60 歳以上 891 11.0 40.6 14.3 9.7 18.3 6.2

居
住
年
数 

３年未満 108 2.8 29.6 22.2 14.8 26.9 3.7

３年以上７年未満 126 5.6 34.9 31.0 9.5 18.3 0.8

７年以上 15 年未満 175 8.6 33.1 29.1 9.7 16.6 2.9

15 年以上 20 年未満 98 9.2 32.7 28.6 9.2 17.3 3.1

20 年以上 1094 10.3 41.8 18.3 9.6 14.9 5.1

居
住
地
区 

忍 135 11.1 36.3 23.7 6.7 19.3 3.0

行田 102 4.9 33.3 19.6 11.8 18.6 11.8

佐間 126 6.3 41.3 17.5 16.7 15.9 2.4

持田 250 8.8 38.8 26.8 8.0 16.4 1.2

星河 138 9.4 42.8 17.4 9.4 18.1 2.9

長野 226 7.5 39.8 22.6 10.2 16.8 3.1

星宮 41 17.1 34.1 17.1 7.3 19.5 4.9

下忍 36 2.8 41.7 36.1 5.6 13.9 0.0

荒木 75 12.0 42.7 12.0 9.3 18.7 5.3

須加 35 5.7 37.1 11.4 11.4 20.0 14.3

北河原 21 9.5 42.9 28.6 4.8 9.5 4.8

埼玉 97 11.3 40.2 18.6 6.2 17.5 6.2

太田 122 9.8 36.9 19.7 12.3 12.3 9.0

太井 122 14.8 39.3 23.8 11.5 8.2 2.5

南河原 59 13.6 37.3 20.3 13.6 10.2 5.1
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（２）参加したい地域活動（複数回答） 

◆地域の清掃活動・リサイクル活動をあげる人が多い 
参加したい地域活動は、「地域の清掃活動」が 59.6％と最も多く、ついで「地域のリサ

イクル活動」（49.1％）、「お祭り」（40.0％）が続いている。 

 
 

（２）＜（１）で「１．積極的に参加する」「２．求められれば参加する」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
主にどのような地域活動に参加したいとお考えですか。次の中から該当するものすべてを選び○を
つけてください。 

 
 
 
 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
全体=806

（％）

59.6

49.1

16.0

40.0

11.2

7.6

2.5

地域の清掃活動

地域のリサイクル活動

スポーツ活動（少年野球・バレー
ボール・サッカー等の指導など）

お祭り

ＰＴＡ

その他

無回答
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性別では、男性では「スポーツ活動（少年野球・バレーボール・サッカー等の指導など）」、

女性では「ＰＴＡ」をあげる人がやや多くなっている。 

年齢別では、20 代と 40 代で「スポーツ活動」が約 35％、20 代と 30 代で「お祭り」が

60％台、30 代と 40 代で「ＰＴＡ」が 40％前後と高くなっている。 

居住年数別では、３年未満で「お祭り」が 65.7％と目立っている。また、３年以上７

年未満と 15 年以上 20 年未満では「地域の清掃活動」が７割弱、15 年未満では「ＰＴＡ」

が 20％台となっている。 

 
（％） 

    ｎ 

地域の

清掃活動

地域のリ

サイクル

活動 

スポーツ

活動（少

年野球・

バレーボ

ール・サッ

カー等の

指導など）

お祭り ＰＴＡ その他 無回答

  全体 806 59.6 49.1 16.0 40.0 11.2 7.6 2.5

性
別 

男 425 60.5 49.4 19.5 42.4 6.4 8.9 1.4

女 335 57.6 49.9 10.7 37.9 17.9 6.3 3.3

年
齢 

20～29 歳 26 53.8 46.2 34.6 69.2 15.4 0.0 0.0

30～39 歳 52 50.0 34.6 23.1 65.4 36.5 3.8 1.9

40～49 歳 94 64.9 56.4 35.1 51.1 42.6 2.1 0.0

50～59 歳 141 59.6 50.4 24.8 40.4 12.1 7.8 2.8

60 歳以上 460 59.1 49.6 7.2 33.5 1.5 9.6 2.8

居
住
年
数 

３年未満 35 48.6 45.7 22.9 65.7 20.0 0.0 5.7

３年以上７年未満 51 66.7 41.2 17.6 49.0 27.5 2.0 0.0

７年以上 15 年未満 73 50.7 45.2 23.3 46.6 20.5 6.8 1.4

15 年以上 20 年未満 41 68.3 46.3 22.0 41.5 14.6 4.9 0.0

20 年以上 570 59.6 51.4 14.0 36.8 8.1 9.1 2.6
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（３）ボランティア活動への参加状況 
◆ボランティア活動に参加している市民は 20.0％ 

ボランティア活動の参加状況をみると、「参加していない」（57.9％）、「参加したいが機

会がない」（14.9％）を合わせた不参加率は 72.8％となっている。「積極的に参加してい

る」（6.1％）、「ときおり参加している」（13.9％）を合わせた参加率は 20.0％にとどまっ

ている。 

性別では、男性の参加率は 24.5％と、女性の参加率（15.9％）を 8.6 ポイント上回っ

ている。 

年齢別では、40 代以上での参加率が高くなっており、20 代や 30 代の参加率は１割を切

っている。 

 
 

問６（１）あなたは、ボランティア活動に参加していますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 

6.1 13.9 14.9 57.9 7.1

積極的に参加
している

ときおり参加
している

参加したいが
機会がない

参加して
いない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 
積極的に参加

している 

ときおり参加

している 

参加したいが

機会がない

参加して 

いない 
無回答 

  全体 1675 6.1 13.9 14.9 57.9 7.1

性
別 

男 807 9.0 15.5 14.4 54.4 6.7

女 773 3.5 12.4 15.5 63.8 4.8

年
齢 

20～29 歳 66 1.5 3.0 19.7 74.2 1.5

30～39 歳 148 1.4 5.4 18.9 73.0 1.4

40～49 歳 215 6.0 15.3 17.7 59.1 1.9

50～59 歳 285 4.2 17.2 21.8 52.3 4.6

60 歳以上 891 8.3 14.9 11.1 57.1 8.5
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（４）参加しているボランティア活動（複数回答） 

◆参加経験者のうち、５割が「環境浄化活動」 
参加しているボランティア活動は、「環境浄化活動（道路・公園・河川等の清掃など）」

が 50.0％と最突出して多くなっている。ついで「福祉活動（高齢者・傷病者・身障者の

介護など）」（19.3％）、「スポーツ活動（少年野球・バレーボール・サッカー等の指導など）」

（14.9％）、「交通安全活動（交通事故防止運動など）」（14.3％）と続いている。 

 
 

（２）＜（１）で「１．積極的に参加している」「２．ときおり参加している」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
主にどのようなボランティア活動に参加されていますか。次の中から該当するものすべてを選び○を 
つけてください。 

 

19.3

50.0

14.9

9.8

14.3

5.7

1.8

7.4

11.0

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

福祉活動（高齢者・傷病者・身障者
の介護など）

環境浄化活動（道路・公園・河川等
の清掃など）

スポーツ活動（少年野球・バレー
ボール・サッカー等の指導など）

文化活動（書道・絵画・手芸等の
指導など）

交通安全活動（交通事故防止
運動など）

青少年健全育成活動（非行防止
運動、キャンプ等の指導など）

国際交流活動

子育て支援活動

その他

無回答

全体=336
（％） 
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性別では、男性は「環境浄化活動（道路・公園・河川等の清掃など）」「交通安全活動（交

通事故防止運動など）」が、女性より大幅に多くなっている。一方、女性は「福祉活動（高

齢者・傷病者・身障者の介護など）」「文化活動（書道・絵画・手芸等の指導など）」「子育

て支援活動」が、男性を上回っている。 

 
（％） 

    ｎ 

福
祉
活
動
（
高
齢
者
・
傷
病
者
・
身
障

者
の
介
護
な
ど
） 

環
境
浄
化
活
動
（
道
路
・
公
園
・
河
川

等
の
清
掃
な
ど
） 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
少
年
野
球
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
等
の
指
導
な
ど
）

文
化
活
動
（
書
道
・
絵
画
・
手
芸
等
の

指
導
な
ど
） 

交
通
安
全
活
動
（
交
通
事
故
防
止 

運
動
な
ど
） 

青
少
年
健
全
育
成
活
動
（
非
行
防
止

運
動
、
キ
ャ
ン
プ
等
の
指
導
な
ど
） 

国
際
交
流
活
動 

子
育
て
支
援
活
動 

そ
の
他 

  全体 336 19.3 50.0 14.9 9.8 14.3 5.7 1.8 7.4 11.0

性
別 

男 198 12.6 56.6 17.7 7.1 19.7 7.1 1.0 4.5 11.1

女 123 30.1 37.4 11.4 15.4 6.5 4.1 2.4 12.2 12.2
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（５）参加したいが機会がない理由（複数回答） 
◆「仕事が忙しくて時間がとれない」が 52.0％、「どういうボランティア団体があるの

かわからない」「活動に関する情報が得られない」が 40％強 
ボランティア活動に参加したいが機会がない理由としては、「仕事が忙しくて時間がと

れない」が 52.0％と最も多く、以下「活動に関する情報が得られない」（43.6％）、「どう

いうボランティア団体があるのかわからない」（42.4％）、「活動に参加している知人がい

ない」（29.2％）となっている。 

性別では、男性で「仕事が忙しくて時間がとれない」とする人が約６割と多くなってい

る。 

 
 

（３）＜（１）で「３．参加したいが機会がない」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
どのような理由なのか、次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 

 

52.0

29.2

42.4

43.6

3.6

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

仕事が忙しくて時間がとれない

活動に参加している知人がいない

どういうボランティア団体がある
のかわからない

活動に関する情報が得られない

その他

無回答

全体=250

（％） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

仕事が忙

しくて時間

がとれない

活動に参

加している

知人が

いない 

どういうボ

ランティア

団体があ

るのかわ

からない

活動に関

する情報

が得られ

ない 

その他 

  全体 250 52.0 29.2 42.4 43.6 3.6 

性
別 

男 116 58.6 25.0 38.8 40.5 0.9 

女 120 48.3 33.3 45.8 45.0 5.8 
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３．今後のまちづくりについて 

（１）少子化社会に対応するために重要なこと（複数回答） 
◆「保健・医療の充実」と「多様な保育ニーズへの対応」が４割前後 

少子化社会に対応するために重要なことは、「保健・医療の充実」（43.5％）と「多様な

保育ニーズ（一時保育や延長保育など）への対応」（36.5％）が４割前後で最も多く、つ

いで「各種助成制度の充実等の経済的支援」（32.8％）、「子育てしやすい住環境の整備」

（25.6％）、「女性の就労機会の拡大や就労環境の整備」（24.7％）となっている。 

 
 

問７（１）今後の少子化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３
つまで選び○をつけてください。 

 
 

36.5

19.9

10.7

25.6

15.8

43.5

24.7

32.8

18.1

12.6

3.6

6.2

3.2

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

多様な保育ニーズ（一時保育や
延長保育など）への対応

放課後児童対策の充実

子育てや教育などの相談機能の
強化

子育てしやすい住環境の整備

子育てしやすい都市環境（道路、
駅、公共施設など）の整備

保健・医療の充実

女性の就労機会の拡大や就労
環境の整備

各種助成制度の充実等の
経済的支援

地域的な子育て支援（情報の提供
や高齢者、異年齢者との交流など）

援助活動など地域の人材の活用・
育成

子育て等の学習機会の提供

父親の育児参加の推進

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、男性は「各種助成制度の充実等の経済的支援」をあげる人がやや多くなって

いる。一方、女性は「多様な保育ニーズ（一時保育や延長保育など）への対応」や「放課

後児童対策の充実」、「女性の就労機会の拡大や就労環境の整備」をあげる人がやや多くな

っている。 

年齢別では、20 代で「多様な保育ニーズ（一時保育や延長保育など）への対応」（50.0％）

や「子育てしやすい住環境の整備」（33.3％）、「各種助成制度の充実等の経済的支援」

（47.0％）、30 代で「多様な保育ニーズ（一時保育や延長保育など）への対応」（52.0％）

や「放課後児童対策の充実」（34.5％）が、他の年代に比べ多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
（
一
時
保
育
や 

延
長
保
育
な
ど
）
へ
の
対
応 

放
課
後
児
童
対
策
の
充
実 

子
育
て
や
教
育
な
ど
の
相
談
機
能
の 

強
化 

子
育
て
し
や
す
い
住
環
境
の
整
備 

子
育
て
し
や
す
い
都
市
環
境
（
道
路
、 

駅
、
公
共
施
設
な
ど
）
の
整
備 

保
健
・
医
療
の
充
実 

女
性
の
就
労
機
会
の
拡
大
や 

就
労
環
境
の
整
備 

各
種
助
成
制
度
の
充
実
等
の 

経
済
的
支
援 

地
域
的
な
子
育
て
支
援
（
情
報
の
提
供
や

高
齢
者
、
異
年
齢
者
と
の
交
流
な
ど
） 

援
助
活
動
な
ど
地
域
の
人
材
の 

活
用
・
育
成 

子
育
て
等
の
学
習
機
会
の
提
供 

父
親
の
育
児
参
加
の
推
進 

そ
の
他 

  全体 1675 36.5 19.9 10.7 25.6 15.8 43.5 24.7 32.8 18.1 12.6 3.6 6.2 3.2

性
別 

男 807 34.8 18.3 10.4 28.0 16.9 46.0 21.4 39.3 16.6 12.6 3.7 5.5 3.7

女 773 40.6 23.2 10.9 23.3 15.5 42.7 29.0 27.3 19.4 12.5 2.8 7.0 2.7

年
齢 

20～29 歳 66 50.0 18.2 16.7 33.3 18.2 36.4 30.3 47.0 16.7 7.6 3.0 10.6 4.5

30～39 歳 148 52.0 34.5 8.8 27.0 16.9 37.8 25.0 43.9 11.5 6.8 3.4 5.4 8.1

40～49 歳 215 41.4 28.4 6.0 25.6 22.3 37.2 32.1 36.3 14.0 8.8 1.9 6.5 4.7

50～59 歳 285 38.6 16.8 12.6 26.7 15.8 48.8 29.5 33.7 20.0 14.7 2.8 6.3 3.9

60 歳以上 891 32.5 17.6 11.3 24.4 14.4 46.0 21.3 29.5 19.9 13.7 3.8 6.1 1.7
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（２）高齢化社会に対応するために重要なこと（複数回答） 

◆「介護保険制度の充実」55.6％、「保健・医療の充実による高齢者の健康づくりの推

進」40.0％ 
高齢化社会に対応するために重要なことは、「介護保険制度の充実」が 55.6％で最も多

く、ついで「保健・医療の充実による高齢者の健康づくりの推進」が 40.0％となってい

る。 

 
 

（２）今後の高齢化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３つま
で選び○をつけてください。 

 
 

55.6

18.7

7.0

15.0

23.9

25.0

21.5

22.6

40.0

8.4

9.1

7.5

15.5

1.7

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

介護保険制度の充実

相談窓口の充実や相談機能の強化

生涯学習等の学習機会の充実

ボランティアなどの地域の人材の
活用と育成

高齢者にやさしいバリアフリーな
まちづくりの推進

老人福祉センターなど、高齢者の
余暇活動のための施設の充実

高齢者の就労機会の充実

高齢者のいきがいを高める事業や
他世代とのふれあいの機会の充実

保健・医療の充実による高齢者の
健康づくりの推進

介護予防教室などのための公共
施設の有効活用

悪質商法の被害防止対策の充実

高齢者の財産保護や虐待防止
対策の推進

いきいきサロンなど、地域で交流
できる場の提供

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、男性は「高齢者の就労機会の充実」と「保健・医療の充実による高齢者の健

康づくりの推進」、女性は「高齢者にやさしいバリアフリーなまちづくりの推進」をあげ

る人がやや多くなっている。 

年齢別では、20 代は「高齢者にやさしいバリアフリーなまちづくりの推進」、30～50 代

は「高齢者の就労機会の充実」が、他の年代に比べ多くなっている。 
 

（％） 

    ｎ 

介
護
保
険
制
度
の
充
実 

相
談
窓
口
の
充
実
や
相
談
機
能
の
強
化

生
涯
学
習
等
の
学
習
機
会
の
充
実 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
の 

人
材
の
活
用
と
育
成 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
高
齢
者
の 

余
暇
活
動
の
た
め
の
施
設
の
充
実 

高
齢
者
の
就
労
機
会
の
充
実 

高
齢
者
の
い
き
が
い
を
高
め
る
事
業
や 

他
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
充
実 

保
健
・
医
療
の
充
実
に
よ
る
高
齢
者
の 

健
康
づ
く
り
の
推
進 

介
護
予
防
教
室
な
ど
の
た
め
の 

公
共
施
設
の
有
効
活
用 

悪
質
商
法
の
被
害
防
止
対
策
の
充
実 

高
齢
者
の
財
産
保
護
や
虐
待
防
止 

対
策
の
推
進 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
、
地
域
で
交
流 

で
き
る
場
の
提
供 

そ
の
他 

  全体 1675 55.6 18.7 7.0 15.0 23.9 25.0 21.5 22.6 40.0 8.4 9.1 7.5 15.5 1.7

性
別 

男 807 56.4 17.6 8.7 14.0 21.4 25.4 26.3 22.7 43.4 8.2 9.3 6.8 12.4 1.7

女 773 56.7 21.0 5.7 16.2 27.4 24.8 18.4 23.3 37.4 8.9 8.3 7.6 18.6 1.9

年
齢 

20～29 歳 66 40.9 19.7 10.6 16.7 39.4 30.3 18.2 27.3 39.4 10.6 16.7 9.1 10.6 3.0

30～39 歳 148 58.1 15.5 4.7 14.9 24.3 32.4 29.7 18.9 35.8 7.4 12.2 6.1 17.6 1.4

40～49 歳 215 59.1 17.2 6.0 12.6 20.9 20.0 32.1 24.7 41.4 6.5 7.9 8.4 14.4 1.4

50～59 歳 285 52.3 20.4 5.6 19.3 21.8 21.4 29.8 22.8 39.3 10.9 6.7 6.7 15.4 1.8

60 歳以上 891 57.2 19.8 8.0 14.3 24.4 26.2 16.4 22.7 41.5 8.3 8.8 7.3 15.8 1.8
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（３）行田市の環境の良さ 

◆「緑の整備状況」「歴史や文化との調合」「空気のきれいさ」の満足層は 3 割前後 
行田市の環境の良さについては、「緑の整備状況」で、『満足層』（「良いと感じる」、「ど

ちらかといえば良いと感じる」と回答した人の割合）が 34.2％、「歴史や文化との調合」

32.0％、「空気のきれいさ」25.8％と、他の項目に比べ高くなっている。「ごみ分別の状況」

については『満足層』が 25.7％みられるが、『不満足層』も 17.8％と多く、評価が分かれ

ている。 

一方、「池や川の水のきれいさ」と「道のきれいさ」では、『不満足層』（「悪いと感じる」、

「どちらかといえば悪いと感じる」と回答した人の割合）が約３～４割と強い不満がうか

がえる。 

この他、「公園の整備状況」や「資源・エネルギーの有効利用」、「市全体の環境配慮の

意識」は『不満足層』が約２割おり評価は低いといえる。 

問８（１）行田市の環境は良いと感じますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけ
てください。 

10.3

3.0

2.0

5.3

5.1

4.1

2.7

5.4

1.9

1.8

23.9

11.9

8.6

20.5

26.9

18.0

11.2

20.3

7.1

10.4

47.9

57.7

42.3

53.1

49.6

47.8

46.9

46.6

60.3

58.1

12.4

28.4

8.9

15.6

21.9

13.4

15.0

15.7

1.4

2.9

8.8

1.8

1.2

3.6

7.5

4.4

3.3

3.5

8.7

12.1

10.0

10.4

11.5

10.9

9.9

9.9

12.4

10.4

5.9

7.8

良いと
感じる

どちらかと
いえば良
いと感じる

ふつうで
ある

どちらかと
いえば悪
いと感じる

悪いと
感じる

無回答全体=1675

① 緑の整備状況

② 生き物の営みの保護と
　　育成状況

③ 池や川の水のきれいさ

④ 空気のきれいさ

⑤ 歴史や文化との調合

⑥ 公園の整備状況

⑦ 道のきれいさ（たばこや
　　ごみのポイ捨てがない）

⑧ ごみ分別の状況

⑨ 資源・エネルギーの
　　有効利用

⑩ 市全体の環境配慮の意識

（％） 
 
 
 
 

 41 



  

性別では、女性で「ごみ分別の状況」がやや多くなっている。 

年齢別では、全体的に 20 代で『不満足層』が多くなっている。 

居住年数別では、７年未満で「公園の整備状況」、３年未満と 15 年以上 20 年未満で「資

源・エネルギーの有効活用」が約３割弱と他の居住年数に比べて多くなっている。また、

７年以上 15 年未満では「池や川の水のきれいさ」が 44.6％となっている。 

居住地区別では、南河原で「公園の整備状況」が 32.2％、北河原で「ごみ分別の状況」

が 28.6％と多くなっている。 

 
行田市の環境の『不満足層』                                                      （％） 

    ｎ 

緑
の
整
備
状
況 

生
き
物
の
営
み
の
保
護
と 

育
成
状
況 

池
や
川
の
水
の
き
れ
い
さ 

空
気
の
き
れ
い
さ 

歴
史
や
文
化
と
の
調
合 

公
園
の
整
備
状
況 

道
の
き
れ
い
さ 

ご
み
分
別
の
状
況 

資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

市
全
体
の
環
境
配
慮
の
意
識 

  全体 1675 9.2 15.3 37.2 10.7 7.1 19.2 29.4 17.8 18.3 19.2

性
別

男 807 10.0 18.5 39.7 9.6 7.3 19.2 28.8 15.0 20.8 21.2

女 773 8.0 12.2 36.1 12.2 7.3 20.2 30.9 21.5 16.3 18.0

年
齢 

20～29 歳 66 16.6 25.7 53.0 21.2 6.0 31.8 37.9 28.8 28.8 25.8

30～39 歳 148 8.8 12.2 41.3 17.6 6.7 23.0 30.4 21.6 23.0 23.0

40～49 歳 215 11.6 17.2 40.4 18.1 10.7 25.1 32.6 23.3 21.9 29.3

50～59 歳 285 10.9 18.6 40.7 8.8 8.4 22.8 36.5 21.4 24.2 24.9

60 歳以上 891 7.6 13.4 34.2 8.0 6.2 15.7 25.6 14.5 14.5 14.7

居
住
年
数 

３年未満 108 10.2 16.7 41.7 17.6 4.6 28.7 33.3 24.1 25.9 26.9

３年以上７年未満 126 11.9 15.9 30.9 15.9 11.1 26.9 28.5 16.7 16.7 19.1

７年以上 15 年未満 175 11.4 16.0 44.6 17.2 10.3 22.3 32.6 23.5 16.5 21.2

15 年以上 20 年未満 98 8.1 16.4 35.7 14.2 7.1 14.3 35.7 16.3 27.6 25.5

20 年以上 1094 8.5 14.5 36.7 8.4 6.6 17.7 27.9 17.0 17.5 18.3

居
住
地
区 

忍 135 5.9 14.1 31.1 8.8 8.8 14.1 26.7 14.0 17.0 17.1

行田 102 10.8 22.6 45.1 14.7 5.9 20.6 27.4 17.6 19.6 20.6

佐間 126 9.5 14.3 35.7 7.9 6.4 23.8 25.4 15.1 14.3 15.1

持田 250 12.0 16.0 36.4 12.0 8.4 19.6 28.8 17.2 18.8 21.6

星河 138 6.5 20.3 45.7 9.4 8.6 23.9 29.7 16.6 19.5 21.7

長野 226 6.2 14.1 37.6 10.6 7.5 17.3 31.4 20.0 18.6 18.2

星宮 41 14.6 17.1 41.5 9.8 4.8 19.5 26.9 12.2 17.0 19.5

下忍 36 0.0 2.8 38.9 2.8 11.1 22.2 38.9 25.0 19.4 16.7

荒木 75 13.3 20.0 46.7 17.3 2.7 20.0 34.7 24.0 24.0 18.7

須加 35 5.7 5.8 31.4 8.6 8.6 25.7 31.5 17.1 17.2 20.0

北河原 21 9.5 14.3 42.8 4.8 9.5 23.8 33.3 28.6 14.3 23.8

埼玉 97 9.3 13.4 29.9 5.2 3.1 10.4 29.9 17.5 16.5 18.5

太田 122 4.9 9.8 34.4 12.3 4.9 15.6 29.5 22.9 18.0 20.5

太井 122 13.1 16.4 34.4 10.6 5.8 20.5 26.2 16.4 15.6 19.6

南河原 59 17.0 17.0 37.3 18.7 15.3 32.2 32.2 20.4 25.4 27.1
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（４）環境保全・改善のために強化すべき活動（複数回答） 
◆「リサイクル活動の促進」が４割、「ごみにならない製品の製造・販売・購入の促進」

「ごみの分別収集等の強化」「公園等公共緑地の整備、民有地における緑地協定など緑地

の保全・創造」が３割前後 
環境保全・改善のために強化すべき活動は、「リサイクル活動の促進」が 39.8％と最も

多く、ついで「ごみにならない製品の製造・販売・購入の促進」（34.3％）、「ごみの分別

収集等の強化」（27.6％）、「公園等公共緑地の整備、民有地における緑地協定など緑地の

保全・創造」（26.6％）が３割前後で続いている。 

 
 

（２）市の環境を保全・改善するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３つまで
選び○をつけてください。 

 
 

39.8

27.6

11.6

5.5

34.3

15.9

19.3

26.6

15.2

10.6

4.2

22.5

8.8

14.2

1.4

6.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

リサイクル活動の促進

ごみの分別収集等の強化

環境条例・環境協定の制定

環境マネジメントシステム
（ISO 14000）の導入
ごみにならない製品の製造・販売・
購入の促進

工場や道路・鉄道などの騒音・
振動・悪臭などの防止・削減

廃棄物の総量削減

公園等公共緑地の整備、民有地に
おける緑地協定など緑地の保全・創造

エコビジネス（環境に配慮した業務
を行うビジネス）の育成

低公害車の普及促進

市内の総合的な自動車交通
総量の削減

水辺環境の保全整備

土地利用の制限強化

環境保全の普及・啓発活動

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、男性は「水辺環境の保全整備」」をあげる人がやや多くなっている。一方、

女性は「ごみにならない製品の製造・販売・購入の促進」が 40.5％と多くなっている。 

年齢別では、20 代は「リサイクル活動の促進」が 47.0％、30 代は「工場や道路・鉄道

などの騒音・振動・悪臭などの防止・削減」が 26.4％と他の年代と比較して多くなって

いる。 

 
（％） 

    ｎ 

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促
進 

ご
み
の
分
別
収
集
等
の
強
化 

環
境
条
例
・
環
境
協
定
の
制
定 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

１
４
０
０
０
）
の
導
入 

ご
み
に
な
ら
な
い
製
品
の
製
造
・
販
売
・ 

購
入
の
促
進 

工
場
や
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
騒
音
・
振
動
・ 

悪
臭
な
ど
の
防
止
・
削
減 

廃
棄
物
の
総
量
削
減 

公
園
等
公
共
緑
地
の
整
備
、
民
有
地
に 

お
け
る
緑
地
協
定
な
ど
緑
地
の
保
全
・
創
造

エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
（
環
境
に
配
慮
し
た
業
務
を 

行
う
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
育
成 

低
公
害
車
の
普
及
促
進 

市
内
の
総
合
的
な
自
動
車
交
通
総
量
の
削
減

水
辺
環
境
の
保
全
整
備 

土
地
利
用
の
制
限
強
化 

環
境
保
全
の
普
及
・
啓
発
活
動 

そ
の
他 

  全体 1675 39.8 27.6 11.6 5.5 34.3 15.9 19.3 26.6 15.2 10.6 4.2 22.5 8.8 14.2 1.4

性
別 

男 807 43.0 27.0 14.7 7.2 29.4 14.4 17.8 29.4 15.5 11.9 3.6 27.0 8.3 16.6 1.2

女 773 37.3 28.1 9.1 3.9 40.5 17.2 20.6 25.4 15.9 10.0 4.7 18.4 8.7 11.8 1.8

年
齢 

20～29 歳 66 47.0 24.2 7.6 7.6 33.3 21.2 24.2 30.3 15.2 15.2 1.5 27.3 12.1 10.6 3.0

30～39 歳 148 39.2 24.3 8.8 8.8 29.7 26.4 16.2 34.5 21.6 12.8 3.4 22.3 4.7 9.5 2.0

40～49 歳 215 39.5 27.4 13.0 7.0 33.0 15.8 20.5 25.1 18.6 14.4 1.9 16.3 11.2 11.2 2.3

50～59 歳 285 36.8 27.4 14.7 7.7 34.4 19.6 19.3 30.2 18.9 9.5 3.9 26.0 7.4 13.0 0.7

60 歳以上 891 40.3 28.4 11.6 3.9 35.6 12.7 18.9 25.3 12.6 9.7 5.4 22.9 9.0 16.5 1.3
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（５）市のごみ収集体制について 
①収集回数や分別方法について（複数回答） 

◆ごみ収集回数は「現在の収集回数・分別方法でよい」が 55.0％、「収集回数を増やし

たほうがよい」が 41.8％ 
ごみの収集回数について、「現在の収集回数・分別方法でよい」が 55.0％で最も多いが、

「収集回数を増やしたほうがよい」とする人も 41.8％にのぼる。 

 
 

（３）市のごみ収集体制（収集回数や分別方法など）についてどのようにお考えですか。次の中から２つま
で選び○をつけてください。 

 
 

55.0

41.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、あまり大きな差はみられない。 

年齢別では、20～40 代では「収集回数を増やしたほうがよい」とする人が５割を超え

ているが、50 代以上では「現在の収集回数・分別方法でよい」とする人が約５～７割と

なっている。 

居住年数別では、20 年未満では「収集回数を増やしたほうがよい」とする人が５割前

後となっているが、20 年以上では 37.7％にとどまり、「現在の収集回数・分別方法でよい」

が 60.5％となっている。 

居住地区別では、太田と南河原で「収集回数を増やしたほうがよい」とする人が５割を

超えている。 

 
（％） 

    ｎ 

現
在
の
収
集
回
数
・ 

分
別
方
法
で
よ
い 

収
集
回
数
を
増
や
し
た 

ほ
う
が
よ
い 

収
集
回
数
を
減
ら
し
た 

ほ
う
が
よ
い 

も
っ
と
細
か
く
分
別
し
た 

ほ
う
が
よ
い 

分
別
の
種
類
を
減
ら
し
た

ほ
う
が
よ
い 

ご
み
の
有
料
化
を
検
討 

し
た
ほ
う
が
よ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 1675 55.0 41.8 6.1 11.6 11.1 9.4 3.9 4.5

性
別

男 807 57.2 39.7 5.7 14.0 12.0 10.9 3.3 3.1

女 773 54.6 45.0 5.6 9.4 9.6 7.9 4.8 3.6

年
齢 

20～29 歳 66 42.4 54.5 10.6 15.2 6.1 3.0 3.0 1.5

30～39 歳 148 32.4 64.9 9.5 12.8 8.1 4.1 10.8 0.7

40～49 歳 215 39.5 52.1 5.1 14.0 7.4 7.4 4.7 2.3

50～59 歳 285 49.5 44.6 5.3 11.9 12.6 12.3 3.5 2.1

60 歳以上 891 66.6 34.0 5.1 10.4 12.2 10.5 2.9 5.3

居
住
年
数 

３年未満 108 39.8 57.4 6.5 15.7 9.3 5.6 7.4 1.9

３年以上７年未満 126 46.0 52.4 6.3 16.7 11.1 3.2 4.8 1.6

７年以上 15 年未満 175 47.4 48.0 8.0 9.1 8.6 9.1 5.7 2.9

15 年以上 20 年未満 98 44.9 51.0 5.1 15.3 9.2 11.2 2.0 2.0

20 年以上 1094 60.5 37.7 5.4 10.7 11.6 10.5 3.5 4.6

居
住
地
区 

忍 135 69.6 36.3 3.7 8.1 6.7 10.4 2.2 3.0

行田 102 56.9 40.2 6.9 11.8 13.7 2.0 5.9 5.9

佐間 126 59.5 42.1 4.8 11.1 7.1 10.3 1.6 3.2

持田 250 63.6 37.2 6.8 12.0 12.4 7.6 6.8 1.2

星河 138 58.7 44.9 8.0 10.9 10.9 13.8 2.9 2.2

長野 226 58.0 42.0 5.3 14.2 11.9 10.6 4.4 3.1

星宮 41 39.0 39.0 9.8 17.1 12.2 9.8 4.9 9.8

下忍 36 55.6 33.3 0.0 8.3 19.4 16.7 2.8 5.6

荒木 75 44.0 40.0 6.7 8.0 9.3 10.7 4.0 8.0

須加 35 54.3 25.7 2.9 11.4 14.3 8.6 2.9 14.3

北河原 21 42.9 47.6 0.0 4.8 14.3 4.8 4.8 9.5

埼玉 97 46.4 45.4 2.1 14.4 9.3 7.2 2.1 5.2

太田 122 40.2 53.3 3.3 13.9 16.4 9.8 4.1 4.1

太井 122 59.0 43.4 11.5 9.0 4.1 10.7 2.5 1.6

南河原 59 35.6 57.6 3.4 15.3 13.6 8.5 3.4 5.1
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②ごみ収集回数を増やしたほうがよいもの（複数回答） 
◆収集回数の増加を求める人の 57.9％は、燃えないごみの回数増をあげている 

ごみ収集回数を増やしたほうがよいものとしては、「燃えないごみ」が 57.9％と最も多

く、ついで「粗大ごみ」が 41.4％となっている。 

性別では、男性は「粗大ごみ」、「有害ごみ」をあげる人が多く、女性は「燃えないごみ」

をあげる人が多くなっている。 

 
 

※＜（３）で「２．収集回数を増やしたほうがよい」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
増やしたほうがよいものを次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 

 
 

15.3

57.9

41.4

17.3

21.0

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

無回答

全体=700

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）  

    ｎ 
燃える

ごみ 

燃えない

ごみ 
粗大ごみ 有害ごみ 資源物 無回答 

  全体 700 15.3 57.9 41.4 17.3 21.0 6.7 

性
別 

男 320 14.4 53.1 46.6 20.9 20.6 7.5 

女 348 15.8 64.1 37.1 14.9 22.1 4.9 
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③ごみ収集回数を減らしたほうがよいもの（複数回答） 
◆収集回数の減少を求める人の大半は、燃えるごみをあげている 

ごみ収集回数を減らしたほうがよいとする人は少ないが、減らしたほうがよいとしてい

るのは「燃えるごみ」が 63.7％を占めている。 

性別による大きな差はみられない。 

 
 

※＜（３）で「３．収集回数を減らしたほうがよい」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
減らしたほうがよいものを次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 

 
 

63.7

3.9

7.8

12.7

7.8

11.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

無回答

全体=102

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 
燃える

ごみ 

燃えない

ごみ 
粗大ごみ 有害ごみ 資源物 無回答 

  全体 102 63.7 3.9 7.8 12.7 7.8 11.8 

性
別 

男 46 67.4 4.3 8.7 13.0 8.7 8.7 

女 43 69.8 2.3 7.0 9.3 9.3 7.0 
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（６）健康についてのイメージ（複数回答） 

◆「心身ともに健やかなこと」が 74.4％ 

健康についてのイメージとしては、「心身ともに健やかなこと」が 74.4％と大半を占め、

ついで「何事も前向きに考えられる」が 34.3％となっている。 

性別にみても大きな差はみられない。 

年齢別にみると、20 代では「幸せなこと」が３割となっているのに対し、50 代以上で

は「何事も前向きに考えられる」が４割近くとなっている。 

 
問９（１）あなたは、健康についてどのようなイメージをもっていますか。次の中から２つまで選び○をつけ

てください。 
 

74.4

24.8

24.4

34.3

18.9

8.0

0.6

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身ともに健やかなこと

快食、快眠、快便

病気や障害があっても生きがいを
持っていること

何事も前向きに考えられる

幸せなこと

長生きできること

その他

無回答

全体=1675
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

心身ともに

健やかな

こと 

快食 

快眠 

快便 

病気や障

害があっ

ても生きが

いを持って

いること

何事も前

向きに考

えられる

幸せなこと 長生き 

できること 
その他

  全体 1675 74.4 24.8 24.4 34.3 18.9 8.0 0.6

性
別

男 807 75.8 25.3 25.7 32.6 18.3 9.0 0.6

女 773 75.7 23.5 23.3 36.9 19.5 6.7 0.6

年
齢 

20～29 歳 66 81.8 21.2 16.7 21.2 30.3 3.0 4.5

30～39 歳 148 78.4 29.1 21.6 21.6 23.6 8.1 0.0

40～49 歳 215 81.4 20.5 20.5 30.2 24.7 6.0 0.9

50～59 歳 285 83.9 19.3 23.9 37.9 18.2 4.9 0.4

60 歳以上 891 70.4 26.7 26.8 37.8 16.0 9.7 0.4
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（７）健康づくりのために重要なこと（複数回答） 

◆「定期健診などによる健康管理」が 57.8％ 

健康づくりのために重要なことは、「定期健診などによる健康管理」が 57.8％で最も多

く、ついで「ストレス発散や気分転換」（46.5％）、「適度なスポーツなどによる体力づく

り」（41.3％）、「健康を保つための食事と食育の推進」（31.8％）、「食生活の改善による生

活習慣病の予防」（31.0％）が続いている。 

 
 

（２）健康づくりのためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 
 
 

57.8

31.8

31.0

41.3

23.0

46.5

11.6

4.2

5.4

22.8

0.4

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

定期健診などによる健康管理

健康を保つための食事と食育の推進

食生活の改善による生活習慣病の
予防

適度なスポーツなどによる体力づくり

過労防止のための適切な睡眠・休息

ストレス発散や気分転換

禁煙

飲酒を控える

健康講座・健康相談への参加や
情報収集

身近な人や仲間との交流・支えあい
（自主グループでの活動など）

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別にみると、男性で「適度なスポーツなどによる体力づくり」が 47.2％と女性に比

べて多くなっている。 

年齢別では、20～40 代では「ストレス発散や気分転換」が６割近くなのに対し、60 歳

以上では４割にとどまり、「身近な人や仲間との交流・支えあい（自主グループでの活動

など）」が約３割と多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

定
期
健
診
な
ど
に
よ
る
健
康
管
理 

健
康
を
保
つ
た
め
の
食
事
と
食
育
の
推
進 

食
生
活
の
改
善
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
体
力
づ
く
り

過
労
防
止
の
た
め
の
適
切
な
睡
眠
・
休
息 

ス
ト
レ
ス
発
散
や
気
分
転
換 

禁
煙 

飲
酒
を
控
え
る 

健
康
講
座
・
健
康
相
談
へ
の
参
加
や 

情
報
収
集 

身
近
な
人
や
仲
間
と
の
交
流
・
支
え
あ
い 

（
自
主
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
な
ど
） 

  全体 1675 57.8 31.8 31.0 41.3 23.0 46.5 11.6 4.2 5.4 22.8

性
別 

男 807 59.4 29.5 32.2 47.2 20.8 43.4 14.5 5.9 5.3 20.0

女 773 57.2 35.3 31.0 36.5 25.2 51.0 8.9 1.7 5.6 25.0

年
齢 

20～29 歳 66 51.5 27.3 34.8 53.0 34.8 59.1 7.6 4.5 4.5 10.6

30～39 歳 148 50.7 35.1 31.8 50.0 25.0 57.4 12.8 3.4 4.1 10.8

40～49 歳 215 55.3 29.8 34.4 47.0 24.2 58.1 11.6 2.8 1.9 10.7

50～59 歳 285 56.1 30.2 31.9 47.7 21.8 50.2 12.6 1.8 6.7 20.7

60 歳以上 891 61.4 32.9 30.3 36.1 22.1 40.5 11.6 5.5 6.2 28.5
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（８）歴史を生かした魅力ある景観づくりに重要なこと（複数回答） 
◆「城下町としての街並みの保全」と「街路樹や歩道、車道を整備し、ゆとりのあるも

のとする」が４割台 
歴史を生かした魅力ある景観づくりに重要なことは、「城下町としての街並みの保全」

（47.4％）と「街路樹や歩道、車道を整備し、ゆとりのあるものとする」（43.9％）が 40％

台で最も多く、ついで「足袋蔵など歴史的建造物を保存・活用した風格のあるまちづくり」

（33.9％）、「さきたま古墳群を核とした世界遺産を目指すまちづくり」（29.9％）、「まち

の風景の魅力度をアップさせるための計画づくり」（28.4％）、「川辺や橋を整備し、うる

おいのあるものにする」（27.1％）が 30％前後となっている。 

  
 

問 10 歴史や文化遺産を生かしたまちづくりのためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の
中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 

18.6

47.4

28.4

27.1

43.9

5.9

12.1

29.9

33.9

2.4

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

屋敷林のある田園風景等の保全

城下町としての街並みの保全

まちの風景の魅力度をアップさせる
ための計画づくり

川辺や橋を整備し、うるおいのある
ものにする

街路樹や歩道、車道を整備し、
ゆとりのあるものとする

公共建物をシンボル性のあるもの
とする

まちの風景は我が家からという
発想を持つ

さきたま古墳群を核とした世界
遺産を目指すまちづくり

足袋蔵など歴史的建造物を保存・
活用した風格のあるまちづくり

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別にみると、男性では「まちの風景の魅力度をアップさせるための計画づくり」と「川

辺や橋を整備し、うるおいのあるものにする」が約３割と女性に比べやや多くなっている。

一方、女性では「足袋蔵など歴史的建造物を保存・活用した風格のあるまちづくり」が４

割弱と男性に比べやや多くなっている。 

年齢別では、30 代以上では「街路樹や歩道、車道を整備し、ゆとりのあるものとする」

が４割前後となっているが、20 代では 33.3％にとどまり、「川辺や橋を整備し、うるおい

のあるものにする」が 39.4％と多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

屋
敷
林
の
あ
る
田
園
風
景
等
の
保
全 

城
下
町
と
し
て
の
街
並
み
の
保
全 

ま
ち
の
風
景
の
魅
力
度
を
ア
ッ
プ 

さ
せ
る
た
め
の
計
画
づ
く
り 

川
辺
や
橋
を
整
備
し
、
う
る
お
い
の 

あ
る
も
の
に
す
る 

街
路
樹
や
歩
道
、
車
道
を
整
備
し
、 

ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
と
す
る 

公
共
建
物
を
シ
ン
ボ
ル
性
の
あ
る 

も
の
と
す
る 

ま
ち
の
風
景
は
我
が
家
か
ら
と
い
う 

発
想
を
持
つ 

さ
き
た
ま
古
墳
群
を
核
と
し
た 

世
界
遺
産
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り 

足
袋
蔵
な
ど
歴
史
的
建
造
物
を
保
存
・ 

活
用
し
た
風
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

  全体 1675 18.6 47.4 28.4 27.1 43.9 5.9 12.1 29.9 33.9

性
別 

男 807 19.2 49.1 32.5 30.2 45.0 5.6 11.6 31.5 31.1

女 773 18.0 47.1 25.1 24.1 43.3 6.2 12.8 28.6 37.9

年
齢 

20～29 歳 66 18.2 53.0 27.3 39.4 33.3 10.6 1.5 33.3 28.8

30～39 歳 148 16.9 50.7 33.1 22.3 45.3 4.1 9.5 31.1 32.4

40～49 歳 215 17.7 49.3 30.2 27.4 39.1 7.4 9.3 24.7 34.0

50～59 歳 285 15.4 48.8 31.6 27.7 44.6 5.3 11.2 27.7 33.3

60 歳以上 891 20.3 45.8 27.0 27.0 45.5 5.7 14.4 31.6 35.2
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（９）商業や産業の振興に重要なこと（複数回答） 
◆「商店街の整備」「後継者の育成」が重要と考える市民が３割強 

商業や産業の振興に重要なことは、「商店街の整備」（32.7％）と「若い世代の台頭や後

継者の育成」（30.3％）が３割強と最も多く、ついで「歴史・文化遺産を生かした施設や

産業づくり」（24.8％）、「農産物の加工開発や新しい農業経営の研究」（23.2％）、「企業の

誘致」（22.2％）など、意見が分散している。 

 
 

問 11 市の商業や産業の振興のためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２つま
で選び○をつけてください。 

 
 

19.4

24.8

18.4

23.2

32.7

22.2

30.3

14.1

1.7

4.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

新しい産業資源の発掘

歴史・文化遺産を生かした施設や
産業づくり

豊かな自然を生かしたレジャー・
レクリエーション施設づくり

農産物の加工開発や新しい農業
経営の研究

商店街の整備

企業の誘致

若い世代の台頭や後継者の育成

市の計画や積極的な支援

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別では、男性は「新しい産業資源の発掘」「企業の誘致」をあげる人がやや多くなっ

ている。 

年齢別では、20 代は「商店街の整備」と「若い世代の台頭や後継者の育成」、30 代は「豊

かな自然を生かしたレジャー・レクリエーション施設づくり」と「商店街の整備」が多く

なっている。 

職業別では、会社等事務従事者は「商店街の整備」が 45.5％、公務員、教員は「歴史・

文化遺産を生かした施設や産業づくり」と「商店街の整備」が 38.5％、農林漁業、畜産

業は「農産物の加工開発や新しい農業経営の研究」が 48.6％と多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

新
し
い
産
業
資
源
の
発
掘 

歴
史
・
文
化
資
産
を
生
か
し
た 

施
設
や
産
業
づ
く
り 

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
づ
く
り 

農
産
物
の
加
工
開
発
や
新
し
い 

農
業
経
営
の
研
究 

商
店
街
の
整
備 

企
業
の
誘
致 

若
い
世
代
の
台
頭
や
後
継
者
の
育
成

市
の
計
画
や
積
極
的
な
支
援 

  全体 1675 19.4 24.8 18.4 23.2 32.7 22.2 30.3 14.1

性
別

男 807 24.3 24.3 17.6 25.0 30.6 27.0 28.3 13.6

女 773 15.5 26.0 19.8 21.9 35.6 17.2 32.7 15.1

年
齢 

20～29 歳 66 15.2 33.3 19.7 16.7 40.9 12.1 40.9 16.7

30～39 歳 148 12.8 27.7 33.1 13.5 39.9 18.9 29.1 16.9

40～49 歳 215 14.0 26.0 22.3 21.4 35.8 25.1 26.0 14.9

50～59 歳 285 23.2 26.3 15.4 26.3 29.8 24.9 27.4 15.4

60 歳以上 891 21.5 23.2 16.0 25.5 31.4 21.8 31.6 13.5

職
業 

専門職 69 21.7 30.4 24.6 20.3 21.7 23.2 30.4 11.6

管理職 88 23.9 30.7 13.6 20.5 33.0 31.8 27.3 18.2

会社等事務従事者 112 11.6 22.3 21.4 25.0 45.5 18.8 33.9 15.2

公務員、教員 52 17.3 38.5 15.4 17.3 38.5 19.2 25.0 13.5

製造業、小売業等従事者、運転手 153 20.9 28.1 22.2 19.0 33.3 30.7 27.5 11.1

農林漁業、畜産業 37 27.0 16.2 5.4 48.6 10.8 24.3 43.2 2.7

サービス業 84 26.2 20.2 17.9 17.9 36.9 22.6 28.6 15.5

自営業 95 21.1 27.4 14.7 30.5 21.1 23.2 33.7 22.1

学生 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0

主婦 260 13.8 26.5 21.2 22.3 38.8 17.7 35.4 15.0

無職 534 22.1 21.7 18.5 24.2 30.0 21.5 27.7 13.5

その他 107 19.6 24.3 13.1 27.1 40.2 17.8 28.0 19.6

居
住
年
数 

３年未満 108 17.6 26.9 24.1 22.2 38.0 18.5 25.9 17.6

３年以上７年未満 126 15.9 31.7 27.8 15.1 33.3 19.0 31.7 15.9

７年以上 15 年未満 175 15.4 25.1 22.9 20.6 38.9 27.4 25.1 16.6

15 年以上 20 年未満 98 22.4 27.6 23.5 27.6 25.5 28.6 27.6 11.2

20 年以上 1094 20.7 23.6 15.9 24.6 32.0 21.5 31.8 14.1
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（１０）公園・緑地の維持管理について 
◆「基本的に市が管理すべきである」が 41.4％、「住民が積極的に参加すべきである」

が 30.6％ 
公園・緑地の維持管理については、「公園・緑地は公共のものであり、基本的に市が管

理すべきである」が 41.4％なのに対し、「公園・緑地の清掃は住民が積極的に参加すべき

である」が 30.6％となっている。「公園・緑地の設備や立て札などは市で管理し、あとは

利用者のモラルにまかせるべきである」は 18.5％である。 

性別にみても大きな差はみられない。 

  
 

問 12 市民の憩いの場であり、また子どもたちの遊び場である公園・緑地の維持管理についてどのよう
にすべきだとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.6 18.5 41.4 1.9 7.6

公園・緑地の
清掃は住民が
積極的に参加
すべきである

公園・緑地の設
備や立て札など
は市で管理し、
あとは利用者の
モラルにまかせ
るべきである

公園・緑地は
公共のもので
あり、基本的
に市が管理す

べきである

その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 

（％） 

    ｎ 

公園・緑地の

清掃は住民

が積極的に

参加すべき

である 

公園・緑地の

設備や立て

札などは市

で管理し、あ

とは利用者

のﾓﾗﾙにま

かせるべき

である 

公園・緑地は

公共のもの

であり、基本

的に市が管

理すべきで

ある 

その他 無回答 

  全体 1675 30.6 18.5 41.4 1.9 7.6 

性
別 

男 807 33.3 17.6 41.3 1.9 5.9 

女 773 28.5 19.8 43.1 2.1 6.6 
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（１１）詳しく知りたい情報（複数回答） 
◆「保健・医療・福祉についての情報」と「相談窓口などの案内情報」が半数以上 

市から提供される情報の中で詳しく知りたい情報としては、「保健・医療・福祉につい

ての情報」（59.7％）と「困ったときに利用できる相談窓口などの案内情報」（56.5％）が

半数以上と最も多く、ついで「市政の動向」が 32.8％となっている。 

 
 

問 13 あなたは、市から提供される情報でもっと詳しく知りたいものがありますか。次の中から３つまで選
び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

32.8

56.5

19.9

11.2

6.6

9.4

59.7

10.3

8.8

13.4

12.9

1.5

8.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

全体=1675 （％）

市政の動向

困ったときに利用できる相談窓口
などの案内情報

催し物やイベントなどに関する情報

文化・学習活動やスポーツ
活動の情報

各種サークル活動の情報

ボランティア活動についての情報

保健・医療・福祉についての情報

教育に関する情報

ダイオキシンなどの環境に関する情報

行田市の歴史・文化についての情報

観光・レクリエーションなどの
レジャーについての情報

その他
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性別では、男性は「市政の動向」をあげる人が 40.6％と多くなっている。 

年齢別では、20 代は「保健・医療・福祉についての情報」が 68.2％、30 代は「教育に

関する情報」が 27.7％と他の年代に比べて多くなっている。また、20 代と 30 代では「催

し物やイベントなどに関する情報」も３割前後と他の年代に比べて多い。 

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「市政の動向」が多くなっている。また、7

年未満は「教育に関する情報」が２割前後と多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

市
政
の
動
向 

困
っ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
相
談 

窓
口
な
ど
の
案
内
情
報 

催
し
物
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に 

関
す
る
情
報 

文
化
・
学
習
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ 

活
動
の
情
報 

各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
の
情
報 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
情
報

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
の
情
報

教
育
に
関
す
る
情
報 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
環
境
に 

関
す
る
情
報 

行
田
市
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の 

情
報 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の 

レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
の
情
報 

  全体 1675 32.8 56.5 19.9 11.2 6.6 9.4 59.7 10.3 8.8 13.4 12.9

性
別 

男 807 40.6 56.0 19.8 13.9 4.7 8.8 59.0 10.7 7.7 15.9 13.9

女 773 25.9 58.3 20.3 9.2 8.7 10.0 62.4 10.7 9.8 10.6 11.9

年
齢 

20～29 歳 66 25.8 60.6 28.8 13.6 12.1 10.6 68.2 15.2 6.1 7.6 13.6

30～39 歳 148 15.5 52.0 35.1 12.2 8.1 7.4 60.1 27.7 6.8 5.4 16.9

40～49 歳 215 24.7 52.6 21.9 14.9 7.4 6.5 52.1 22.3 8.4 6.0 15.8

50～59 歳 285 34.0 60.4 16.5 16.1 9.5 11.9 54.7 7.7 9.5 10.2 15.1

60 歳以上 891 38.5 57.7 17.3 8.6 4.7 9.7 64.0 5.5 9.3 17.4 10.8

居
住
年
数 

３年未満 108 20.4 58.3 26.9 9.3 9.3 12.0 56.5 19.4 9.3 7.4 17.6

３年以上７年未満 126 24.6 56.3 26.2 12.7 8.7 4.8 65.9 21.4 4.8 14.3 14.3

７年以上 15 年未満 175 25.1 56.0 21.7 12.6 10.3 6.3 55.4 13.1 12.6 9.7 17.7

15 年以上 20 年未満 98 32.7 54.1 20.4 12.2 10.2 10.2 45.9 12.2 10.2 18.4 12.2

20 年以上 1094 36.7 57.2 18.2 11.2 5.2 10.1 62.5 7.9 8.5 13.8 11.5
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（１２）インターネットが利用できるパソコンの保有状況 
◆インターネットの利用ができるパソコンが「ある」は 54.1％ 

インターネットが利用できるパソコンが「ある」としている人は 54.1％と半数以上を

占めている。「今はないが、将来保有するつもりである」は 14.8％、「保有するつもりは

ない」は 23.3％となっている。 

性別では、大きな差は特にみられない。 

年齢別では、30～50 代は「ある」とする人が７割強と多いが、60 歳以上では 41.6％と

少なく、「保有するつもりはない」が 35.7％となっている。 

 
 

問 14（１）あなたの家庭にインターネットが利用できるパソコンはありますか。次の中から１つ選び○をつ
けてください。 

 
 
 
 
 

 

54.1 14.8 23.3 7.8

ある
今はないが、将来
保有するつもりで

ある

保有するつもりは
ない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

ある 今はないが、

将来保有する

つもりである

保有する 

つもりはない
無回答 

  全体 1675 54.1 14.8 23.3 7.8 

性
別 

男 807 54.6 17.6 21.9 5.8 

女 773 55.4 12.4 25.4 6.9 

年
齢 

20～29 歳 66 65.2 25.8 7.6 1.5 

30～39 歳 148 73.0 18.2 7.4 1.4 

40～49 歳 215 72.1 14.9 8.4 4.7 

50～59 歳 285 71.9 13.3 9.1 5.6 

60 歳以上 891 41.6 14.0 35.7 8.6 
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（１３）インターネットを利用した国・県・市への申請届出の認知 
◆インターネットを利用した申請届出の認知率は 45.7％ 

インターネットを利用して国・県・市への申請届出ができることを「知っている」人は

45.7％、「知らない」人は 44.2％と半数ずつとなっている。 

性別では、男性は「知っている」とする人が 54.2％と半数以上を占めている。 

年齢別では、20 代で「知らない」とする人が 54.5％と最も多くなっている。 

 
 

（２）インターネットに接続されたパソコンを利用して、国・県・市へ申請届出することができる手続きが 
あることを知っていますか。 

 
 
 
 

 

45.7 44.2 10.1

知っている 知らない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 知っている 知らない 無回答 

  全体 1675 45.7 44.2 10.1 

性
別 

男 807 54.2 37.3 8.6 

女 773 38.7 53.0 8.3 

年
齢 

20～29 歳 66 43.9 54.5 1.5 

30～39 歳 148 50.0 48.0 2.0 

40～49 歳 215 50.2 44.7 5.1 

50～59 歳 285 54.0 39.3 6.7 

60 歳以上 891 42.8 45.1 12.1 
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（１４）インターネットを使って利用したい市のサービスの有無 
◆利用したいサービスが「ない」が 72.4％ 

インターネットを使って利用したい市のサービスが、「ない」が 72.4％と多く、「ある」

（7.9％）を大きく上回っている。 

性別では、男性で「ある」が 10.3％と女性よりやや多くなっている。 

年齢別では、40 代、50 代で「ある」が１割強となっている。 

 
 

（３）インターネットを使って利用したいと思う市のサービスがありますか。 
 
 

 

7.9 72.4 19.6

ある ない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ ある ない 無回答 

  全体 1675 7.9 72.4 19.6 

性
別 

男 807 10.3 71.4 18.3 

女 773 5.6 77.1 17.3 

年
齢 

20～29 歳 66 7.6 87.9 4.5 

30～39 歳 148 7.4 86.5 6.1 

40～49 歳 215 11.6 80.5 7.9 

50～59 歳 285 12.6 74.7 12.6 

60 歳以上 891 5.8 68.4 25.8 
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（１５）インターネットを使って利用したい市のサービス 
◆「各種証明書の申請手続き・届出や申請書などのダウンロード」が最も多い 

インターネットを使って利用したい市のサービスがあると回答した人に具体的なサー

ビスを自由回答によりあげてもらったところ、「各種証明書の申請手続き・届出や申請書

などのダウンロード」をあげる人が約半数と多くなっている。 

 
 

（４）＜（３）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
具体的にどんなサービスを利用したいですか。自由にご記入ください。 

 
 

46.5

6.1

9.1

13.1

11.1

5.1

17.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

各種証明書（住民票、戸籍謄本、印鑑証明
など）の申請手続き・届出や申請書などの
ダウンロード

公共施設、各種講座などの案内・予約申込み

保健・福祉・医療や観光などの暮らしの情報

市民活動の紹介や各種事業・催し物などの
情報

市役所、市議会の情報

市への意見、要望、問い合わせ等の
発信・回答

全体=99
（％）

その他
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（１６）市のホームページの閲覧状況 
◆見たことがない市民が 64.0％、見たことがある市民は 20.6％ 

市のホームページ（携帯電話用サービスを含む）の閲覧状況は、「ない」が 64.0％と多

く、「ある」は 20.6％にとどまる。 

性別では、男性は「ある」が 24.3％と女性よりやや多くなっている。 

年齢別では、30 代と 40 代で「ある」が４割弱と多くなっている。 

 
 

（５）あなたは、市のホームページ（携帯電話用サービスを含む）を見たことがありますか。 
 
 

20.6 64.0 15.4

ある ない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ ある ない 無回答 

  全体 1675 20.6 64.0 15.4 

性
別 

男 807 24.3 61.2 14.5 

女 773 18.6 68.3 13.1 

年
齢 

20～29 歳 66 28.8 68.2 3.0 

30～39 歳 148 37.8 56.1 6.1 

40～49 歳 215 37.7 52.1 10.2 

50～59 歳 285 30.5 59.3 10.2 

60 歳以上 891 11.1 70.1 18.7 
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（１７）市のホームページに掲載してほしい情報 
◆「最新情報、あらゆる情報、見やすさなどの充実」をあげる人が多い 

市のホームページに掲載してほしい情報を自由回答により記入してもらったところ、

「最新情報、あらゆる情報、見やすさなどの充実」をあげる人が 30.0％と最も多く、つ

いで「市政の動向、市議会などの情報」が 21.1％となっている。 

 
 

（６）市のホームページに掲載してほしい情報があれば具体的にご記入ください。 
 
 

21.1

10.0

10.0

8.9

2.2

10.0

30.0

14.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

市政の動向、市議会などの情報

公共施設、各種講座などの案内・利用状況

保健・福祉・医療や観光などの暮らしの情報

市民活動の紹介や各種事業・催し物などの情報

行田市の歴史・文化についての情報

市への意見、要望、問い合わせ等の発信・回答

全体=90
（％）

その他

最新情報、あらゆる情報、見やすさなどの充実
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（１８）市内循環バスの利用状況 
◆市内循環バスの利用者は 23.2％ 

市内循環バスを利用したことが「ある」は 23.2％にとどまり、「ない」が 70.3％を占め

ている。 

 
 

問 15（１）市内循環バスを利用したことはありますか。 
 
 

23.2 70.3 6.4

ある ない 無回答

全体=1675

（％）
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性別にみると、女性の利用率が高くなっている。 

年齢別では、30 代と 50 代の利用率が低くなっている。 

居住地区別では、行田、星宮、太井では「ある」との回答が 30％を超えているが、下

忍と太田では 13.9％と低く、「ない」との回答が８割を超えている。 

 
（％） 

    ｎ ある ない 無回答 

  全体 1675 23.2 70.3 6.4 

性
別 

男 807 18.7 75.5 5.8 

女 773 28.1 67.4 4.5 

年
齢 

20～29 歳 66 27.3 71.2 1.5 

30～39 歳 148 17.6 81.1 1.4 

40～49 歳 215 24.2 72.6 3.3 

50～59 歳 285 16.1 77.9 6.0 

60 歳以上 891 25.8 67.3 6.8 

居
住
地
区 

忍 135 23.0 71.9 5.2 

行田 102 34.3 58.8 6.9 

佐間 126 20.6 72.2 7.1 

持田 250 28.4 68.4 3.2 

星河 138 23.9 71.7 4.3 

長野 226 15.5 79.2 5.3 

星宮 41 34.1 61.0 4.9 

下忍 36 13.9 80.6 5.6 

荒木 75 14.7 77.3 8.0 

須加 35 25.7 62.9 11.4 

北河原 21 28.6 61.9 9.5 

埼玉 97 21.6 70.1 8.2 

太田 122 13.9 82.0 4.1 

太井 122 32.8 63.1 4.1 

南河原 59 18.6 71.2 10.2 
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（１９）市内循環バスの利用目的（複数回答） 

◆「電車に乗り継ぐため」「公共施設」「通院」が３割前後 

市内循環バスの利用目的は、「電車に乗り継ぐため」（32.1％）、「公共施設」（26.2％）、

「通院」（25.2％）が３割前後で最も多くなっている。 

「電車に乗り継ぐため」と回答した人の目的は、「通勤・通学」が 13.6％、「通勤・通

学以外」が 42.4％となっている。 

 
（２）＜（１）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞ 

どのような目的で利用していますか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 

19.5

26.2

25.2

14.1

17.5

17.5

32.1

7.2

0.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

市役所

公共施設

通院

買い物

観光

娯楽・交友

電車に乗り継ぐため

その他

無回答

全体=389

（％）

13.6 42.4 44.0

通勤・通学 通勤・通学以外 無回答

全体=125

（％）
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性別にみると、男性では「電車に乗り継ぐため」が 39.7％と最も多くなっている。一

方、女性では「通院」が 28.6％と男性に比べ多くなっている。 

年齢別では、20～40 代では「電車に乗り継ぐため」が４割前後と最も多くなっている。

これに対し、60 歳以上では「通院」が 33.0％と最も多くなっている。また、20 代と 30

代では「娯楽・交友」、40 代と 60 歳以上では「公共施設」も 30％以上となっている。 

 
（％） 

    ｎ 

市役所 公共 

施設 
通院 買い物 観光 娯楽・ 

交友 

電車に 

乗り継ぐ

ため 

その他

  全体 389 19.5 26.2 25.2 14.1 17.5 17.5 32.1 7.2

性
別 

男 151 19.2 26.5 17.9 7.9 17.9 15.9 39.7 7.3

女 217 18.9 27.6 28.6 18.0 18.0 19.8 28.6 6.9

年
齢 

20～29 歳 18 16.7 11.1 0.0 11.1 0.0 33.3 44.4 11.1

30～39 歳 26 0.0 11.5 0.0 11.5 15.4 38.5 46.2 7.7

40～49 歳 52 7.7 32.7 9.6 5.8 15.4 21.2 38.5 5.8

50～59 歳 46 15.2 23.9 15.2 17.4 21.7 8.7 32.6 15.2

60 歳以上 230 24.8 30.0 33.0 15.7 18.7 15.2 28.7 4.3
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（２０）市内循環バスの今後の利用条件（複数回答） 

◆「高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善」45.3％、「運行便数の増加」35.8％ 

市内循環バスを利用したことがない人の今後の利用条件については、「高崎線や秩父線

への乗り継ぎの改善」が 45.3％と最も多く、ついで「運行便数の増加」が 35.8％となっ

ている。 

 
 

（３）＜（１）で「２．ない」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
どのようになれば利用しますか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 

 
 

35.8

22.2

12.9

45.3

11.7

22.4

9.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

運行便数の増加

運行コースの変更

運行時間の延長

高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善

一周にかかる所要時間の短縮

その他

無回答

全体=1178

（％）
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性別にみてもあまり大きな差はみられない。 

年齢別では、20～50 代で「高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善」が５割を超えている。

また、20 代では「運行便数の増加」も５割を超え多くなっている。「運行時間の延長」は

20 代で、「運行コースの変更」は 40 代で約３割と他の年代より多くなっている。 

居住地区別にみると、埼玉で「高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善」が 61.8％と目立

って多くなっている。また、下忍では「運行コースの変更」、太井と南河原では「運行便

数の増加」が５割近くと他の地区に比べ多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

運行便数

の増加

運行 

コースの

変更 

運行時間

の延長

高崎線や

秩父線へ

の乗り継

ぎの改善

一周にか

かる所要

時間の 

短縮 

その他 

  全体 1178 35.8 22.2 12.9 45.3 11.7 22.4 

性
別 

男 609 37.4 21.3 14.9 45.5 9.2 22.3 

女 521 34.0 22.5 10.9 46.8 15.4 22.8 

年
齢 

20～29 歳 47 53.2 21.3 27.7 57.4 10.6 12.8 

30～39 歳 120 42.5 21.7 14.2 52.5 10.8 21.7 

40～49 歳 156 44.9 30.1 17.3 51.9 16.0 20.5 

50～59 歳 222 39.6 25.7 18.5 53.2 13.1 20.3 

60 歳以上 600 29.8 19.2 8.7 39.7 10.7 24.5 

居
住
地
区 

忍 97 28.9 12.4 11.3 51.5 12.4 22.7 

行田 60 28.3 13.3 11.7 41.7 8.3 25.0 

佐間 91 34.1 19.8 8.8 53.8 19.8 16.5 

持田 171 41.5 22.2 14.6 42.7 9.4 20.5 

星河 99 36.4 24.2 10.1 43.4 9.1 26.3 

長野 179 36.9 21.2 12.8 50.3 13.4 16.8 

星宮 25 28.0 12.0 8.0 36.0 16.0 36.0 

下忍 29 27.6 48.3 6.9 37.9 10.3 17.2 

荒木 58 31.0 13.8 12.1 36.2 8.6 34.5 

須加 22 22.7 18.2 9.1 40.9 9.1 36.4 

北河原 13 38.5 30.8 23.1 53.8 7.7 23.1 

埼玉 68 39.7 33.8 16.2 61.8 13.2 10.3 

太田 100 34.0 25.0 18.0 44.0 13.0 28.0 

太井 77 46.8 35.1 22.1 29.9 9.1 27.3 

南河原 42 45.2 19.0 9.5 50.0 19.0 21.4 
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（２１）望ましい国際交流の促進方法（複数回答） 
◆「児童・生徒などの教育交流の促進」「技術・産業・物産面などの交流の促進」「市民

レベルでの生活・文化・スポーツの交流の促進」「国際化に対応するための人材の育成の

促進」が３割前後 
望ましい国際交流の促進方法は、「児童・生徒などの教育交流を促進する」が 33.3％と

最も多く、ついで「技術・産業・物産面などの交流を促進する」（28.8％）、「市民レベル

での生活・文化・スポーツの交流を促進する」（26.8％）、「国際化に対応するための人材

の育成を促進する」（25.4％）が続いている。 

 
 

問 16 国際化社会に対応して本市の国際交流をどのように促進すべきだとお考えですか。次の中から２
つまで選び○をつけてください。 

 
 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全体=1675 （％）

 
 
 
 

19.1

26.8

33.3

15.3

28.8

25.4

2.6

13.9

海外の都市と姉妹都市提携を
結ぶなど全市レベルで交流を図る

市民レベルでの生活・文化・
スポーツの交流を促進する

児童・生徒などの教育交流を促進する

外国人との交流を深めていく

技術・産業・物産面などの交流を
促進する

国際化に対応するための人材の
育成を促進する

その他

無回答
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性別では、男性は「市民レベルでの生活・文化・スポーツの交流を促進する」をあげる

人が女性に比べて多くなっている。 

年齢別では、30 代は「児童・生徒などの教育交流を促進する」が 46.6％と約半数を占

めている。「海外の都市と姉妹都市提携を結ぶなど全市レベルで交流を図る」は 20～40 代

で、「外国人との交流を深めていく」は 20 代で約３割となっている。 

 
（％） 

    ｎ 

海外の都

市と姉妹都

市提携を

結ぶなど全

市レベルで

交流を図る 

市民レベ

ルでの生

活・文化・

スポーツの

交流を 

促進する

児童・生徒

などの教育

交流を 

促進する

外国人との

交流を深

めていく

技術・産

業・物産面

などの交流

を促進する 

国際化に

対応するた

めの人材

の育成を

促進する 

その他

  全体 1675 19.1 26.8 33.3 15.3 28.8 25.4 2.6

性
別 

男 807 18.1 30.6 32.7 16.2 31.2 26.5 2.7

女 773 21.1 22.9 36.1 15.4 27.3 25.5 2.7

年
齢 

20～29 歳 66 31.8 22.7 34.8 27.3 33.3 24.2 1.5

30～39 歳 148 29.1 22.3 46.6 21.6 23.0 14.2 4.1

40～49 歳 215 27.0 25.1 36.7 20.0 23.7 23.3 3.3

50～59 歳 285 20.0 26.7 34.4 17.5 32.3 27.0 2.5

60 歳以上 891 14.7 28.4 31.2 12.0 30.0 28.1 2.6
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（２２）力を入れるべき教育（複数回答） 
◆「豊かな人間性や個性を育てる心の教育」が 61.7％ 

力を入れるべき教育は、「豊かな人間性や個性を育てる心の教育」が 61.7％と最も多く、

ついで「いじめや虐待を防止する道徳教育」（46.8％）、「環境や自然を大切にする環境教

育」（30.2％）となっている。 

 
 

問 17 市の教育方針として、今後どのような教育に力を入れるべきとお考えですか。次の中から２つまで
選び○をつけてください。 

 
 
 
 

 61.7

8.5

46.8

30.2

10.1

13.3

4.7

1.6

7.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

豊かな人間性や個性を育てる心の教育

文化のまちにふさわしい質の高い教育

いじめや虐待を防止する道徳教育

環境や自然を大切にする環境教育

高度な情報化社会に対応できる
情報教育

国際社会に対応できる国際教育

人権教育

その他

無回答

全体=1675
（％）
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性別では、男性で「高度な情報化社会に対応できる情報教育」が女性に比べやや多くな

っている。 

年齢別では、50 代は「環境や自然を大切にする環境教育」が４割と他の年代に比べて

多くなっている。また、「国際社会に対応できる国際教育」は年齢が若くなるほど多くな

っている。 

 
（％） 

  

  ｎ 

豊
か
な
人
間
性
や
個
性
を 

育
て
る
心
の
教
育 

文
化
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い 

質
の
高
い
教
育 

い
じ
め
や
虐
待
を
防
止
す
る 

道
徳
教
育 

環
境
や
自
然
を
大
切
に
す
る 

環
境
教
育 

高
度
な
情
報
化
社
会
に
対
応 

で
き
る
情
報
教
育 

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る 

国
際
教
育 

人
権
教
育 

  全体 1675 61.7 8.5 46.8 30.2 10.1 13.3 4.7 

性
別 

男 807 61.3 9.7 45.2 31.7 13.8 13.0 5.1 

女 773 64.4 7.5 49.2 29.6 6.2 14.4 4.3 

年
齢 

20～29 歳 66 65.2 6.1 45.5 33.3 12.1 21.2 6.1 

30～39 歳 148 61.5 9.5 44.6 29.1 11.5 18.9 6.1 

40～49 歳 215 61.9 8.4 48.8 27.4 10.2 16.3 4.2 

50～59 歳 285 59.6 7.4 44.2 39.3 11.2 12.3 4.2 

60 歳以上 891 63.7 8.9 48.1 28.3 9.2 11.7 4.6 
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（２３）防災体制として重要なこと（複数回答） 
◆「救急・救助体制の充実」「避難場所の確保・周知徹底」「災害時の情報網強化」が３

割前後 
防災体制として重要なことは、「救急・救助体制の充実」（35.0％）、「避難場所の確保・

周知徹底」（30.5％）、「災害時の情報網強化」（29.1％）が３割前後と多くなっている。最

も少ない「応急物資の確保」でも 18.9％と２割近い人があげており、多様な施策が求め

られている。 

 
 

問 18 市の防災体制として、どのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２つまで選び○をつ
けてください。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

19.8

19.1

23.6

35.0

30.5

18.9

29.1

0.8

7.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

他市町村と連携した防災活動

防災意識の高揚（普及・啓発）

地域の防災体制の強化推進

救急・救助体制の充実

避難場所の確保・周知徹底

応急物資の確保

災害時の情報網強化

その他

無回答

全体=1675
（％）
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性別では、男性は「他市町村と連携した防災活動」をあげる人がやや多くなっている。

一方、女性は「避難場所の確保・周知徹底」がやや多くなっている。 

年齢別では、20 代では「救急・救助体制の充実」、30 代では「応急物資の確保」が他の

年代に比べて多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

他
市
町
村
と
連
携
し
た
防
災
活
動 

防
災
意
識
の
高
揚
（
普
及
・
啓
発
） 

地
域
の
防
災
体
制
の
強
化
推
進 

救
急
・
救
助
体
制
の
充
実 

避
難
場
所
の
確
保
・
周
知
徹
底 

応
急
物
資
の
確
保 

災
害
時
の
情
報
網
強
化 

  全体 1675 19.8 19.1 23.6 35.0 30.5 18.9 29.1 

性
別 

男 807 23.3 21.8 26.8 35.6 27.8 17.2 27.6 

女 773 16.7 17.5 21.1 36.0 33.4 21.1 31.2 

年
齢 

20～29 歳 66 19.7 21.2 24.2 45.5 36.4 21.2 30.3 

30～39 歳 148 18.2 18.2 15.5 39.2 34.5 28.4 25.7 

40～49 歳 215 18.1 20.5 20.0 36.3 30.2 24.2 28.8 

50～59 歳 285 17.2 18.2 27.0 32.6 31.6 20.7 31.6 

60 歳以上 891 21.5 20.1 25.0 35.0 29.3 15.3 29.2 
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（２４）ものつくり大学施設の見学・利用状況 
◆半数強の市民が、「見学・利用したことがないが機会があればしたい」と思っている 

ものつくり大学施設の見学・利用状況は、「ないが、機会があれば見学または利用した

いと思う」が 54.3％と最も多い。「ある」、「ないし、見学または利用したいと思わない」

は 19.3％となっている。大学の見学・利用意向がある（「ある」、「ないが、機会があれば

見学または利用したいと思う」と回答した）割合は 73.6％と多数を占めている。 

性別では、男性で「ないが、機会があれば見学または利用したいと思う」がやや多くな

っている。 

年齢別では、40 代で「ある」が 24.7％と最も多くなっている。 

 
 

問 19（１）大学の施設を見学または利用したことがありますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 

19.3 54.3 19.3 7.0

ある
ないが、機会があ
れば見学または利

用したいと思う

ないし、見学また
は利用したいと思

わない
無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

ある ないが、機会

があれば見学

または利用し

たいと思う

ないし、見学

または利用

したいと 

思わない 

無回答 

  全体 1675 19.3 54.3 19.3 7.0 

性
別 

男 807 18.8 58.2 18.0 5.0 

女 773 20.2 51.6 21.5 6.7 

年
齢 

20～29 歳 66 10.6 53.0 34.8 1.5 

30～39 歳 148 14.9 60.1 23.6 1.4 

40～49 歳 215 24.7 55.3 17.7 2.3 

50～59 歳 285 21.1 56.5 17.5 4.9 

60 歳以上 891 19.1 53.4 18.7 8.8 
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（２５）ものつくり大学に期待すること（複数回答） 
◆「ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めていってほしい」「専門的な大学であり、

技能習得の中心施設として、まちの産業発展に生かしてほしい」「公開講座や大学の施設

の利用など、地域に開かれたものにしてほしい」が上位 
ものつくり大学に期待することとしては、「ものづくりの楽しさを、世代を超えて広め

ていってほしい」が 38.1％と最も多く、ついで「専門的な大学であり、技能習得の中心

施設として、まちの産業発展に生かしてほしい」（36.8％）、「公開講座や大学の施設の利

用など、地域に開かれたものにしてほしい」（33.3％）、「若い人が増え、にぎわいが創出

されるなど、まちの活性化にもつなげてほしい」（27.7％）、「市内の小・中・高校と合同

のイベントなどを行い、地域の活性化につなげてほしい」（27.2％）が３割前後となって

おり、多様な期待が寄せられている。 

 
 

（２）市では、ものつくり大学を核としたまちづくりに力を入れています。あなたが、今後、大学に期待する
ことは何ですか。次の中から２つまで選び○をつけてください。 

 
 

33.3

27.7

36.8

27.2

38.1

2.4

9.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

公開講座や大学の施設の利用など、
地域に開かれたものにしてほしい

若い人が増え、にぎわいが創出されるなど、
まちの活性化にもつなげてほしい

専門的な大学であり、技能習得の中心施設
として、まちの産業発展に生かしてほしい

市内の小・中・高校と合同のイベントなど
を行い、地域の活性化につなげてほしい

ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めて
いってほしい

その他

無回答

全体=1675
（％）
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性別では、男性で「公開講座や大学の施設の利用など、地域に開かれたものにしてほし

い」がやや多くなっている。 

年齢別では、50 代は「公開講座や大学の施設の利用など、地域に開かれたものにして

ほしい」が 45.6％と約半数を占めている。また、30 代では「若い人が増え、にぎわいが

創出されるなど、まちの活性化にもつなげてほしい」や「市内の小・中・高校と合同のイ

ベントなどを行い、地域の活性化につなげてほしい」が４割近くと他の年代に比べて多く

なっている。 

 
（％） 

    ｎ 

公
開
講
座
や
大
学
の
施
設
の
利
用
な
ど
、 

地
域
に
開
か
れ
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い 

若
い
人
が
増
え
、
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る 

な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い

専
門
的
な
大
学
で
あ
り
、
技
能
習
得
の 

中
心
施
設
と
し
て
、
ま
ち
の
産
業
発
展
に 

生
か
し
て
ほ
し
い 

市
内
の
小
・
中
・
高
校
と
合
同
の
イ
ベ
ン
ト 

な
ど
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に 

つ
な
げ
て
ほ
し
い 

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
、
世
代
を
超
え
て 

広
め
て
い
っ
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

  全体 1675 33.3 27.7 36.8 27.2 38.1 2.4 

性
別 

男 807 37.3 27.1 37.9 29.1 37.8 2.0 

女 773 30.9 28.8 36.6 26.0 39.5 2.8 

年
齢 

20～29 歳 66 40.9 31.8 42.4 27.3 25.8 9.1 

30～39 歳 148 33.1 37.8 31.8 37.2 29.1 4.7 

40～49 歳 215 38.1 23.3 37.2 35.8 33.5 3.7 

50～59 歳 285 45.6 21.1 37.2 26.3 39.6 0.7 

60 歳以上 891 28.7 29.4 37.6 24.1 41.4 1.9 
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（２６）市民の通勤・通学、買物等の主な行き先 
◆「日常的な買物」と「病院等の利用」は「市内」が約６～７割 

「市内」との回答が最も多いのは、「日常的な買物」（68.1％）、ついで「病院等の利用」

（57.9％）となっている。「週末の買物」については、「市内」（36.9％）と「近隣市町」

（35.2％）がほぼ同数となっている。 

一方、「自然に親しむ近距離の行楽」「歴史・文化に親しむ近距離の行楽」「音楽会、観

劇、美術鑑賞等」については「県外」が約２～３割となっている。 
  
 

問 20 あなたの通勤・通学先や、買物、行楽などの主たる行き先はどこですか。次の項目ごとに該当す
る番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 
 

21.1

68.1

36.9

57.9

29.3

27.2

9.0

11.9

12.0

14.4

17.4

35.2

21.9

10.7

5.9

11.8

9.7

6.8

8.5

6.5

5.7

5.7

3.5

7.6

19.7

17.0

5.7

0.5

5.7

23.2

31.0

26.8

28.1

1.6

5.0

31.4

43.7

31.3

13.1

22.3

22.2

9.6

13.9

11.6

17.1

17.6

17.1

14.6

15.2

2.8

2.0

2.6

2.3

0.8

市内 近隣
市町

県内 県外
そのような
行動はして

いない
無回答全体=1675

① 通勤先・通学先

② 日常的な買物

③ 週末の買物

④ 病院等の利用

⑤ スポーツ・レクリエーション

⑥ 生涯学習、サークル、
　　文化活動

⑦ 音楽会、観劇、美術鑑賞等

⑧ 自然に親しむ近距離の行楽

⑨ 歴史・文化に親しむ近距離の
　　行楽

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 80 



 
４．男女平等意識について 

（１）男女の地位の平等感について 
◆「社会通念や慣習のなかで」「職場のなかで」は『男性の方が優遇されている』が４～５割 

男女の地位の平等感について、「社会通念や慣習のなかで」については『男性の方が優

遇されている』（「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば、男性の方が優

遇されている」と回答した割合）が 49.4％と約半数を占めている。「職場のなかで」につ

いても『男性の方が優遇されている』とする人が 41.9％となっている。 

一方、『女性の方が優遇されている』（「女性の方が非常に優遇されている」、「どちらか

といえば、女性の方が優遇されている」と回答した割合）はどの項目も１割に満たないが、

「学校教育のなかで」は「平等」との回答が 55.1％となっている。 

また、「家庭生活のなかで」「全体として」では『男性の方が優遇されている』と「平等」

との回答がそれぞれ 30％台と意見が分かれている。 
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問 21（１）男女の地位は平等になっていると思いますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選

び○をつけてください。 
 

6.3

8.3

6.8

4.0

3.5

3.6

30.3

6.4

33.6

42.6

23.4

25.6

33.1

38.9

55.1

24.7

22.9

41.7

39.3

37.0

5.7

3.1

3.4

3.9

4.4

6.9

3.9

7.4

18.9

14.3

8.1

10.6

10.7

9.4

10.3

15.3

14.9

14.8

14.8

13.3

12.1

0.7

1.3

0.5

0.9

0.8

1.1

0.9

0.7

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらかと
いえば、
男性の方

が優遇され
ている

平等

どちらかと
いえば、
女性の方

が優遇され
ている

女性の方
が非常に
優遇され
ている

分から
ない

無回答全体=1675

① 家庭生活のなかで

② 学校教育のなかで

③ 職場のなかで

④ 社会通念や慣習のなかで

⑤ 法律や制度のなかで

⑥ 地域活動の場で

⑦ 全体として

（％）
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「全体として」について性別にみると、男性では「平等」との回答が 45.8％と半数に

近いが、女性では 29.0％にとどまり『男性の方が優遇されている』が 44.2％と半数近く

となっている。 

年齢別にみると、30 代と 40 代では『男性の方が優遇されている』が５割前後と多くな

っているが、60 歳以上では 30.8％と少ない。 

 
全体として                                                     （％） 

    ｎ 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

分
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 1675 3.6 33.1 37.0 3.9 0.9 9.4 12.1 

性
別 

男 807 2.1 30.0 45.8 4.7 1.2 5.8 10.3 

女 773 5.4 38.8 29.0 2.5 0.5 13.3 10.5 

年
齢 

20～29 歳 66 4.5 37.9 36.4 3.0 1.5 15.2 1.5 

30～39 歳 148 4.7 46.6 33.8 4.7 0.7 8.1 1.4 

40～49 歳 215 6.0 43.3 35.8 4.2 0.5 7.4 2.8 

50～59 歳 285 5.3 36.5 42.1 3.5 0.7 6.0 6.0 

60 歳以上 891 2.6 28.2 37.3 3.5 1.0 11.0 16.5 
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（２）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方について 
◆「同感する」18.7％、「同感しない」29.1％、「どちらともいえない」42.0％ 

「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担について、「同感する」18.7％、「同感し

ない」29.1％、「どちらともいえない」42.0％となっている。 

性別にみると、男性で「同感する」が 24.8％なのに対し、女性では 12.8％にとどまり、

「同感しない」が 33.5％となっている。 

年齢別では、60 歳以上で「同感する」が 23.1％と最も多くなっている。一方、20 代と

30 代では「同感しない」が５割前後となっている。 

 
 

（２）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方がありますが、あなたはこの考え方に同感し
ますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 

 

18.7 29.1 42.0 3.6 6.6

同感する 同感しない
どちらとも
いえない

分からない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 
同感する 同感しない どちらとも

いえない 
分からない 無回答 

  全体 1675 18.7 29.1 42.0 3.6 6.6 

性
別 

男 807 24.8 26.5 41.6 2.6 4.5 

女 773 12.8 33.5 43.3 4.7 5.7 

年
齢 

20～29 歳 66 15.2 45.5 36.4 3.0 0.0 

30～39 歳 148 10.8 53.4 31.8 2.7 1.4 

40～49 歳 215 13.0 38.1 43.3 2.8 2.8 

50～59 歳 285 15.1 34.7 45.6 2.8 1.8 

60 歳以上 891 23.1 21.1 42.9 4.2 8.8 
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（３）家庭での作業分担 
◆「自治会などの地域活動」は「主に自分」が 37.9％ 

家庭での作業分担については、「自治会などの地域活動」は「主に自分」との回答が37.9％

と多くなっている。 

一方、「炊事・洗濯・掃除等の家事」については、「主に自分」と「主に配偶者」との回

答が約４割弱ずつ、「子どもの学校行事への参加」についても「主に自分」と「主に配偶

者」が約２割ずつとなっている。 

また、「育児や子どものしつけ」と「親や家族の介護」については「主に自分」「自分と

配偶者が同じぐらい」「主に配偶者」との回答がほぼ同数ずつとなっている。 

 
 

（３）あなたの家庭では次のことがらを主にどなたが行っていますか。項目ごとに該当する番号をそれぞ
れ１つ選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 

39.9

16.5

14.4

37.9

17.3

8.2

17.5

11.3

15.6

6.7

35.5

19.9

14.0

18.1

22.4

2.0

2.4

5.3

1.9

27.8

41.0

10.3

34.6

7.5

16.3

15.9

12.1

17.0

4.7

0.4

0.2

0.7

0.8

0.1

3.8

主に
自分

自分と
配偶者
が同じ
くらい

主に
配偶者

主に
配偶者
以外の
家族

家族以
外の人
に依頼

あては
まらな

い

無回答

① 炊事・洗濯・掃除等の家事

② 育児や子どものしつけ

③ 親や家族の介護

④ 自治会などの地域活動

⑤ 子どもの学校行事への参加

（％）

全体=1675
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性別でみると、女性では「主に自分」、男性では「主に配偶者」との回答が多く、どの

項目においても女性が担っている割合が高い。「自分と配偶者が同じくらい」との回答は、

男性と女性でやや差がみられる。 

 
① 炊事・洗濯・掃除等の家事 

    ｎ 

主に自分 自分と 

配偶者が

同じくらい

主に配偶者 主に配偶者

以外の家族

家族以外の

人に依頼 

あてはまら

ない 

無回答 

  全体 1675 39.9 8.2 35.5 4.7 0.4 3.8 7.5

性
別 

男 807 10.0 12.0 67.5 3.2 0.0 2.4 4.8

女 773 73.2 3.9 3.5 6.9 0.6 5.3 6.6

② 育児や子どものしつけ 

    ｎ 

主に自分 自分と 

配偶者が

同じくらい

主に配偶者 主に配偶者

以外の家族

家族以外の

人に依頼 

あてはまら

ない 

無回答 

  全体 1675 16.5 17.5 19.9 2.0 0.1 27.8 16.3

性
別 

男 807 1.7 22.4 37.1 1.1 0.0 25.3 12.4

女 773 32.9 12.3 2.6 2.8 0.0 32.5 16.9

③ 親や家族の介護 

    ｎ 

主に自分 自分と 

配偶者が

同じくらい

主に配偶者 主に配偶者

以外の家族

家族以外の

人に依頼 

あてはまら

ない 

無回答 

  全体 1675 14.4 11.3 14.0 2.4 0.8 41.0 15.9

性
別 

男 807 3.8 15.5 25.2 1.6 0.9 41.6 11.4

女 773 26.3 7.0 2.2 3.5 0.8 43.3 16.9

④ 自治会などの地域活動 

    ｎ 

主に自分 自分と 

配偶者が

同じくらい

主に配偶者 主に配偶者

以外の家族

家族以外の

人に依頼 

あてはまら

ない 

無回答 

  全体 1675 37.9 15.6 18.1 5.3 0.7 10.3 12.1

性
別 

男 807 30.0 21.7 29.0 2.7 0.4 7.3 8.9

女 773 46.3 10.3 7.8 8.3 1.0 14.0 12.3

⑤ 子どもの学校行事への参加 

    ｎ 

主に自分 自分と 

配偶者が

同じくらい

主に配偶者 主に配偶者

以外の家族

家族以外の

人に依頼 

あてはまら

ない 

無回答 

  全体 1675 17.3 6.7 22.4 1.9 0.2 34.6 17.0

性
別 

男 807 2.0 8.9 40.9 1.4 0.1 33.7 13.0

女 773 34.2 4.4 3.6 2.5 0.1 37.8 17.5
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（４）就業状況 
◆「現在職業についている」47.6％、「以前は働いていたが、現在は職業についていな

い」38.0％、「今まで働いたことはない」5.2％ 
現在の就業状況については、「現在職業についている」47.6％、「以前は働いていたが、

現在は職業についていない」38.0％、「今まで働いたことはない」5.2％となっている。 

性別では、男性の就業率が高くなっている。 

 
 

（４）あなたは、現在収入のある職業（パート・アルバイトを含む）についていますか。次の中から１つ選び
○をつけてください。 

 
 

47.6 38.0 5.2 9.2

現在職業に
ついている

以前は働いていた
が、現在は職業に

ついていない

今まで働いたこと
はない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

現在職業に

ついている

以前は働い

ていたが、現

在は職業に

ついていない

今まで働いた

ことはない
無回答 

  全体 1675 47.6 38.0 5.2 9.2 

性
別 

男 807 56.5 35.2 1.7 6.6 

女 773 41.4 41.7 8.5 8.4 
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（５）職場での男女間の差（複数回答） 
◆「賃金、昇給などに男女差がある」「職務内容における男女差がある（女性は補助的な

仕事が多いなど）」「男性に比べて女性の採用が少ない」が３割前後 
職場での男女間の差については、「賃金、昇給などに男女差がある」（32.2％）、「職務内

容における男女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど）」（29.6％）、「男性に比べて女

性の採用が少ない」（27.5％）が３割前後で最も多く、ついで「女性は結婚や出産で退職

するという習慣がある」が 22.4％で続いている。「特にない」との回答も 27.4％となって

いる。 

 
 

（５）＜（４）で「１．現在職業についている」「２．以前は働いていたが、現在は職業についていない」とお答
えになった方にお尋ねします＞ 

 あなたの職場では、仕事の内容や接遇面で、女性に対して次のようなことがありますか。または、過
去にありましたか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体=1434
（％）

27.5

29.6

32.2

13.5

13.0

22.4

11.7

8.3

27.4

4.2

7.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

男性に比べて女性の採用が少ない

職務内容における男女差がある
（女性は補助的な仕事が多いなど）

賃金、昇給などに男女差がある

女性は管理職などにはつけない

女性は同じポストの男性より教育・
研修の機会が少ない

女性は結婚や出産で退職するという
習慣がある

女性は宴会などで接待役をさせられる

特定の年齢以上の女性に退職を
勧奨するような雰囲気がある

特にない

その他

無回答
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性別では、男性では「男性に比べて女性の採用が少ない」が 37.4％と女性に比べ多く

なっている。一方、女性では「女性は宴会などで接待役をさせられる」が男性よりやや多

くなっている。 

年齢別では、20 代で「女性は結婚や出産で退職するという習慣がある」が、40 代で「職

務内容における男女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど）」がやや多くなっている。 

職業別では、管理職、公務員、教員、製造業、小売業等従事者、運転手で「男性に比べ

て女性の採用が少ない」が４割前後、会社等事務従事者と製造業、小売業等従事者、運転

手で「職務内容における男女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど）」が４割弱とな

っている。 
 

（％） 

    ｎ 

男
性
に
比
べ
て
女
性
の
採
用
が
少
な
い

職
務
内
容
に
お
け
る
男
女
差
が
あ
る 

（
女
性
は
補
助
的
な
仕
事
が
多
い
な
ど
）

賃
金
、
昇
給
な
ど
に
男
女
差
が
あ
る 

女
性
は
管
理
職
な
ど
に
は
つ
け
な
い 

女
性
は
同
じ
ポ
ス
ト
の
男
性
よ
り 

教
育
・
研
修
の
機
会
が
少
な
い 

女
性
は
結
婚
や
出
産
で
退
職
す
る
と 

い
う
習
慣
が
あ
る 

女
性
は
宴
会
な
ど
で
接
待
役
を 

さ
せ
ら
れ
る 

特
定
の
年
齢
以
上
の
女
性
に
退
職
を 

勧
奨
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る 

特
に
な
い 

  全体 1434 27.5 29.6 32.2 13.5 13.0 22.4 11.7 8.3 27.4

性
別 

男 740 37.4 31.8 29.3 12.2 14.3 21.6 8.5 6.4 25.0

女 642 15.1 26.9 34.7 14.6 10.7 23.2 15.4 9.8 31.8

年
齢 

20～29 歳 60 25.0 18.3 13.3 5.0 5.0 30.0 15.0 1.7 28.3

30～39 歳 145 31.0 26.2 26.9 13.8 7.6 24.8 18.6 4.1 31.7

40～49 歳 211 30.3 37.0 32.2 17.1 8.5 27.5 18.0 7.6 28.4

50～59 歳 264 27.3 25.8 33.0 15.9 14.0 24.6 7.2 7.6 28.8

60 歳以上 713 25.7 30.3 34.1 11.9 15.6 18.7 9.8 9.8 26.8

職
業 

専門職 67 20.9 16.4 9.0 4.5 3.0 26.9 10.4 7.5 38.8

管理職 83 39.8 30.1 28.9 13.3 15.7 21.7 7.2 4.8 27.7

会社等事務従事者 108 30.6 38.0 39.8 19.4 12.0 24.1 15.7 4.6 20.4

公務員、教員 51 37.3 19.6 7.8 3.9 2.0 13.7 7.8 3.9 45.1

製造業、小売業等従事者、運転手 144 45.1 36.1 33.3 16.7 14.6 24.3 9.0 7.6 18.1

農林漁業、畜産業 31 19.4 12.9 9.7 6.5 6.5 3.2 3.2 0.0 19.4

サービス業 81 19.8 23.5 25.9 12.3 17.3 19.8 13.6 12.3 40.7

自営業 88 22.7 14.8 25.0 10.2 8.0 17.0 8.0 5.7 33.0

学生 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

主婦 223 13.0 25.1 37.7 15.7 7.2 26.0 16.6 9.4 33.2

無職 417 27.6 35.7 38.8 12.9 18.2 23.7 11.8 10.3 22.5

その他 93 28.0 32.3 30.1 17.2 15.1 18.3 10.8 9.7 34.4
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（６）社会活動への参加状況（複数回答） 
◆「自治会（老人会・女性部を含む）、町内会などの参加」45.1％、「何もしていない」

31.5％ 
この１年間の社会活動への参加状況は、「自治会（老人会・女性部を含む）、町内会など

の参加」が 45.1％と最も多く、ついで「趣味・教養・スポーツ等のサークル活動」が 21.9％

となっている。一方、「何もしていない」も 31.5％と約３人に１人の割合となっている。 

 
 

問 22（１）あなたは、この１年間に社会活動に参加したことがありますか。次の中から該当するものすべ
てを選び○をつけてください。 

 
 

45.1

9.3

11.4

21.9

7.8

7.1

9.4

31.5

0.8

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自治会（老人会・女性部を含む）、
町内会などの参加

福祉・ボランティア活動

ＰＴＡや子ども会などの活動

趣味・教養・スポーツ等のサークル
活動

環境保全活動

グループで行う勉強会や研修会

市で行う講座等への参加

何もしていない

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別にみると、男性では「環境保全活動」、女性では「ＰＴＡや子ども会などの活動」

がやや多くなっている。 

年齢別にみると、40 代以上で「自治会（老人会・女性部を含む）、町内会などの参加」

が半数近くとなっている。また、「ＰＴＡや子ども会などの活動」は 30 代で 31.1％、40

代で 45.6％と多くなっている。一方、20 代では「何もしていない」が 63.6％を占めてい

る。 

 
（％） 

    ｎ 

自
治
会
（
老
人
会
・
女
性
部
を 

含
む
）
、
町
内
会
な
ど
の
参
加 

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
な
ど
の
活
動

趣
味
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の 

サ
ー
ク
ル
活
動 

環
境
保
全
活
動 

グ
ル
ー
プ
で
行
う
勉
強
会
や 

研
修
会 

市
で
行
う
講
座
等
へ
の
参
加 

何
も
し
て
い
な
い 

  全体 1675 45.1 9.3 11.4 21.9 7.8 7.1 9.4 31.5

性
別 

男 807 47.1 10.8 8.8 23.9 11.0 7.4 8.2 32.0

女 773 44.2 8.0 15.1 21.3 4.4 7.2 11.3 32.1

年
齢 

20～29 歳 66 19.7 3.0 3.0 7.6 1.5 3.0 4.5 63.6

30～39 歳 148 35.1 3.4 31.1 17.6 2.0 2.7 4.1 39.9

40～49 歳 215 47.9 6.0 45.6 23.3 7.0 7.0 7.4 21.4

50～59 歳 285 47.4 9.1 8.4 20.7 12.3 6.3 7.4 35.4

60 歳以上 891 48.1 11.9 2.2 24.4 8.1 8.6 12.1 29.2
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（７）女性が政策立案や方針決定をする場に進出するために必要なこと（複数回答） 
◆「女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を高める」「家事や子育てな

ど家庭内での責任を男女がバランスよく分かち合う」「行政の審議委員などに女性委員を

増やす」が３割前後 
女性が政策立案や方針決定をする場に進出するために必要なことは、「女性自身が政

策・方針決定の場に参画することへの関心を高める」（33.2％）、「家事や子育てなど家庭

内での責任を男女がバランスよく分かち合う」（30.5％）、「行政の審議委員などに女性委

員を増やす」（27.5％）が３割前後で最も多く、ついで「女性が学習・研修・能力開発を

する機会を充実させる」（23.2％）、「行政・企業の管理職に女性を増やす」（21.2％）、「自

治会など地域団体の長や役員に女性を増やす」（20.8％）が２割強で続き、意見は多岐に

わたっている。 

 
 

（２）あなたは、女性が政策立案や方針決定をする場に進出するためには何が必要だとお考えですか。
次の中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 

27.5

21.2

20.8

30.5

23.2

12.3

13.9

33.2

13.8

1.6

10.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

行政の審議委員などに女性委員を
増やす

行政・企業の管理職に女性を増やす

自治会など地域団体の長や役員に
女性を増やす

家事や子育てなど家庭内での責任を
男女がバランスよく分かち合う

女性が学習・研修・能力開発をする
機会を充実させる

女性の活動を支援する団体に情報
提供したり、活動を支援する

男性が男女共同参画について学ぶ
機会を充実させる

女性自身が政策・方針決定の場に
参画することへの関心を高める

分からない

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別にみると、男性は「行政・企業の管理職に女性を増やす」や「自治会など地域団体

の長や役員に女性を増やす」がやや多くなっているが、女性は「女性の活動を支援する団

体に情報提供したり、活動を支援する」がやや多くなっている。 

年齢別にみると、年齢が若いほど「家事や子育てなど家庭内での責任を男女がバランス

よく分かち合う」が多くなっており、20 代では 51.5％となっている。また、30 代では「行

政・企業の管理職に女性を増やす」、50 代では「女性自身が政策・方針決定の場に参画す

ることへの関心を高める」が多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

行
政
の
審
議
委
員
な
ど
に
女
性
委
員
を 

増
や
す 

行
政
・
企
業
の
管
理
職
に
女
性
を
増
や
す 

自
治
会
な
ど
地
域
団
体
の
長
や
役
員
に 

女
性
を
増
や
す 

家
事
や
子
育
て
な
ど
家
庭
内
で
の
責
任
を

男
女
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
か
ち
合
う 

女
性
が
学
習
・
研
修
・能
力
開
発
を
す
る 

機
会
を
充
実
さ
せ
る 

女
性
の
活
動
を
支
援
す
る
団
体
に
情
報 

提
供
し
た
り
、
活
動
を
支
援
す
る 

男
性
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ 

機
会
を
充
実
さ
せ
る 

女
性
自
身
が
政
策
・
方
針
決
定
の
場
に 

参
画
す
る
こ
と
へ
の
関
心
を
高
め
る 

分
か
ら
な
い 

  全体 1675 27.5 21.2 20.8 30.5 23.2 12.3 13.9 33.2 13.8

性
別 

男 807 31.1 25.3 25.8 29.1 24.8 9.8 14.4 35.9 11.5

女 773 25.0 18.0 16.3 32.5 22.3 15.5 13.7 31.6 17.1

年
齢 

20～29 歳 66 27.3 21.2 12.1 51.5 27.3 16.7 15.2 21.2 13.6

30～39 歳 148 29.1 32.4 8.8 41.9 23.6 16.2 8.8 31.1 17.6

40～49 歳 215 31.2 22.3 18.6 39.5 20.0 10.7 14.0 34.0 12.6

50～59 歳 285 29.5 27.0 26.7 28.1 24.9 16.1 17.5 41.8 9.5

60 歳以上 891 26.5 17.8 22.7 26.2 23.6 10.8 13.7 32.3 14.9
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（８）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）の有無について 
◆「大声でどなられた」が『あった』は 23.5％と約４人に１人の割合 

配偶者やパートナーからのＤＶ（ドメスティックバイオレンス）については、『あった』

（「何度もあった」、「１、２度あった」と回答した割合）が最も多いのは、「大声でどなら

れた」で 23.5％と約４人に１人の割合となっている。「何を言っても長時間無視された」

「物を投げつけられた」「殴られたり、蹴られたりした」についても『あった』とする人

が１割強みられる。 

 
 

問 23（１）あなたは、これまでに、あなたの配偶者やパートナーから次のような行為をされたことがありま
すか。項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 
 

2.6

2.5

6.9

2.9

2.6

8.1

8.7

4.0

3.9

16.6

6.4

9.7

75.8

83.2

74.1

78.9

83.6

79.0

62.1

75.6

72.9

13.6

15.1

14.6

15.5

15.6

15.1

14.4

15.2

14.9

1.6

0.2

1.9

0.4

0.6

1.3

何度もあった １、２度あった まったく無い 無回答全体=1675

① 殴られたり、蹴られたりした

② 刃物などを突きつけられ
　　脅された

③ 物を投げつけられた

④ 嫌がるのに性的な行為を
　　求められた

⑤ ポルノビデオや雑誌を
　　無理やり見せられた

⑥ 交友関係や電話、郵便物
　　などを細かく監視された

⑦ 大声でどなられた

⑧ 「誰のおかげで生活できるの
　　か」などと言われた

⑨ 何を言っても長時間無視
　　された

（％）
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性別にみると、女性の３割が「大声でどなられた」と回答している。 

年齢別にみると、30 代で「物を投げつけられた」が 21.6％、30 代と 40 代で「大声で

どなられた」が 30％台と他の年代に比べて多くなっている。 

 
『あった』の割合                                                         （％） 

    ｎ 

殴
ら
れ
た
り
、
蹴
ら
れ
た
り
し
た 

刃
物
な
ど
を
突
き
つ
け
ら
れ 

脅
さ
れ
た 

物
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た 

嫌
が
る
の
に
性
的
な
行
為
を 

求
め
ら
れ
た 

ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
無
理
や
り 

見
せ
ら
れ
た 

交
友
関
係
や
電
話
、
郵
便
物
な
ど
を 

細
か
く
監
視
さ
れ
た 

大
声
で
ど
な
ら
れ
た 

「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
る
の
か
」 

な
ど
と
言
わ
れ
た 

何
を
言
っ
て
も
長
時
間
無
視
さ
れ
た 

  全体 1675 10.7 1.7 11.2 5.6 0.8 5.8 23.5 9.3 12.3

性
別 

男 807 5.5 1.2 8.5 1.6 0.2 4.6 18.8 4.4 13.3

女 773 16.4 2.2 14.5 9.8 1.4 7.1 29.4 14.2 12.1

年
齢 

20～29 歳 66 13.6 3.0 10.6 12.2 1.5 10.6 21.2 10.6 10.6

30～39 歳 148 15.6 3.4 21.6 10.1 0.7 7.4 31.8 12.2 11.5

40～49 歳 215 13.0 2.3 15.3 7.9 0.5 9.8 35.9 13.0 17.7

50～59 歳 285 11.9 2.1 12.0 6.0 2.5 8.1 27.8 9.5 17.9

60 歳以上 891 8.8 1.0 8.4 3.8 0.3 3.4 18.7 7.8 9.8
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（９）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）についての相談の有無 
◆「相談した」は 19.3％ 

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について、「相談しようとは思わなかった」が58.1％

と半数以上を占め、「相談した」は 19.3％となっている。 

性別では、女性は 27.1％が「相談した」としている。 

年齢別では、年齢が若いほど「相談した」との回答が多くなっている。 

 
 

（２）＜（１）で１つでも「何度もあった」「１、２度あった」とお答えになった方にお尋ねします＞ 
あなたはこれまでにその相手から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。
次の中から１つ選び○をつけてください。 

 
 

19.3 6.3 58.1 16.3

相談した
相談したかったが、

出来なかった
相談しようとは
思わなかった

無回答

全体=523

（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

相談した 相談したかっ

たが、出来な

かった 

相談しようと

は思わな

かった 

無回答 

  全体 523 19.3 6.3 58.1 16.3 

性
別 

男 209 7.7 7.2 69.9 15.3 

女 295 27.1 5.4 50.2 17.3 

年
齢 

20～29 歳 20 35.0 0.0 65.0 0.0 

30～39 歳 60 26.7 10.0 53.3 10.0 

40～49 歳 89 25.8 9.0 56.2 9.0 

50～59 歳 103 21.4 5.8 57.3 15.5 

60 歳以上 235 12.3 5.5 60.0 22.1 
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（１０）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）についての相談相手（複数回答） 
◆「家族・親戚」71.3％、「友人・知人」56.4％ 

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）についての相談相手は、「家族・親戚」が 71.3％

と多数を占め、ついで「友人・知人」が 56.4％となっている。 

性別にみると、男性では「医師・カウンセラー」、女性では「警察」もやや多くなって

いる。 

 
（３）＜（２）で「１．相談した」とお答えになった方にお尋ねします＞ 

あなたが相談した人や場所を教えてください。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてくだ
さい。 

 
 

71.3

56.4

9.9

4.0

5.0

10.9

3.0

0.0

6.9

0.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族・親戚

友人・知人

警察

行田市の相談窓口・電話相談など

行田市以外の公的機関

医師・カウンセラー

民生委員

人権擁護委員

弁護士

その他

無回答

全体=101
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ｎ 

家
族
・
親
戚 

友
人
・
知
人 

警
察 

行
田
市
の
相
談
窓
口
・

電
話
相
談
な
ど 

行
田
市
以
外
の
公
的

機
関 

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

民
生
委
員 

人
権
擁
護
委
員 

弁
護
士 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 101 71.3 56.4 9.9 4.0 5.0 10.9 3.0 0.0 6.9 0.0 1.0

性
別 

男 16 87.5 43.8 6.3 0.0 0.0 18.8 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0

女 80 71.3 60.0 11.3 5.0 5.0 8.8 1.3 0.0 7.5 0.0 1.3
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（１１）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について相談できなかった理由（複数回答） 
◆「相談するほどのことではないと思ったから」が 62.0％ 

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について相談できなかった理由については、「相

談するほどのことではないと思ったから」が 62.0％と群を抜いて多く、ついで「自分に

悪いところがあると思ったから」（26.4％）、「相談しても無駄だと思ったから」（22.8％）、

「自分さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから」（16.6％）となっている。 

 
（４）＜（２）で「２．相談したかったが、出来なかった」「３．相談しようと思わなかった」とお答えになった方

にお尋ねします＞ 
あなたが誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。次の中から該当するものすべてを選び○
をつけてください。 

 
 

5.3

8.3

22.8

1.8

16.6

6.5

9.2

26.4

62.0

1.5

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

誰に相談したらよいかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、もっとひどい
暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば何とかやって
いけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくないから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思った
から

その他

無回答

全体=337 （％）
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性別にみると、男性では「自分に悪いところがあると思ったから」、女性では「相談し

ても無駄だと思ったから」との回答が３割前後と多くなっている。また、女性では「自分

さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから」との回答も２割強みられる。 

 

    ｎ 

誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な 

か
っ
た 

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た

か
ら 

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
も
っ
と 

ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
何
と
か
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

世
間
体
が
悪
い
か
ら 

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
い
か
ら 

自
分
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た 

か
ら 

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と 

思
っ
た
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 337 5.3 8.3 22.8 1.8 16.6 6.5 9.2 26.4 62.0 1.5 5.0

性
別 

男 161 4.3 8.1 18.0 1.9 11.2 7.5 5.6 32.9 68.3 0.0 6.2

女 164 6.7 7.3 28.7 1.2 21.3 4.9 12.8 19.5 57.3 3.0 2.4
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（１２）「ワーク・ライフ・バランス」の認知状況 
◆認知率は 25.5％ 

「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を「知らない」が 60.5％を占め、「言葉も意

味も知っている」は 6.8％にとどまり、「言葉だけは知っている（聞いたことがある）」

（18.7％）を合わせると 25.5％の認知率となっている。 

性別では、男性の認知率がやや高くなっている。 

年齢別では、30 代の認知率が低くなっている。 

 
 

問24 平成１９年１２月に政府、地方公共団体、経済界、労働界の合意により「ワーク・ライフ・バランス憲
章」が制定されましたが、あなたは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉をご存知ですか。次の中
から１つ選び○をつけてください。 

 
 

6.8 18.7 60.5 14.0

言葉も意味も
知っている

言葉だけは知って
いる（聞いたことが

ある）
知らない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

言葉も意味も

知っている

言葉だけは

知っている

（聞いたこと

がある） 

知らない 無回答 

  全体 1675 6.8 18.7 60.5 14.0 

性
別 

男 807 8.7 19.7 57.1 14.5 

女 773 5.4 17.2 67.5 9.8 

年
齢 

20～29 歳 66 1.5 19.7 75.8 3.0 

30～39 歳 148 4.1 12.2 83.1 0.7 

40～49 歳 215 11.2 16.3 64.7 7.9 

50～59 歳 285 11.9 15.4 61.1 11.6 

60 歳以上 891 5.3 21.1 56.6 17.1 
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（１３）男女共同参画社会の実現のために重要なこと（複数回答） 
◆「誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備」「男女の職業生活と家庭・地域生活の両

立の支援」が 40％台 
男女共同参画社会の実現のために重要なことは、「誰もが安心して暮らせる環境や条件

の整備」（49.4％）と「男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援」（42.4％）が 40％

台と最も多く、ついで「学校教育における男女平等教育の推進」（33.9％）、「保育環境を

充実させる」（25.4％）が続いている。 

 
 

問 25 男女共同参画社会の実現のためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○を
つけてください。 

 
 

33.9

42.4

49.4

25.4

18.8

10.1

9.7

16.2

2.3

16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

学校教育における男女平等教育の
推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の
両立の支援

誰もが安心して暮らせる環境や
条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に
積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶

地域活動やボランティア活動への
支援を行う

セミナーなどで男女平等について
学ぶ機会を増やす

その他

無回答

全体=1675 （％）
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性別にみても大きな差はみられない。 

年齢別にみると、20 代で「男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援」が 68.2％、

「誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備」が 59.1％、「保育環境を充実させる」が

42.4％と多くなっている。また、30～50 代でも「男女の職業生活と家庭・地域生活の両

立の支援」が 50％台となっている。 

 
（％） 

    ｎ 

学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等 

教
育
の
推
進 

男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
・
地
域 

生
活
の
両
立
の
支
援 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

環
境
や
条
件
の
整
備 

保
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る 

女
性
を
政
策
立
案
・
方
針
決
定
の 

場
に
積
極
的
に
登
用
す
る 

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の 

根
絶 

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

へ
の
支
援
を
行
う 

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
男
女
平
等
に 

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
増
や
す 

  全体 1675 33.9 42.4 49.4 25.4 18.8 10.1 9.7 16.2 

性
別 

男 807 35.6 42.6 49.7 27.5 20.7 9.7 9.9 16.0 

女 773 33.4 45.0 50.6 24.7 18.4 10.9 9.6 16.4 

年
齢 

20～29 歳 66 22.7 68.2 59.1 42.4 13.6 16.7 4.5 13.6 

30～39 歳 148 33.8 57.4 47.3 37.2 18.9 14.9 7.4 6.1 

40～49 歳 215 35.3 57.7 44.7 27.0 17.2 11.2 5.6 13.0 

50～59 歳 285 31.9 52.3 54.4 29.1 18.2 10.9 9.5 15.1 

60 歳以上 891 35.4 33.1 49.8 21.4 20.5 8.9 11.3 19.2 
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（１４）「ＶＩＶＡぎょうだ」に期待すること（複数回答） 
◆「相談事業の充実」「就職講座や起業講座などによる女性の就業支援」「男女共同参画

に関する講座・フォーラムの開催」「情報紙や啓発パンフレットなどによる啓発事業」「Ｎ

ＰＯ・ボランティア活動などを行う団体、グループの活動支援」など要望は多岐にわた

る 
男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」に期待することは、「相談事業の充実」

（35.5％）、「就職講座や起業講座などによる女性の就業支援」（28.4％）、「男女共同参画

に関する講座・フォーラムの開催」（28.3％）、「情報紙や啓発パンフレットなどによる啓

発事業」（21.2％）、「ＮＰＯ・ボランティア活動などを行う団体、グループの活動支援」

（20.2％）など要望は多岐にわたっている。 

 
 

問 26 市では、男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」を設置・運営していますが、今後どのような
事業を期待しますか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 

35.5

28.3

21.2

28.4

20.2

16.5

18.0

3.5

23.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

相談事業の充実

男女共同参画に関する講座・
フォーラムの開催

情報紙や啓発パンフレットなどによる
啓発事業

就職講座や起業講座などによる
女性の就業支援

ＮＰＯ・ボランティア活動などを行う
団体、グループの活動支援

男女共同参画リーダーの育成

男女共同参画に関する問題の調査・
研究の充実

その他

無回答

全体=1675
（％）
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性別にみても特に大きな差はみられない。 

年齢別にみると、20 代と 30 代で「相談事業の充実」と「就職講座や起業講座などによ

る女性の就業支援」が約４～５割と多くなっている。 

 
（％） 

    ｎ 

相
談
事
業
の
充
実 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
・ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催 

情
報
紙
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に 

よ
る
啓
発
事
業 

就
職
講
座
や
起
業
講
座
な
ど
に
よ
る 

女
性
の
就
業
支
援 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を 

行
う
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援 

男
女
共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
問
題
の 

調
査
・
研
究
の
充
実 

  全体 1675 35.5 28.3 21.2 28.4 20.2 16.5 18.0

性
別 

男 807 33.7 31.0 23.8 26.8 20.9 19.2 21.2

女 773 38.9 27.2 18.9 31.4 19.8 14.5 15.5

年
齢 

20～29 歳 66 47.0 25.8 25.8 39.4 24.2 13.6 18.2

30～39 歳 148 44.6 21.6 20.3 45.3 19.6 14.2 14.9

40～49 歳 215 37.7 25.6 20.0 36.3 20.5 17.2 15.8

50～59 歳 285 34.4 31.2 21.1 33.3 20.4 19.3 17.9

60 歳以上 891 34.0 30.3 21.4 22.1 20.1 16.5 19.3
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５．市政や市役所について 

（１）行政への信頼度 

◆『信頼派』64.1％、『非信頼派』24.1％ 

行政への信頼度は、「信頼できる」（13.9％）と「まあまあ信頼できる」（50.2％）を合

わせた『信頼派』は 64.1％、「あまり信頼できない」（19.7％）と「信頼できない」（4.4％）

を合わせた『非信頼派』は 24.1％となっている。 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、20 代、30 代、60 歳以上で『信頼派』が約７割となっている。 

 
 

問 27 市政や市役所についてどんな印象を持っていますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１
つ選び○をつけてください。 
 

（１）行政への信頼度 
 
 

13.9 50.2 19.7 4.4 11.9

信頼できる
まあまあ

信頼できる
あまり

信頼できない
信頼できない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 
信頼できる まあまあ信頼

できる 

あまり信頼

できない 
信頼できない 無回答 

  全体 1675 13.9 50.2 19.7 4.4 11.9 

性
別 

男 807 14.9 51.8 18.2 4.7 10.4 

女 773 13.1 50.8 22.3 3.9 10.0 

年
齢 

20～29 歳 66 3.0 65.2 25.8 3.0 3.0 

30～39 歳 148 10.1 58.1 23.0 6.8 2.0 

40～49 歳 215 5.6 48.8 31.6 8.8 5.1 

50～59 歳 285 8.8 50.2 26.7 5.3 9.1 

60 歳以上 891 18.9 49.5 14.4 2.7 14.6 
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（２）各種施策の実行能力 

◆『実行能力がある』55.7％、『実行能力がない』29.4％ 

各施策の実行能力は、「それなりにある」が 51.6％と半数を占め、「かなりある」（4.1％）

を合わせると 55.7％が『実行能力がある』としている。 

一方、「あまりない」（26.5％）と「全くない」（2.9％）を合わせた『実行能力がない』

とする人は 29.4％と約３人に１人の割合となっている。 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、『実行能力がある』とした割合は、30 代と 60 歳以上では 60％以上となっ

ているが、20 代と 40 代では 40％台と少ない。 

 
 

（２）各施策の実行能力 
 
 

4.1 51.6 26.5 2.9 14.9

かなりある
それなりに

ある
あまりない 全くない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 
かなりある それなりに

ある 
あまりない 全くない 無回答 

  全体 1675 4.1 51.6 26.5 2.9 14.9 

性
別 

男 807 5.0 53.7 26.0 3.0 12.4 

女 773 3.1 51.9 27.9 2.8 14.2 

年
齢 

20～29 歳 66 0.0 48.5 43.9 3.0 4.5 

30～39 歳 148 4.1 57.4 32.4 4.1 2.0 

40～49 歳 215 2.3 43.7 40.9 5.6 7.4 

50～59 歳 285 0.7 51.9 33.3 3.2 10.9 

60 歳以上 891 5.7 54.3 19.1 2.0 18.9 
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（３）市役所の利用しやすさ 

◆「ふつうである」62.7％ 

市役所の利用しやすさは、「ふつうである」が 62.7％と多数を占めている。「利用しや

すい」は 13.9％「利用しにくい」は 12.8％となっている。 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、20 代で「利用しにくい」が３割と多くなっている。 

 
 

（３）市役所の利用しやすさ 
 
 

13.9 62.7 12.8 10.5

利用しやすい ふつうである 利用しにくい 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 利用しやすい ふつうである 利用しにくい 無回答 

  全体 1675 13.9 62.7 12.8 10.5 

性
別 

男 807 14.3 64.1 12.0 9.7 

女 773 13.8 63.3 14.6 8.3 

年
齢 

20～29 歳 66 10.6 57.6 30.3 1.5 

30～39 歳 148 12.2 68.9 18.2 0.7 

40～49 歳 215 7.4 67.9 20.9 3.7 

50～59 歳 285 7.0 67.4 16.5 9.1 

60 歳以上 891 18.5 60.5 8.2 12.8 
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（４）窓口の対応 

◆「ふつうである」60.3％ 

窓口の対応は、「ふつうである」が 60.3％と最も多くなっている。「よい」は 20.7％、

「わるい」は 8.6％となっている。 

性別では、男性で「よい」とする人がやや多い。 

年齢別では、60 歳以上は「よい」とする人が 25.8％と他の年代の約２倍の割合となっ

ている。 

 
 

（４）窓口の対応 
 

20.7 60.3 8.6 10.4

よい ふつうである わるい 無回答

全体=1675

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ よい ふつうである わるい 無回答 

  全体 1675 20.7 60.3 8.6 10.4 

性
別 

男 807 23.4 58.9 8.2 9.5 

女 773 18.4 63.8 9.8 8.0 

年
齢 

20～29 歳 66 12.1 71.2 15.2 1.5 

30～39 歳 148 18.2 66.9 14.2 0.7 

40～49 歳 215 13.0 69.3 13.5 4.2 

50～59 歳 285 14.7 64.2 11.9 9.1 

60 歳以上 891 25.8 56.5 5.4 12.3 
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（５）市民の声を反映しやすくするために必要なこと 
◆「広報紙などに市民の声を多く載せる」と「相談窓口を多くする」が 25％ 

市民の声を反映しやすくするために必要なことは、「広報誌などに市民の声を多く載せ

る」（25.1％）と「相談窓口を多くする」（24.8％）が 25％と最も多く、ついで「市長と

市民との交流を多くする」（14.3％）、「職員と市民との交流を多くする」（12.7％）、「公聴

会などの開催を多くする」（10.6％）となっている。 

性別では、男性は「職員と市民との交流を多くする」、女性は「広報誌などに市民の声

を多く載せる」がやや多くなっている。 

年齢別では、20 代は「相談窓口を多くする」が 34.8％と多くなっている。 

 
 

問 28 市政に市民の声を反映しやすくするためには、どんなことに力を入れることが必要だとお考えです
か。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 

24.8 10.6 14.3 12.7 25.1 2.5 10.0

相談窓口
を多くする

公聴会な
どの開催
を多くする

市長と市
民との交

流を多くす
る

職員と市
民との交

流を多くす
る

広報誌な
どに市民
の声を多
く載せる

その他 無回答

全体=1675

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

相談窓口

を多くする

公聴会な

どの開催

を多くする

市長と市

民との

交流を多く

する 

職員と市

民との

交流を多く

する 

広報誌な

どに市民

の声を多く

載せる

その他 無回答

  全体 1675 24.8 10.6 14.3 12.7 25.1 2.5 10.0

性
別 

男 807 23.3 12.6 15.4 15.7 23.0 2.5 7.4

女 773 27.3 9.1 14.2 9.8 27.6 2.5 9.6

年
齢 

20～29 歳 66 34.8 9.1 13.6 10.6 24.2 6.1 1.5

30～39 歳 148 28.4 8.1 13.5 12.2 30.4 4.1 3.4

40～49 歳 215 28.8 8.4 14.9 8.8 27.4 5.1 6.5

50～59 歳 285 23.2 11.6 15.1 10.9 26.7 4.6 8.1

60 歳以上 891 23.6 11.8 14.6 14.6 23.2 0.7 11.6
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（６）市政への参加について 
◆何らかの形で参加や意見を述べたいとする人が 47.0％ 

市政への参加については、「自治会や各種団体を活用して意見を述べたい」（11.6％）、

「手紙や電子メールで意見を述べたい」（11.5％）、「市政を考える集まりや組織に参加し

たい」（11.3％）、「市の説明会や懇談会に参加して意見を述べたい」（6.3％）、「電話した

り、市役所に行ったりして意見を述べたい」（6.3％）と何らかの形で参加や意見を述べた

いと考える人が約半数となっている。 

一方、「関心がない」（20.7％）と「市役所、議会や専門家に一任したい」（18.2％）と

する人は 38.9％となっている。 

性別では、女性は「関心がない」が 26.1％と約４人に１人の割合となっている。 

年齢別では、20 代と 30 代では「手紙や電子メールで意見を述べたい」、40 歳以下では

「関心がない」が３割前後となっている。 

 
問 29 市政への参加についてどのようにお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 
 

11.3 11.6 6.3 6.3 11.5 18.2 20.7 2.7 11.4

市政を
考える集
まりや組
織に参

加したい

自治会や
各種団体
を活用し
て意見を
述べたい

市の説明
会や懇談
会に参加
して意見
を述べた

い

電話した
り、市役
所に行っ
たりして
意見を

述べたい

手紙や
電子メー
ルで意
見を述
べたい

市役所、
議会や
専門家

に一任し
たい

関心が
ない

その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

市政を考

える集まり

や組織に

参加 

したい 

自治会や

各種団体

を活用して

意見を

述べたい

市の説明

会や懇談

会に参加

して意見を

述べたい

電話した

り、市役所

に行ったり

して意見を

述べたい

手紙や電

子メールで

意見を

述べたい

市役所、 

議会や 

専門家に 

一任したい 

関心が

ない 

  全体 1675 11.3 11.6 6.3 6.3 11.5 18.2 20.7

性
別 

男 807 14.1 12.9 8.8 7.3 12.8 18.7 16.6

女 773 8.5 10.1 4.0 5.2 11.4 17.7 26.1

年
齢 

20～29 歳 66 7.6 4.5 1.5 10.6 28.8 9.1 34.8

30～39 歳 148 5.4 6.1 2.0 3.4 31.8 14.9 31.1

40～49 歳 215 8.4 10.7 6.0 3.7 21.4 10.7 28.4

50～59 歳 285 13.3 15.4 8.1 4.9 13.0 14.4 21.8

60 歳以上 891 12.7 11.8 7.1 7.5 4.7 22.6 16.4

 110



 

（７）今後の行政運営について望ましいと思う方向 
◆『行政の責任で進める』が 46.8％ 

今後の行政運営について望ましいと思う方向については、「費用は出来るだけ掛けず行

政の責任で進める」が40.1％と最も多く、「費用は掛かっても行政の責任で進める」（6.7％）

を合わせると 46.8％が『行政の責任で進める』としている。 

一方、「市民や民間と協働で事業を進める」は 26.1％、「市民や民間で出来る事業はま

かせて進める」は 16.6％となっている。 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、30 代、50 代、60 歳以上は『行政の責任で進める』が５割近いが、20 代で

は 34.9％にとどまり、「市民や民間と協働で事業を進める」が 47.0％と多くなっている。 

 
 

問 30 今後の行政運営について、どのような方向が望ましいと思いますか。次の中から１つ選び○をつ
けてください。 

 
 

6.7 40.1 26.1 16.6 1.3 9.3

費用は掛
かっても行
政の責任で

進める

費用は出来
るだけ掛け
ず行政の責
任で進める

市民や民間
と協働で事
業を進める

市民や民間
で出来る事
業はまかせ
て進める

その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 

費用は掛か

っても行政

の責任で

進める 

費用はでき

るだけ掛け

ず行政の責

任で進める

市民や民間

と協働で事

業を進める

市民や民間

で出来る事

業はまかせ

て進める

その他 無回答 

  全体 1675 6.7 40.1 26.1 16.6 1.3 9.3

性
別 

男 807 8.2 40.4 26.6 18.7 0.6 5.5

女 773 5.2 41.3 26.9 14.7 2.1 9.8

年
齢 

20～29 歳 66 6.1 28.8 47.0 15.2 3.0 0.0

30～39 歳 148 10.8 36.5 30.4 16.2 2.0 4.1

40～49 歳 215 6.5 35.3 28.8 22.3 1.4 5.6

50～59 歳 285 4.2 43.5 30.5 15.8 1.1 4.9

60 歳以上 891 7.0 42.3 22.7 15.6 1.1 11.3
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（８）古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについて 
◆「賛成」55.9％、「反対」3.1％、「どちらでもよい」36.3％ 

古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについては、「賛成」が 55.9％と半数強を

占めている。 

一方、「反対」は 3.1％と少ないが、「どちらでもよい」とする人も 36.3％と４割近くと

なっている。 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別では、20 代と 30 代で「賛成」が６割以上となっている。 

 
 

問 31 古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについてどのようにお考えですか。次の中から１つ選
び○をつけてください。 

 
 

55.9 3.1 36.3 4.7

賛成 反対 どちらでもよい 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

    ｎ 賛成 反対 
どちらでも

よい 
無回答 

  全体 1675 55.9 3.1 36.3 4.7 

性
別 

男 807 54.9 4.1 37.8 3.2 

女 773 58.1 2.2 35.7 4.0 

年
齢 

20～29 歳 66 60.6 1.5 37.9 0.0 

30～39 歳 148 62.2 0.0 37.8 0.0 

40～49 歳 215 54.9 2.8 39.1 3.3 

50～59 歳 285 57.2 4.2 36.5 2.1 

60 歳以上 891 54.5 3.6 36.1 5.7 
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Ⅲ．自由回答一覧 
 
 

 

 



 
１．自由回答意見記述者数 
（１）性・年齢別意見記述者数 

計４０８名 

 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳以上 不明 計 

男

性 
７ １６ ２９ ４６ １１１ ０ ２０９ 

女

性 
１０ ２４ ２９ ３４ ８６ ０ １８３ 

不

明 
０ １ ０ １ ４ １０ １６ 

計 １７ ４１ ５８ ８１ ２０１ １０ ４０８ 

 

（２）分野別意見数 

計４９７件 

都市整備 環境の整備 
保健・医療・福祉

の充実 
教育・文化 

産業・観光の 

振興 

76 21 44 30 39 

行政 合併 アンケート その他 

204 4 40 39

※自由回答を内容により各分野に分けたため、記述者数とは一致しない。 
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２．分野別意見一覧 
（１）都市整備 

○道路、橋、交通について 
・ベビーカーで歩道を歩いていると、段差が多く、登り降りが大変である。お年寄りや車いす

等の人も不便に感じていると思うので整備してほしい。 
・道路整備を重点にお願いしたい。 
・市内の歩道が悪い。斜めの道は歩きづらい。 
・主要部の道路の整備だけではなく、全体を考えてほしい。特に歩道の整備は近隣市町村より

劣っていると思う。 
・行田市内の道路には歩道がない所が多いので、子供を歩かせたりすることが心配である。通

学路だけでも歩道の設置を望む。 
・道路の段差、凸凹道、狭い道など、歩行者と自転車に安全でやさしい道作りを推進してほし

い。 
・整備は舗装路だけでなく砂利道等の雑草がたくさん生えている所など歩行や通行に支障をき

たす、環境が悪化している所を優先して行っていただきたい。 
・循環バスの利用が充実するようにルート、時間を考えてほしい。 
・循環バスを全線、JR 行田駅に行くよう改善してほしい。JR 行田駅は市の表玄関なのだから

もう少し活発に利用したい。 
・交通が不便で車がないと買い物にも医療機関にも行けない。 
・循環バスをもう少し活用できるものにしてほしい。 

○公園・緑地などについて 
・古代蓮の里のトイレがとても汚い。今とても蓮がきれいに咲いていて、いろいろな地域の人

たちも来ると思うので、もっと清掃したほうが良い。 
・公園には、小学生以上の遊具はどこでも設置してあるが、幼児が安全に遊べるところがなく、

小学生と一緒に使用していると大きい子が幼児とぶつかったりして危ない。幼児だけの専用

遊具を同じ公園内に設置してもえると安心して遊ばせられる。 
・子供が安心して遊べる公園が少ないと思う。 
・公園などの樹木の強い剪定を見ると、できるだけ自然な形を保つべきだと思う。人工臭を感

じて落ち着かない気がする。 
・古代蓮の里の見学歩道の掛け替え費用が高すぎたのではないか。また、期間がかかりすぎて

いると思う。園内の除草の回数が多すぎではないか。ネジ花、ユウゲショウなどは除草の際

に残してほしい。また、蝶やテントウ虫のすめる公園にしてほしい。 

○防犯・防災について 
・防災ぎょうだの放送がよく聞こえない。（車の通りが多いので） 
・危険な犯罪、外国人の取り締まりを強化してほしい。 
・夜間の警察によるパトカーのパトロールを増加してほしい。 
・通学路の街灯を増やしてほしい。 
・不審者が多いので警察のパトロールを多くしてほしい。 

○上下水道、都市ガスの整備 
・上下水道の整備を進めてほしい。 
・本下水、都市ガス環境整備。 
・下水道工事の遅さには失望している。 
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○その他 
・下水溝に土砂が入り、住宅の生活雨水の流れを止めている。蚊等が発生していて夏は大変で

ある。また、下水溝の建設構造も下流が上流より高く、常に水が溜まった状態であったり、

同じ道路でも反対の下水溝にはほとんど水がなく、いつも乾いていたりする。高額の費用を

かけて整備するのだから、もう少しきっちりとしたものをつくってほしい。 
 

（２）環境の整備 

○ごみの収集、リサイクルについて 
・ごみの収集所は、分別ができていないため収集されないものが散らかっている。掃除はいつ

も同じ人がしているので、各家庭の間の所に出しておくことが良いと思う。 
・ごみ処理問題が遅れているので推進してほしい。 
・古紙の回収を希望。 
・燃えないごみは現在週 1 回の収集だが、少なすぎると思う。5 月などは休日が重なり、3 週

間分もたまってしまいごみを出すことが出来なかった。クリーンセンターに持って行くのは

手間がかかる。せめて週 2 回に増やしてほしい。 
・資源ごみの収集が月 1 回では少なすぎる。燃えるごみの収集は毎日必要ない。紙袋での収集

しかしていないが、炉をいためない素材は他にもある。紙だと雨の日にごみは出しづらい。 

○騒音・悪臭などについて 
・下水道の蓋が整備されてないため、悪臭がひどい。 

○その他 
・行田市桜町地内は桜の時期になると桜はきれいだが、川が大変汚い。夏になると臭い。 
・環境汚染が進まないことを願う。昔はホタルがたくさんいてきれいだった。 

 

（３）．保健・医療・福祉の充実 

○高齢者について 
・高齢者の就労に対して、もっと積極的な施策がほしい。 
・高齢でひとり暮らしのため視野が狭いので、老人会、サロン会などの時、市職員にいろいろ

参考になる話をしてほしい。 
・採算のとれる老人ホームを増やして、その方面で行田市の名を上げてはと思う。 
・体の不自由な高齢者が通院する際の移動手段を確保してほしい。 

○保健・医療について 
・病院の充実に力を入れてもらいたい。市内の病院の評判が極めて悪い。 
・医療費削減対策。（早期ラジオ体操励行、太極拳等） 

○児童・子育て支援について 
・子育て支援のさらなる充実を望む。 
・育児手当の対象年齢を義務教育のある中学生まで上げるべき。 
・子育て、妊娠、出産などの支援金や補助を増やしてほしい。 
・子供の医療費の免除を中学生（15 歳まで）に延ばしてほしい。 

○その他 
・ひとり親に対しての配慮を強化してほしい。 
・福祉の面では費用を増やしていった方が良いと思う。 
・身体障害者、高齢者への経済的、家事支援などさらに充実してもらいたい。 
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（４）教育・文化 

○教育・文化施設について 
・公民館、図書館を夏期休暇中は開放してほしい。 
・市民プールの駐車場がいつもいっぱい。 
・図書館でネットができないのは遅れていると思う。 

○スポーツ施設などについて 
・子供のスポーツ環境に力を入れてほしい。例えば、野球人口とサッカー人口ではサッカー人

口が多いのに、行田市だけサッカー場がない。 
・行田市営の公認パークゴルフ場を新設してほしい。 
・子供がやっているスポーツ（サッカー）のグラウンドがない。野球などと共同で使える場所

はなかなか空いていない。河川敷などをもっと有効活用できないものか。 

○教育環境などについて 
・ゆとり教育をやめるべきだと思う。 
・学区（指定校）の区切り方の見直し。生活道路で区切られてしまうと隣近所で行き来はあり

地区などの班は一緒なのに、学校が分かれてしまう。親も子も困惑。学区など決定する人は

実際の住所の数字だけにとらわれず、細かな調査も必要だと思う。 
・教育、小・中学校の先生方の充実。子供に対する情熱がほしい。 
・行田市内に偏差値 60 前後の進学校（高校）をつくってほしい。 
・学校校庭の芝生化。 

○その他 
・子どもには、なるべく市の事業（スポーツ、イベント、お祭り）に参加させたいが、なかな

か時間がとれない。なるべく長期休業中に合わせてやってほしい。学校が休みだと子どもが

暇している。 
 

（５）産業・観光の振興 
・商店を元気にして活気ある町にしてもらいたい。 
・企業の誘致、大型商店（スーパー）等の誘致など、人が町から出て行かないよう活気のある

まちづくりをしてもらいたい。 
・学校、企業への誘致を積極的に支援し、町の活性化を図る。 
・近隣市町にあるような何でもそろうショッピングモールを建ててほしい。 
・町中にデパートがほしい。 
・城下町の古いのれん商法では町の発展、進化はこれ以上の期待は…。 
・埼玉古墳群は世界遺産には絶対にならないので、そんなことに無駄にお金を使わないでほし

い。現実的ではない。 
・企業誘致や第一次産業である農業に参入できるような制度を確立する市が重要と考える。 
・世界遺産活動を実施している様子は感じているが、莫大なコストをかけてまでその活動を続

ける必要はないと思う。さきたま古墳公園及び古代蓮の里を整備し、市外からも期待通りの

観光客が集まっているのであれば、世界遺産という「称号」は要らないと思う。それでも近

い将来、低予算で達成できる勝算があるのであれば、行田市の名を一気に有名にさせるチャ

ンスなので頑張っていただきたい。 
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（６）行政 

○職員について 
・まだまだ市民の側に立った市職員の対応に至っておらず、相談に行っても親身さや真剣さは

ない。職員には高い公僕としての意識改革を求めたい。 
・もっと元気で明るく大きな声で対応してほしい。 
・市職員の話しかけにくいところや態度の悪さを改善した方が良い。お客様としてもっとしっ

かり接客した方がよい。 
・市役所等の窓口業務は多忙とは思うが、接客面からも来客があった場合に素早い対応をお願

いしたい。 
・市役所の職員のコソコソ話す姿が不快である。 
・市職員が多すぎると思う。雑談をしている人が多い。 
・行田市の職員は他市の職員に比べ親しみやすく親切。 
○税金・財政について 
・行田市は特に税金が高いように思う。 
・税金は大切に有意義に使う。 
・経費に無駄がないか、徹底して見直してもらいたい。 
・財政の将来展望をもっと責任をもって示してほしい。 
・利用者の少ない施設は血税がもったいない。 
・市の財政の無駄づかいはやめてほしい。 

○市政について 
・以前より市政は情報開示が進んで明るいイメージを持つようになって良い事だと思う。もっ

と開かれた行政を推進してほしい。 
・縦割り行政のデメリットが多々ある。 
・今の市政方針に充分満足している。 
・現在の市政に感謝している。今後とも改革などやらず、現在の行田市であってほしい。 
・難しいことかも知れないが、国の方針と少し違っても市民にとって良い事は進めてほしい。 

○行政改革、庁舎などについて 
・職員の勤務時間を、うまく割りふる工夫等をして、平日の窓口時間を 17 時 15 分より延長

してほしい。 
・市役所が薄暗くて、つい足が遠のいてしまう。明るくて清潔に。 
・市役所を建て直して行田市の顔にする。 
・役所の駐車場が少ない。 
・市へ提案した事がどうなったのか答えがない。「なんでも、すぐやる課」を設けてほしい。 
・庁舎が老朽してはいるが、カウンター外の整理整頓を少し気にかけても良いのでは。 

○広報・広聴、市政への市民の参加について 
・広報誌の充実。 
・市政の課題、問題点が分からない。広報機会を増やし、市民と議題の共有を図るべき。 
・一目で行田市のことがわかるものを転入届提出の際もらえるとありがたい。 
・市長と語る対話集会では市長はじめ各課の取り組みが真摯な態度で大変好感がもてた。今後

も市民の声を大切にし、様々な活動を展開してほしい。 
・市長への手紙は、内容を充分考え、つじつまが合うように考慮してほしい。 

○将来のまちづくり 
・今後、よりよいまちづくりになってほしいと心より願っている。 
・市民がずっと住み続けたいと思えるような市になるよう期待している。 
・人が集まる町にしていきたい。 
・人がたくさん集まってくる活気のある行田市にしてほしい。 
・子供と高齢者が安心して住める市にしてほしい。 
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○その他 
・市議会議員の定数削減、歳費の日当制を望む。 
・住基ネットの活用が有意義にされていないような気がする。システム上の問題か。 
・情報公開の条例がある一方で、個人情報の保護条例があるが、これらによって本来の市政や

市民生活が沈滞したりする面が出てくる。このようなことがないように行政のリーダーシッ

プが問われてくる。十分な配慮が要求される。 
 

（７）合併について 
・市町村合併について、これからどのような行田市にして行くのか、まったく見えて来ない。 
・熊谷市と合併した方がよい。 
・他市町村との合併を推進し、行政費用の削減をすること。 

 

（８）アンケートについて 
・高齢者に対する意見や要望の問がない。 
・居住年数が 3 年未満の者には難しい質問が多い。もっと居住年数の長い人にこのアンケート

を届けたら良いと思う。 
・アンケートの目的不明。謝礼なし。 
・アンケート類がよく届くので本当に無作為にしているのか。 
・このアンケートの結果の集計はどのように活用されるのか。そして、どのようにフォローす

るのか。 
・このようなアンケートをとることに驚いた。市民の声など取り入れる行政ではないと思って

いた。 
・これだけ時間を費やさせたのだから、このアンケート結果をしっかり反映させてほしい。 
・市政に参加する機会などはないと思うので、たまに今回のようにさまざまな事に関して市民

へアンケートなどすると良いと思う。 
 

（９）その他 
・ほとんどの市町村（自治体）で運営している墓地公園をつくってもらいたい。 
・市の介護調査に来る人に不満があった。 
・最近の仕事が少なすぎるのにハローワークが閉まるのが早すぎる。こんな時期だからこそ長

くするべきではないか。 
・持田地区をもっと発展させてほしい。 
・先祖から受け継がれてきた農地や河川を子孫に引き継ぐようにしてほしい。 
・シンボルはもういらない。税金のムダ。シンボルを作っても、町はさびれていくのはなぜか。

答えは失敗だから。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

Ⅳ．調査票 
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行 田 市 民 意 識 調 査 
～皆さんの協力をお願いします～ 

 
 

 
 市民意識調査とは、市民の皆さんが必要としていることなどを把握

し、各種行政施策の基礎資料とするために実施するものです。 
この調査は、住民基本台帳（平成 21 年 5 月 31 日現在）から無作為

に選ばれた 20 歳以上の市民の方 3,000 人を対象に行います。なお、こ

の調査は無記名で行い、回答は統計的に処理しますので、お答えいた

だいた方を特定することはなく、ご迷惑をお掛けすることはありませ

ん。 
 市民意識調査は市民の皆さんの声を市政に反映させるための取り組

みです。ご協力をお願いいたします。 

 

平成２１年７月 

 

ご記入にあたってのお願い 

１．必ずあて名のご本人がお答えください。 
２．お答えは、最初から１問ずつ、全部の質問にお答えください。 
３．お答えは、該当するものに○をつけてください。なお、質問によっては回答

が複数になるものもありますので、質問をよくお読みください。 
４．お答えの中で「その他」を選んだときは、お手数ですが、その内容を（  ）

内に具体的にご記入ください。 
５．この調査でわからない点がありましたら、広報広聴課広報広聴担当ヘお尋ね

ください。（TEL ５５６‐１１１１ 内線３１８） 
 
＊ この調査票をご記入いただきましたら、恐縮ですが、同封の返信用封筒で 

７月２２日（水）までにご返送ください。なお、切手は不要です。 
あなたのご回答を心よりお待ち申し上げます。 
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Ⅰ．はじめに、調査結果を統計的に集計・分析するために、あなた自身のことについ

てお尋ねします。該当するものに１つ○をつけてください。 
 

Ｆ１ 性  別 １．男 ２．女 
 
Ｆ２ 年  齢 １．20～29 歳  

２．30～39 歳  

３．40～49 歳 

４．50～59 歳 

５．60 歳以上 

 

 
Ｆ３ 職  業 １．専門職（医師、税理士、専門技術職など） 

２．管理職（会社の重役、課長など） 

３．会社等事務従事者 

４．公務員、教員 

５．製造業、小売業等従事者、運転手 

６．農林漁業、畜産業 

７．サービス業（理・美容、マッサージ、接客業など） 

８．自営業（商、工、建築業、製造業など） 

９．学生 

10．主婦 

11．無職 

12．その他 

 
Ｆ４ 居住年数 １．３年未満 

２．３年以上７年未満 

３．７年以上 15 年未満 

４．15 年以上 20 年未満 

５．20 年以上 

 

 
Ｆ５ 居住地区 １．忍     ５．星河    ９．荒木    13．太田 

２．行田    ６．長野    10．須加    14．太井 

３．佐間    ７．星宮    11．北河原   15．南河原 

４．持田    ８．下忍    12．埼玉 

 
Ｆ６ 家族構成 １．夫婦だけ 

２．二世代世帯 
３．三世代世帯 

４．単身世帯 
５．その他 
 

 
Ｆ７ 住居形態 １．一戸建（持ち家） 

２．マンション等（持ち家） 
３．一戸建（借家） 
４．民間アパート・マンション（借家） 
５．給与住宅（社宅、寮、公務員宿舎など） 
６．その他 
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Ⅱ．まちの暮らしやすさなどについて、お尋ねします 

問１ 行田市の住み心地についてお尋ねします。 
（１）行田市の住み心地はいかがですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．住みよい         →(２)へ

２．どちらかといえば住みよい →(２)へ

３．ふつう          →(４)へ

４．どちらかといえば住みにくい →(３)へ

５．住みにくい        →(３)へ

 

（２）＜（１）で「１．住みよい」「２．どちらかといえば住みよい」とお答えになった方にお尋

ねします＞ そのように思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 

１．住み慣れている 

２．人間関係（近所付き合いなど）がよい 

３．まちの雰囲気がよい 

４．道路、排水などの都市施設が整っている 

５．文化、スポーツなどの公共施設が整っている 

６．交通の便がよい 

７．買い物の便がよい 

８．子どもの教育環境がよい 

９．自然環境がよい 

10．公害（騒音・振動・悪臭など）がない 

11．商売や仕事の便がよい 

12．その他（                                ） 

（３）＜（１）で「４．どちらかといえば住みにくい」「５．住みにくい」とお答えになった方に

お尋ねします＞ そのように思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 

１．住み慣れていない 

２．人間関係（近所付き合いなど）がわるい 

３．まちの雰囲気がわるい 

４．道路、排水などの都市施設が整っていない 

５．文化、スポーツなどの公共施設が整っていない 

６．交通の便がわるい 

７．買い物の便がわるい 

８．子どもの教育環境がわるい 

９．自然環境がわるい 

10．公害（騒音・振動・悪臭など）がある 

11．商売や仕事の便がわるい 

12．その他（                                ） 

（４）今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．一生住み続けたい 
２．ある程度住み続けたい 
３．移転したい 
４．どちらともいえない 
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問２ 行田市の生活環境や市の施設についてどのように感じていますか。次の項目ごとに該当す

る番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
満
足
し
て
い
る 

ふ
つ
う
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

（１）道路・交通 
① 道路の整備について １ ２ ３ ４ ５ 
② バスの便と路線網について １ ２ ３ ４ ５ 
③ 鉄道の便について １ ２ ３ ４ ５ 
④ 交通安全対策について １ ２ ３ ４ ５ 

（２）生活環境      

① 上水道の整備について １ ２ ３ ４ ５ 
② 下水道の整備について １ ２ ３ ４ ５ 
③ ごみの収集処理について １ ２ ３ ４ ５ 
④ 自然環境及び公園・緑地について １ ２ ３ ４ ５ 
⑤ 子どもの遊び場について １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ 災害時の避難体制について １ ２ ３ ４ ５ 
⑦ 防犯体制について １ ２ ３ ４ ５ 
⑧ 河川・用水の整備について １ ２ ３ ４ ５ 
⑨ 悪臭・騒音・振動などの公害について １ ２ ３ ４ ５ 
⑩ 日用品などの買物の便利さについて １ ２ ３ ４ ５ 

（３）教育・文化・コミュニティ      

① 小・中学校などの教育施設について １ ２ ３ ４ ５ 
② 小・中学校などの教育内容や取り組みについて １ ２ ３ ４ ５ 
③ 幼稚園などの幼児施設について １ ２ ３ ４ ５ 
④ 公民館や図書館などの公共施設について １ ２ ３ ４ ５ 
⑤ 公共施設の集会機能について １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ スポーツ・レクリエーション施設について １ ２ ３ ４ ５ 
⑦ 生涯学習などの学習機会について １ ２ ３ ４ ５ 
⑧ 文化・趣味・スポーツなどの地域活動やサー

クル活動への参加機会について 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 広報誌などの広報活動について １ ２ ３ ４ ５ 
⑩ 観光施設について １ ２ ３ ４ ５ 

（４）保健・医療・福祉      

① 健診などの保健活動について １ ２ ３ ４ ５ 
② 医療機関・医療体制について １ ２ ３ ４ ５ 
③ 夜間・休日などの救急医療について １ ２ ３ ４ ５ 
④ 保育所等の児童福祉について １ ２ ３ ４ ５ 
⑤ 高齢者に対する福祉について １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ 障害者に対する福祉について １ ２ ３ ４ ５ 
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 問３ これからの市政において、特に力を入れてほしいものは何ですか。次の中から３つまで選

び○をつけてください。 
１．道路や橋、交通の整備 

２．市街地や住宅の整備 

３．公園・街路樹整備 

４．水や緑など自然環境の保全 

５．歴史・文化遺産の保全 

６．ごみ処理やリサイクル 

７．消防や防災・防犯 

８．保健や医療の充実 

９．社会福祉の充実 

10．男女共同参画社会の推進 

11．国際交流の推進 

12．情報公開の推進 

13．広域行政の推進 

14．公共施設の市町村間の相互利用 

15．農業の活性化 

16．工業の活性化 

17．商業の活性化 

18．観光・レクリエーションの充実 

19．学校教育の充実 

20．社会教育・生涯学習の充実 

21．文化・スポーツの振興 

22．市財政の健全化、行政の合理化 

23．市政への住民参加 

24．児童・生徒の保護対策 

25．その他（            ）

 

問４ 行田市が、将来どんなまちになったらよいとお考えですか。次の中から２つまで選び○を

つけてください。 
１．歴史・文化や自然を生かしたまち 
２．観光資源を生かした観光振興のまち 
３．商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち 
４．生活環境の整ったまち 
５．教育・文化の充実したまち 
６．社会福祉の充実したまち 
７．その他（                                ） 

Ⅲ．地域との関わりについて、お尋ねします 

問５ 地域的な活動（「地域のまちづくり」や「コミュニティ（地域社会）づくり」など）につい

てお尋ねします。 
（１）地域的な活動への参加についてどのようにお考えですか。次の中から1つ選び○をつけてく

ださい。 
１．積極的に参加する     →(２)へ

２．求められれば参加する   →(２)へ

 

３．参加したいが時間や暇がない →問６へ

４．わずらわしいので参加しない →問６へ

５．意識していない      →問６へ

（２）＜（１）で「１．積極的に参加する」「２．求められれば参加する」とお答えになった方に

お尋ねします＞ 主にどのような地域活動に参加したいとお考えですか。次の中から該当す

るものすべてを選び○をつけてください。 
１．地域の清掃活動 
２．地域のリサイクル活動 
３．スポーツ活動（少年野球・バレーボール・サッカー等の指導など） 
４．お祭り 
５．ＰＴＡ 
６．その他（                                ） 
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問６ ボランティア活動について、お尋ねします。 

（１）あなたは、ボランティア活動に参加していますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
１．積極的に参加している  →(２)へ 
２．ときおり参加している  →(２)へ 

３．参加したいが機会がない →(３)へ 

４．参加していない 

（２）＜（１）で「１．積極的に参加している」「２．ときおり参加している」とお答えになった

方にお尋ねします＞ 主にどのようなボランティア活動に参加されていますか。次の中から

該当するものすべてを選び○をつけてください。 

１．福祉活動（高齢者・傷病者・身障者の介護など） 
２．環境浄化活動（道路・公園・河川等の清掃など） 
３．スポーツ活動（少年野球・バレーボール・サッカー等の指導など） 
４．文化活動（書道・絵画・手芸等の指導など） 
５．交通安全活動（交通事故防止運動など） 
６．青少年健全育成活動（非行防止運動、キャンプ等の指導など） 
７．国際交流活動 
８．子育て支援活動 
９．その他（                                ） 

（３）＜（１）で「３．参加したいが機会がない」とお答えになった方にお尋ねします＞ どの

ような理由なのか、次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 

１．仕事が忙しくて時間がとれない 
２．活動に参加している知人がいない 
３．どういうボランティア団体があるのかわからない 
４．活動に関する情報が得られない 
５．その他（                                ） 

Ⅳ．今後のまちづくりについて、お尋ねします 
問７ 少子・高齢化社会に対応したまちづくりについてお尋ねします。 
（１）今後の少子化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中か

ら３つまで選び○をつけてください、 

１．多様な保育ニーズ（一時保育や延長保育など）への対応 

２．放課後児童対策の充実 

３．子育てや教育などの相談機能の強化 

４．子育てしやすい住環境の整備  

５．子育てしやすい都市環境（道路、駅、公共施設など）の整備  

６．保健・医療の充実  

７．女性の就労機会の拡大や就労環境の整備  

８．各種助成制度の充実等の経済的支援  

９．地域的な子育て支援（情報の提供や高齢者、異年齢者との交流など） 

10．援助活動など地域の人材の活用・育成 

11．子育て等の学習機会の提供  

12．父親の育児参加の推進 

13．その他（                                ） 
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（２）今後の高齢化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中か

ら３つまで選び○をつけてください。 
１．介護保険制度の充実 

２．相談窓口の充実や相談機能の強化 

３．生涯学習等の学習機会の充実 

４．ボランティアなどの地域の人材の活用と育成 

５．高齢者にやさしいバリアフリーなまちづくりの推進 

６．老人福祉センターなど、高齢者の余暇活動のための施設の充実 

７．高齢者の就労機会の充実 

８．高齢者のいきがいを高める事業や他世代とのふれあいの機会の充実 

９．保健・医療の充実による高齢者の健康づくりの推進 

10．介護予防教室などのための公共施設の有効活用 

11．悪質商法の被害防止対策の充実 

12．高齢者の財産保護や虐待防止対策の推進 

13．いきいきサロンなど、地域で交流できる場の提供 

14．その他（                                ） 

 
問８ 環境にやさしいまちづくりについてお尋ねします｡ 
（１）行田市の環境は良いと感じますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○を

つけてください。 

 

良
い
と
感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

良
い
と
感
じ
る 

ふ
つ
う
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

悪
い
と
感
じ
る 

悪
い
と
感
じ
る 

① 緑の整備状況 １ ２ ３ ４ ５ 
② 生き物の営みの保護と育成状況 １ ２ ３ ４ ５ 
③ 池や川の水のきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 
④ 空気のきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 
⑤ 歴史や文化との調合 １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ 公園の整備状況 １ ２ ３ ４ ５ 
⑦ 道のきれいさ（たばこやごみのポイ捨てがない） １ ２ ３ ４ ５ 
⑧ ごみ分別の状況 １ ２ ３ ４ ５ 
⑨ 資源・エネルギーの有効利用 １ ２ ３ ４ ５ 
⑩ 市全体の環境配慮の意識 １ ２ ３ ４ ５ 
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（２）市の環境を保全・改善するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３

つまで選び○をつけてください｡ 

１．リサイクル活動の促進 

２．ごみの分別収集等の強化 

３．環境条例・環境協定の制定 

４．環境マネジメントシステム（IS0 14000）の導入 

５．ごみにならない製品の製造・販売・購入の促進 

６．工場や道路・鉄道などの騒音・振動・悪臭などの防止・削減 

７．廃棄物の総量削減 

８．公園等公共緑地の整備、民有地における緑地協定など緑地の保全・創造 

９．エコビジネス（環境に配慮した業務を行うビジネス）の育成 

10．低公害車の普及促進 

11．市内の総合的な自動車交通総量の削減 

12．水辺環境の保全整備 

13．土地利用の制限強化 

14．環境保全の普及・啓発活動 

15．その他（                                ） 

（３）市のごみ収集体制（収集回数や分別方法など）についてどのようにお考えですか。次の中

から２つまで選び○をつけてください。 

１．現在の収集回数・分別方法でよい 
２．収集回数を増やしたほうがよい 

＊増やしたほうがよいものを次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 
① 燃えるごみ  ② 燃えないごみ  ③ 粗大ごみ  ④ 有害ごみ  ⑤ 資源物 

３．収集回数を減らしたほうがよい 
＊減らしたほうがよいものを次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 
① 燃えるごみ  ② 燃えないごみ  ③ 粗大ごみ  ④ 有害ごみ  ⑤ 資源物 

４．もっと細かく分別したほうがよい 
５．分別の種類を減らしたほうがよい 
６．ごみの有料化を検討した方がよい 
７．その他（                                ） 

 
問９ 健康でいきいきとしたまちづくりについてお尋ねします。 

（１）あなたは、健康についてどのようなイメージをもっていますか。次の中から２つまで選び

○をつけてください。 
１．心身ともに健やかなこと 

２．快食、快眠、快便 

３．病気や障害があっても生きがいを持っていること 

４．何事も前向きに考えられる 

５．幸せなこと 

６．長生きできること 

７．その他（                                ） 
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（２）健康づくりのためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○をつけてく

ださい。 
１．定期健診などによる健康管理 
２．健康を保つための食事と食育の推進 
３．食生活の改善による生活習慣病の予防 
４．適度なスポーツなどによる体力づくり 
５．過労防止のための適切な睡眠・休息 
６．ストレス発散や気分転換 
７．禁煙 
８．飲酒を控える 
９．健康講座・健康相談への参加や情報収集 
10．身近な人や仲間との交流・支えあい（自主グループでの活動など） 
11．その他（                                ） 

 
問10 歴史や文化遺産を生かしたまちづくりのためにはどのような施策が重要だとお考えですか。

次の中から3 つまで選び○をつけてください。 
１．屋敷林のある田園風景等の保全 
２．城下町としての街並みの保全 
３．まちの風景の魅力度をアップさせるための計画づくり 
４．川辺や橋を整備し、うるおいのあるものにする 
５．街路樹や歩道、車道を整備し、ゆとりのあるものとする 
６．公共建物をシンボル性のあるものとする 
７．まちの風景は我が家からという発想を持つ 
８．さきたま古墳群を核とした世界遺産を目指すまちづくり 
９．足袋蔵など歴史的建造物を保存・活用した風格のあるまちづくり 
10．その他（                                ） 

 
問 11 市の商業や産業の振興のためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２

つまで選び○をつけてください。 
１．新しい産業資源の発掘 
２．歴史・文化資産を生かした施設や産業づくり 
３．豊かな自然を生かしたレジャー・レクリエーション施設づくり 
４．農産物の加工開発や新しい農業経営の研究 
５．商店街の整備 
６．企業の誘致 
７．若い世代の台頭や後継者の育成 
８．市の計画や積極的な支援 
９．その他（                                ） 
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問 12 市民の憩いの場であり、また子どもたちの遊び場である公園・緑地の維持管理についてど

のようにすべきだとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．公園・緑地の清掃は住民が積極的に参加すべきである 
２．公園・緑地の設備や立て札などは市で管理し、あとは利用者のモラルにまかせるべき

である 
３．公園・緑地は公共のものであり、基本的に市が管理すべきである 
４．その他（                                ） 

 
問 13 あなたは、市から提供される情報でもっと詳しく知りたいものがありますか。次の中から

３つまで選び○をつけてください。 

１．市政の動向 
２．困ったときに利用できる相談窓口などの案内情報 

３．催し物やイベントなどに関する情報 

４．文化・学習活動やスポーツ活動の情報 

５．各種サークル活動の情報 

６．ボランティア活動についての情報 

７．保健・医療・福祉についての情報 

８．教育に関する情報 

９．ダイオキシンなどの環境に関する情報 

10．行田市の歴史・文化についての情報 

11．観光・レクリエーションなどのレジャーについての情報 

12．その他（                                ） 
 
問 14 インターネットの利用状況などについてお尋ねします。 
（１）あなたの家庭にインターネットが利用できるパソコンはありますか。次の中から１つ選び

○をつけてください。 

１．ある 
２．今はないが、将来保有するつもりである 
３．保有するつもりはない 

（２）インターネットに接続されたパソコンを利用して、国・県・市へ申請届出することができ

る手続きがあることを知っていますか。 
１．知っている ２．知らない 

（３）インターネットを使って利用したいと思う市のサービスがありますか。 
１．ある  →（４）へ ２．ない  →（５）へ 

（４）＜（３）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞ 具体的にどんなサービス

を利用したいですか。自由にご記入ください。 

 

（５）あなたは、市のホームページ(携帯電話用サービスを含む)を見たことがありますか。 
１．ある ２．ない 

http://www.city.gyoda.lg.jp)%E3%82%92%E8%A6%8B%E3%81%9F%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%82%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8B/
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（６）市のホームページに掲載してほしい情報があれば具体的にご記入ください。 

 

 
問 15 市内循環バスについてお尋ねします。 
（１）市内循環バスを利用したことはありますか。 

１．ある  →（２）へ ２．ない  →（３）へ 

（２）＜（１）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞ どのような目的で利用し

ていますか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
１．市役所 
２．公共施設 
３．通院 
４．買い物 
５．観光 
６．娯楽・交友 
７．電車に乗り継ぐため（ア．通勤・通学 イ．通勤・通学以外） 
８．その他（                                ） 

（３）＜（１）で「２．ない」とお答えになった方にお尋ねします。＞ どのようになれば利用

しますか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
１．運行便数の増加 
２．運行コースの変更 
３．運行時間の延長 
４．高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善 
５．一周にかかる所要時間の短縮 
６．その他（                                ） 

 
問 16 国際化社会に対応して本市の国際交流をどのように促進すべきだとお考えですか。次の中

から２つまで選び○をつけてください。 
１．海外の都市と姉妹都市提携を結ぶなど全市レベルで交流を図る 
２．市民レベルでの生活・文化・スポーツの交流を促進する 
３．児童・生徒などの教育交流を促進する 
４．外国人との交流を深めていく 
５．技術・産業・物産面などの交流を促進する 
６．国際化に対応するための人材の育成を促進する 
７．その他（                                ） 
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問 17 市の教育方針として、今後どのような教育に力を入れるべきとお考えですか。次の中から

２つまで選び○をつけてください。 
１．豊かな人間性や個性を育てる心の教育

２．文化のまちにふさわしい質の高い教育

３．いじめや虐待を防止する道徳教育 
４．環境や自然を大切にする環境教育 

５．高度な情報化社会に対応できる情報教育

６．国際社会に対応できる国際教育 
７．人権教育 
８．その他（             ）

 
問 18 市の防災体制として、どのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２つまで選び

○をつけてください。 
１．他市町村と連携した防災活動 
２．防災意識の高揚（普及・啓発） 
３．地域の防災体制の強化推進 
４．救急・救助体制の充実 

５．避難場所の確保・周知徹底 
６．応急物資の確保 
７．災害時の情報網強化 
８．その他（             ）

 
問 19 地域に開かれた大学を目指しているものつくり大学についてお尋ねします。 
（１）大学の施設を見学または利用したことがありますか。次の中から１つ選び○をつけてくだ

さい。 
１．ある 
２．ないが、機会があれば見学または利用したいと思う 
３．ないし、見学または利用したいと思わない 

（２）市では、ものつくり大学を核としたまちづくりに力を入れています。あなたが、今後、大

学に期待することは何ですか。次の中から２つまで選び○をつけてください。 
１．公開講座や大学の施設の利用など、地域に開かれたものにしてほしい 
２．若い人が増え、にぎわいが創出されるなど、まちの活性化にもつなげてほしい 
３．専門的な大学であり、技能習得の中心施設として、まちの産業発展に生かしてほしい

４．市内の小・中・高校と合同のイベントなどを行い、地域の活性化につなげてほしい 
５．ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めていってほしい 
６．その他（                                ） 
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問 20 あなたの通勤・通学先や、買物、行楽などの主たる行き先はどこですか。次の項目ごとに

該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 

市
内 

近
隣
市
町 

県
内 

県
外 

そ
の
よ
う
な
行
動
は

し
て
い
な
い 

① 通勤先・通学先 １ ２ ３ ４ ５ 
② 日常的な買物 １ ２ ３ ４ ５ 
③ 週末の買物 １ ２ ３ ４ ５ 
④ 病院等の利用 １ ２ ３ ４ ５ 
⑤ スポーツ・レクリエーション １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ 生涯学習、サークル、文化活動 １ ２ ３ ４ ５ 
⑦ 音楽会、観劇、美術鑑賞等 １ ２ ３ ４ ５ 
⑧ 自然に親しむ近距離の行楽 １ ２ ３ ４ ５ 
⑨ 歴史・文化に親しむ近距離の行楽 １ ２ ３ ４ ５ 

 

Ⅴ．男女平等意識について、お尋ねします  

問 21 男女の地位の平等感についてお尋ねします。 
（１）男女の地位は平等になっていると思いますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１

つ選び○をつけてください。 

 

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
男
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
女
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

分
か
ら
な
い 

① 家庭生活のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 
② 学校教育のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 
③ 職場のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 
④ 社会通念や慣習のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 
⑤ 法律や制度のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 
⑥ 地域活動の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 
⑦ 全体として １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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（２）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方がありますが、あなたはこの考え方

に同感しますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．同感する 
２．同感しない 

３．どちらともいえない 
４．分からない 

（３）あなたの家庭では次のことがらを主にどなたが行っていますか。項目ごとに該当する番号

をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 

主
に
自
分 

自
分
と
配
偶
者
が
同

じ
く
ら
い 

主
に
配
偶
者 

主
に
配
偶
者
以
外
の

家
族 

家
族
以
外
の
人
に
依

頼 あ
て
は
ま
ら
な
い 

① 炊事・洗濯・掃除等の家事 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
② 育児や子どものしつけ １ ２ ３ ４ ５ ６ 
③ 親や家族の介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
④ 自治会などの地域活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
⑤ 子どもの学校行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（４）あなたは、現在収入のある職業（パート・アルバイトを含む）についていますか。次の中

から１つ選び○をつけてください。 
１．現在職業についている              →（５）へ 
２．以前は働いていたが、現在は職業についていない  →（５）へ 
３．今まで働いたことはない 

（５）＜（４）で「１．現在職業についている」「２．以前は働いていたが、現在は職業について

いない」とお答えになった方にお尋ねします＞ あなたの職場では、仕事の内容や接遇面で、

女性に対して次のようなことがありますか。または、過去にありましたか。次の中から該当

するものすべてを選び○をつけてください。 
１．男性に比べて女性の採用が少ない 
２．職務内容における男女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど） 

３．賃金、昇給などに男女差がある 

４．女性は管理職などにはつけない 

５．女性は同じポストの男性より教育・研修の機会が少ない 

６．女性は結婚や出産で退職するという習慣がある 

７．女性は宴会などで接待役をさせられる 

８．特定の年齢以上の女性に退職を勧奨するような雰囲気がある 

９．特にない 

10．その他（                                ） 
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問 22 社会活動への参加の現状についてお尋ねします。 

（１）あなたは、この１年間に社会活動に参加したことがありますか。次の中から該当するものす

べてを選び○をつけてください。 
１．自治会（老人会・女性部を含む）、町内会などの参加 
２．福祉・ボランティア活動 

３．ＰＴＡや子ども会などの活動 

４．趣味・教養・スポーツ等のサークル活動 

５．環境保全活動 

６．グループで行う勉強会や研修会 

７．市で行う講座等への参加 

８．何もしていない 

９．その他（                                            ） 

（２）あなたは、女性が政策立案や方針決定をする場に進出するためには何が必要だとお考えで

すか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 
１．行政の審議委員などに女性委員を増やす 
２．行政・企業の管理職に女性を増やす 

３．自治会など地域団体の長や役員に女性を増やす 

４．家事や子育てなど家庭内での責任を男女がバランスよく分かち合う 

５．女性が学習・研修・能力開発をする機会を充実させる 

６．女性の活動を支援する団体に情報提供したり、活動を支援する 

７．男性が男女共同参画について学ぶ機会を充実させる 

８．女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を高める 

９．分からない 
10．その他（                                ） 

 
問 23 人権・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について、お尋ねします。 
（１）あなたは、これまでに、あなたの配偶者やパートナーから次のような行為をされたことが

ありますか。項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

 

何
度
も
あ
っ
た 

１
、
２
度
あ
っ
た

ま
っ
た
く
無
い 

① 殴られたり、蹴られたりした １ ２ ３ 
② 刃物などを突きつけられ脅された １ ２ ３ 
③ 物を投げつけられた １ ２ ３ 
④ 嫌がるのに性的な行為を求められた １ ２ ３ 
⑤ ポルノビデオや雑誌を無理やり見せられた １ ２ ３ 
⑥ 交友関係や電話、郵便物などを細かく監視された １ ２ ３ 
⑦ 大声でどなられた １ ２ ３ 
⑧ 「誰のおかげで生活できるのか」などと言われた １ ２ ３ 
⑨ 何を言っても長時間無視された １ ２ ３ 
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（２）＜（１）で１つでも「何度もあった」「１、２度あった」とお答えになった方にお尋ねしま

す＞ あなたはこれまでにその相手から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談し

たりしましたか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
１．相談した             →（３）へ 
２．相談したかったが、出来なかった  →（４）へ 
３．相談しようとは思わなかった    →（４）へ 

（３）＜（２）で「１．相談した」とお答えになった方にお尋ねします＞ あなたが相談した人

や場所を教えてください。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
１．家族・親戚 
２．友人・知人 

３．警察 

４．行田市の相談窓口・電話相談など 

５．行田市以外の公的機関 

６．医師・カウンセラー 

７．民生委員 

８．人権擁護委員 

９．弁護士 
10．その他（            ）

（４）＜（２）で「２．相談したかったが、出来なかった」、「３．相談しようとは思わなかった」

とお答えになった方にお尋ねします＞ あなたが誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜ

ですか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
１．誰に相談したらよいかわからなかった 
２．恥ずかしくて誰にも言えなかったから 

３．相談しても無駄だと思ったから 

４．相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思ったから 

５．自分さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから 

６．世間体が悪いから 

７．他人を巻き込みたくないから 

８．自分に悪いところがあると思ったから 

９．相談するほどのことではないと思ったから 
10．その他（                                ） 

 
問 24 平成１９年１２月に政府、地方公共団体、経済界、労働界の合意により「ワーク・ライフ・

バランス憲章」が制定されましたが、あなたは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を

ご存知ですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．言葉も意味も知っている 
２．言葉だけは知っている（聞いたことがある） 
３．知らない 
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問 25 男女共同参画社会の実現のためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び

○をつけてください。 
１．学校教育における男女平等教育の推進 
２．男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援 

３．誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備 

４．保育環境を充実させる 

５．女性を政策立案・方針決定の場に積極的に登用する 

６．女性に対するあらゆる暴力の根絶 

７．地域活動やボランティア活動への支援を行う 

８．セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を増やす 

９．その他（                                ） 
 

問 26 市では、男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」を設置・運営していますが、今

後どのような事業を期待しますか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 

１．相談事業の充実 
２．男女共同参画に関する講座・フォーラムの開催 

３．情報紙や啓発パンフレットなどによる啓発事業 

４．就職講座や起業講座などによる女性の就業支援 

５．ＮＰＯ・ボランティア活動などを行う団体、グループの活動支援 

６．男女共同参画リーダーの育成 

７．男女共同参画に関する問題の調査・研究の充実 

８．その他（                                ） 
 

Ⅵ 市政や市役所について、お尋ねします 

問 27 市政や市役所についてどんな印象を持っていますか。次の項目ごとに該当する番号をそれ

ぞれ１つ選び○をつけてください。 
（１）行政への信頼度 

１．信頼できる 
２．まあまあ信頼できる 

３．あまり信頼できない 
４．信頼できない 

（２）各施策の実行能力 
１．かなりある 
２．それなりにある 

３．あまりない 
４．全くない 

（３）市役所の利用しやすさ 
１．利用しやすい 
２．ふつうである 

３．利用しにくい 
 

（４）窓口の対応 
１．よい 
２．ふつうである 

３．わるい 
 

 



問 28 市政に市民の声を反映しやすくするためには、どんなことに力を入れることが必要だとお

考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
１．相談窓口を多くする 
２．公聴会などの開催を多くする 
３．市長と市民との交流を多くする 

４．職員と市民との交流を多くする 
５．広報誌などに市民の声を多く載せる 
６．その他（            ）

 
問29 市政への参加についてどのようにお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

１．市政を考える集まりや組織に参加したい 
２．自治会や各種団体を活用して意見を述べたい 
３．市の説明会や懇談会に参加して意見を述べたい 
４．電話したり、市役所に行ったりして意見を述べたい 
５．手紙や電子メールで意見を述べたい 
６．市役所、議会や専門家に一任したい 
７．関心がない 
８．その他（                                 ） 

 
問 30 今後の行政運営について、どのような方向が望ましいと思いますか。次の中から１つ選び

○をつけてください。 
１．費用は掛かっても行政の責任で進める 
２．費用は出来るだけ掛けず行政の責任で進める 
３．市民や民間と協働で事業を進める 
４．市民や民間で出来る事業はまかせて進める 
５．その他（                                ） 

 
問 31 古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについてどのようにお考えですか。次の中か

ら１つ選び○をつけてください。 

１．賛成 
２．反対 

３．どちらでもよい 
 

 
問 32 市政に対してのご意見、ご要望、お気づきの点がありましたら自由にご記入ください。 

■ご協力ありがとうございました 
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Ⅴ．集計表 
 



Ｆ１ 性別 

 
 

全体 男 女 無回答
実数（人） 1675 807 773 95
％ 100.0 48.2 46.1 5.7

 
Ｆ２ 年齢 
 
 

全体 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答
実数（人） 1675 66 148 215 285 891 70
％ 100.0 3.9 8.8 12.8 17.0 53.2 4.2

 
Ｆ３ 職業 
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全体

専門職
（医師、税
理士、専
門技術職

など）

管理職
（会社の
重役、課
長など）

会社等事
務従事者

公務員、
教員

製造業、
小売業等
従事者、
運転手

農林漁
業、畜産

業

サービス
業（理・美
容、マッ
サージ、
接客業な

ど）

自営業
（商、工、
建築業、
製造業な

ど）

実数（人） 1675 69 88 112 52 153 37 84 95
％ 100.0 4.1 5.3 6.7 3.1 9.1 2.2 5.0 5.7

全体 学生 主婦 無職 その他 無回答
実数（人） 1675 1 260 534 107 83
％ 100.0 0.1 15.5 31.9 6.4 5.0

Ｆ４ 居住年数 
 
 
 

全体
３年未満 ３年以上

７年未満
７年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上 無回答

実数（人） 1675 108 126 175 98 1094 74
％ 100.0 6.4 7.5 10.4 5.9 65.3 4.4

Ｆ５ 居住地区 
 
 
 
 

全体 忍 行田 佐間 持田 星河 長野 星宮 下忍
実数（人） 1675 135 102 126 250 138 226 41 36
％ 100.0 8.1 6.1 7.5 14.9 8.2 13.5 2.4 2.1

全体 荒木 須加 北河原 埼玉 太田 太井 南河原 無回答
実数（人） 1675 75 35 21 97 122 122 59 9
％ 100.

0
0 4.5 2.1 1.3 5.8 7.3 7.3 3.5 5.4

 
Ｆ６ 家族構成 
 
 
 

全体
夫婦だけ 二世代世

帯
三世代世

帯
単身世帯 その他 無回答

実数（人） 1675 362 596 110 259 258 90
％ 100.0 21.6 35.6 6.6 15.5 15.4 5.4

Ｆ７ 住居形態 
 
 
 
 
 

全体

一戸建
（持ち家）

マンション
等（持ち

家）

一戸建
（借家）

民間ア
パート・マ
ンション
（借家）

給与住宅
（社宅、
療、公務
員宿舎な

ど）

その他 無回答

実数（人） 1675 1336 8 65 121 16 64 65
％ 100.0 79.8 0.5 3.9 7.2 1.0 3.8 3.9

問１（１）行田市の住み心地はいかがですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 全体

住みよい どちらか
といえば
住みよい

ふつう どちらか
といえば
住みにく

い

住みにく
い

無回答

数（人） 1675 316 430 583 211 58 77
％ 100.
実

0 18.9 25.7 34.8 12.6 3.5 4.6



（２）＜（１）で「１．住みよい」「２．どちらかといえば住みよい」とお答えになった方にお尋ねします＞そのように
思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

住み慣れ
ている

人間関係
（近所付
き合いな
ど）がよい

まちの雰
囲気がよ

い

道路、排
水などの
都市施設
が整って

いる

文化、ス
ポーツな
どの公共
施設が

整ってい
る

交通の便
がよい

買い物の
便がよい

子どもの
教育環境
がよい

実数（人） 746 566 280 96 126 73 92 203 42
％ 100.0 75.9 37.5 12.9 16.9 9.8 12.3 27.2 5.6

全体

自然環境
がよい

公害（騒
音・振動・
悪臭な

ど）がない

商売や仕
事の便が

よい

その他 無回答

実数（人） 746 247 148 23 21 3
％ 100.0 33.1 19.8 3.1 2.8 0.4

 
（３）＜（１）で「４．どちらかといえば住みにくい」「５．住みにくい」とお答えになった方にお尋ねします＞そのよう
に思われる理由を、次の中から３つまで選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

住み慣れ
ていない

人間関係
（近所付
き合いな
ど）がわ

るい

まちの雰
囲気がわ

るい

道路、排
水などの
都市施設
が整って
いない

文化、ス
ポーツな
どの公共
施設が

整ってい
ない

交通の便
がわるい

買い物の
便がわる

い

子どもの
教育環境
がわるい

実数（人） 269 17 44 51 95 36 188 127 30
％ 100.0 6.3 16.4 19.0 35.3 13.4 69.9 47.2 11.2

全体

自然環境
がわるい

公害（騒
音・振動・
悪臭な

ど）がある

商売や仕
事の便が
わるい

その他 無回答

実数（人） 269 22 34 33 32 1
％ 100.0 8.2 12.6 12.3 11.9 0.4

 
（４）今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 

 
 
 

全体

一生住み
続けたい

ある程度
住み続け

たい

移転した
い

どちらとも
いえない

無回答

実数（人） 1675 813 334 98 253 177
％ 100.0 48.5 19.9 5.9 15.1 10.6

 
問２ 行田市の生活環境や市の施設についてどのように感じていますか。次の項目ごとに該当する番号をそ
れぞれ１つ選び○をつけてください。 
（１）道路・交通 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満であ

る

不満であ
る

無回答

① 道路の整備について 1675 154 259 776 277 123 86
100.0 9.2 15.5 46.3 16.5 7.3 5.1

② バスの便と路線網について 1675 73 123 599 427 312 141
100.0 4.4 7.3 35.8 25.5 18.6 8.4

③ 鉄道の便について 1675 79 125 567 423 332 149
100.0 4.7 7.5 33.9 25.3 19.8 8.9

④ 交通安全対策について 1675 59 143 1013 220 89 151
100.0 3.5 8.5 60.5 13.1 5.3 9.0
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（２）生活環境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満であ

る

不満であ
る

無回答

① 上水道の整備について 1675 346 301 776 72 63 117
100.0 20.7 18.0 46.3 4.3 3.8 7.0

② 下水道の整備について 1675 258 230 644 199 227 117
100.0 15.4 13.7 38.4 11.9 13.6 7.0

③ ごみの収集処理について 1675 395 407 537 159 68 109
100.0 23.6 24.3 32.1 9.5 4.1 6.5

④ 自然環境及び公園・緑地について 1675 151 331 770 224 73 126
100.0 9.0 19.8 46.0 13.4 4.4 7.5

⑤ 子どもの遊び場について 1675 53 159 785 399 124 155
100.0 3.2 9.5 46.9 23.8 7.4 9.3

⑥ 災害時の避難体制について 1675 55 159 1041 205 67 148
100.0 3.3 9.5 62.1 12.2 4.0 8.8

⑦ 防犯体制について 1675 52 135 983 271 75 159
100.0 3.1 8.1 58.7 16.2 4.5 9.5

⑧ 河川・用水の整備について 1675 62 163 928 279 104 139
100.0 3.7 9.7 55.4 16.7 6.2 8.3

⑨ 悪臭・騒音・振動などの公害について 1675 78 209 850 272 133 133
100.0 4.7 12.5 50.7 16.2 7.9 7.9

⑩ 日用品などの買物の便利さについて 1675 169 335 635 288 149 99
100.0 10.1 20.0 37.9 17.2 8.9 5.9

 
（３）教育・文化・コミュニティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満であ

る

不満であ
る

無回答

① 小・中学校などの教育施設について 1675 91 241 1024 78 18 223
100.0 5.4 14.4 61.1 4.7 1.1 13.3

② 小・中学校などの教育内容や 1675 63 209 1024 104 33 242
　　取り組みについて 100.0 3.8 12.5 61.1 6.2 2.0 14.4
③ 幼稚園などの幼児施設について 1675 75 191 1003 125 34 247

100.0 4.5 11.4 59.9 7.5 2.0 14.7
④ 公民館や図書館などの 1675 133 342 825 168 31 176
　　公共施設について 100.0 7.9 20.4 49.3 10.0 1.9 10.5
⑤ 公共施設の集会機能について 1675 76 232 980 160 47 180

100.0 4.5 13.9 58.5 9.6 2.8 10.7
⑥ スポーツ・レクリエーション施設に 1675 80 226 886 238 57 188
　　ついて 100.0 4.8 13.5 52.9 14.2 3.4 11.2
⑦ 生涯学習などの学習機会について 1675 50 160 1090 144 26 205

100.0 3.0 9.6 65.1 8.6 1.6 12.2
⑧ 文化・趣味・スポーツなどの地域活動 1675 59 190 1057 146 36 187
　　やｻｰｸﾙ活動への参加機会について 100.0 3.5 11.3 63.1 8.7 2.1 11.2
⑨ 広報誌などの広報活動について 1675 84 262 1034 94 23 178

100.0 5.0 15.6 61.7 5.6 1.4 10.6
⑩ 観光施設について 1675 47 176 853 322 94 183

100.0 2.8 10.5 50.9 19.2 5.6 10.9
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（４）保健・医療・福祉 
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全体

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満であ

る

不満であ
る

無回答

① 健診などの保健活動について 1675 96 278 923 179 62 137
100.0 5.7 16.6 55.1 10.7 3.7 8.2

② 医療機関・医療体制について 1675 82 213 838 308 104 130
100.0 4.9 12.7 50.0 18.4 6.2 7.8

③ 夜間・休日などの救急医療について 1675 67 167 784 371 129 157
100.0 4.0 10.0 46.8 22.1 7.7 9.4

④ 保育所等の児童福祉について 1675 34 122 1046 214 46 213
100.0 2.0 7.3 62.4 12.8 2.7 12.7

⑤ 高齢者に対する福祉について 1675 49 147 887 361 112 119
100.0 2.9 8.8 53.0 21.6 6.7 7.1

⑥ 障害者に対する福祉について 1675 39 95 961 290 102 188
100.0 2.3 5.7 57.4 17.3 6.1 11.2

 
問３ これからの市政において、特に力を入れてほしいものは何ですか。次の中から３つまで選び○をつけて
ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

道路や
橋、交通
の整備

市街地や
住宅の整

備

公園・街
路樹整備

水や緑な
ど自然環
境の保全

歴史・文
化遺産の

保全

ごみ処理
やリサイ

クル

消防や防
災・防犯

保健や医
療の充実

実数（人） 1675 366 96 193 287 120 300 228 668
％ 100.0 21.9 5.7 11.5 17.1 7.2 17.9 13.6 39.9

全体

社会福祉
の充実

男女共同
参画社会
の推進

国際交流
の推進

情報公開
の推進

広域行政
の推進

公共施設
の市町村
間の相互

利用

農業の活
性化

工業の活
性化

実数（人） 1675 474 16 23 61 24 85 209 96
％ 100.0 28.3 1.0 1.4 3.6 1.4 5.1 12.5 5.7

全体

商業の活
性化

観光・レク
リエーショ
ンの充実

学校教育
の充実

社会教
育・生涯
学習の充

実

文化・ス
ポーツの

振興

市財政の
健全化、
行政の合

理化

市政への
住民参加

児童・生
徒の保護

対策

実数（人） 1675 300 114 202 92 79 417 76 132
％ 100.0 17.9 6.8 12.1 5.5 4.7 24.9 4.5 7.9

全体 その他 無回答
実数（人） 1675 45 53
％ 100.0 2.7 3.2

 
問４ 行田市が将来どんなまちになったらよいとお考えですか。次の中から２つまで選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 

全体

歴史・文
化や自然
を生かし
たまち

観光資源
を生かし
た観光振
興のまち

商業や産
業が発展
し、経済
活動が盛
んなまち

生活環境
の整った

まち

教育・文
化の充実
したまち

社会福祉
の充実し
たまち

その他 無回答

実数（人） 1675 488 181 613 762 229 807 23 47
％ 100.0 29.1 10.8 36.6 45.5 13.7 48.2 1.4 2.8

 
問５（１）地域的な活動への参加についてどのようにお考えですか。次の中から 1 つ選び○をつけてください。 

 
 
 

全体

積極的に
参加する

求められ
れば参加

する

参加した
いが時間
や暇がな

い

わずらわ
しいので
参加しな

い

意識して
いない

無回答

数（人） 1675 157 649 354 164 265 86
100.

実
0 9.4 38.7 21.1 9.8 15.8 5. ％ 1

 



（２）＜（１）で「１．積極的に参加する」「２．求められれば参加する」とお答えになった方にお尋ねします＞主にど
のような地域活動に参加したいとお考えですか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 

全体

地域の清
掃活動

地域のリ
サイクル

活動

スポーツ
活動（少
年野球・
バレー
ボール・
サッカー
等の指導

など）

お祭り ＰＴＡ その他 無回答

実数（人） 806 480 396 129 322 90 61 20
％ 100.0 59.6 49.1 16.0 40.0 11.2 7.6 2.5

問６（１）あなたは、ボランティア活動に参加していますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 

全体

積極的に
参加して

いる

ときおり
参加して

いる

参加した
いが機会
がない

参加して
いない

無回答

実数（人） 1675 103 233 250 970 119
％ 100.0 6.1 13.9 14.9 57.9 7.1

 
（２）＜（１）で「１．積極的に参加している」「２．ときおり参加している」とお答えになった方にお尋ねします＞主
にどのようなボランティア活動に参加されていますか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてくだ
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

福祉活動
（高齢者・
傷病者・
身障者の
介護な

ど）

環境浄化
活動（道
路・公園・
河川等の
清掃な

ど）

スポーツ
活動（少
年野球・
バレー
ボール・
サッカー
等の指導

など）

文化活動
（書道・絵
画・手芸
等の指導

など）

交通安全
活動（交
通事故防
止運動な

ど）

青少年健
全育成活
動（非行
防止運
動、キャ
ンプ等の
指導な

ど）

国際交流
活動

子育て支
援活動

実数（人） 336 65 168 50 33 48 19 6 25
％ 100.0 19.3 50.0 14.9 9.8 14.3 5.7 1.8 7.4

全体 その他 無回答
実数（人） 336 37 7
％ 100.0 11.0 2.1

（３）＜（１）で「３．参加したいが機会がない」とお答えになった方にお尋ねします＞どのような理由なのか、次
の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 

全体

仕事が忙
しくて時
間がとれ

ない

活動に参
加してい
る知人が
いない

どういうボ
ランティア
団体があ
るのかわ
からない

活動に関
する情報
が得られ

ない

その他 無回答

実数（人） 250 130 73 106 109 9 3
％ 100.0 52.0 29.2 42.4 43.6 3.6 1.2

 141



問７（１）今後の少子化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３つま
で選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

多様な保
育ニーズ
（一時保
育や延長
保育な
ど）への

対応

放課後児
童対策の

充実

子育てや
教育など
の相談機
能の強化

子育てし
やすい住
環境の整

備

子育てし
やすい都
市環境
（道路、
駅、公共
施設な
ど）の整

備

保健・医
療の充実

女性の就
労機会の
拡大や就
労環境の

整備

各種助成
制度の充
実等の経
済的支援

実数（人） 1675 611 333 179 429 264 729 414 549
％ 100.0 36.5 19.9 10.7 25.6 15.8 43.5 24.7 32.8

全体

地域的な
子育て支
援（情報
の提供や
高齢者、
異年齢者
との交流

など）

援助活動
など地域
の人材の
活用・育

成

子育て等
の学習機
会の提供

父親の育
児参加の

推進

その他 無回答

実数（人） 1675 304 211 60 104 53 134
％ 100.0 18.1 12.6 3.6 6.2 3.2 8.0

 
（２）今後の高齢化社会に対応するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選
び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

介護保険
制度の充

実

相談窓口
の充実や
相談機能
の強化

生涯学習
等の学習
機会の充

実

ボランティ
アなどの
地域の人
材の活用

と育成

高齢者に
やさしい
バリアフ
リーなま

ちづくりの
推進

老人福祉
センター
など、高
齢者の余
暇活動の
ための施
設の充実

高齢者の
就労機会
の充実

高齢者の
いきがい
を高める
事業や他
世代との
ふれあい
の機会の

充実
実数（人） 1675 931 313 118 252 400 419 360 379
％ 100.0 55.6 18.7 7.0 15.0 23.9 25.0 21.5 22.6

全体

保健・医
療の充実
による高
齢者の健
康づくり
の推進

介護予防
教室など
のための
公共施設
の有効活

用

悪質商法
の被害防
止対策の

充実

高齢者の
財産保護
や虐待防
止対策の

推進

いきいき
サロンな
ど、地域
で交流で
きる場の

提供

その他 無回答

実数（人） 1675 670 141 153 125 260 29 78
％ 100.0 40.0 8.4 9.1 7.5 15.5 1.7 4.7

 

 142



問８（１）行田市の環境は良いと感じますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけてくだ
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

良いと感
じる

どちらか
といえば
良いと感

じる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
悪いと感

じる

悪いと感
じる

無回答

① 緑の整備状況 1675 173 401 802 130 23 146
100.0 10.3 23.9 47.9 7.8 1.4 8.7

② 生き物の営みの保護と育成状況 1675 51 200 966 207 49 202
100.0 3.0 11.9 57.7 12.4 2.9 12.1

③ 池や川の水のきれいさ 1675 33 144 708 475 147 168
100.0 2.0 8.6 42.3 28.4 8.8 10.0

④ 空気のきれいさ 1675 88 344 889 149 30 175
100.0 5.3 20.5 53.1 8.9 1.8 10.4

⑤ 歴史や文化との調合 1675 85 450 830 98 20 192
100.0 5.1 26.9 49.6 5.9 1.2 11.5

⑥ 公園の整備状況 1675 68 302 801 261 60 183
100.0 4.1 18.0 47.8 15.6 3.6 10.9

⑦ 道のきれいさ 1675 45 187 785 367 126 165
　　（たばこやごみのポイ捨てがない） 100.0 2.7 11.2 46.9 21.9 7.5 9.9
⑧ ごみ分別の状況 1675 90 340 781 225 73 166

100.0 5.4 20.3 46.6 13.4 4.4 9.9
⑨ 資源・エネルギーの有効利用 1675 31 119 1010 251 56 208

100.0 1.9 7.1 60.3 15.0 3.3 12.4
⑩ 市全体の環境配慮の意識 1675 30 175 974 263 58 175

100.0 1.8 10.4 58.1 15.7 3.5 10.4

 
（２）市の環境を保全・改善するためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○
をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

リサイク
ル活動の

促進

ごみの分
別収集等
の強化

環境条
例・環境
協定の制

定

環境マネ
ジメントシ

ステム
（ISO

14000）の
導入

ごみにな
らない製
品の製

造・販売・
購入の促

進

工場や道
路・鉄道
などの騒
音・振動・
悪臭など
の防止・

削減

廃棄物の
総量削減

公園等公
共緑地の
整備、民
有地にお
ける緑地
協定など
緑地の保
全・創造

実数（人） 1675 666 463 194 92 575 266 323 445
％ 100.0 39.8 27.6 11.6 5.5 34.3 15.9 19.3 26.6

全体

エコビジ
ネス（環

境に配慮
した業務
を行うビ
ジネス）

育成

低公害車
の普及促

進

市内の総
合的な自
動車交通
総量の削

減

水辺環境
の保全整

備

土地利用
の制限強

化

環境保全
の普及・
啓発活動

その他 無回答

実数（人） 1675 254 178 70 377 147 238 24 103
％ 100.0 15.2 10.6 4.2 22.5 8.8 14.2 1.4 6.1

（３）市のごみ収集体制（収集回数や分別方法など）についてどのようにお考えですか。次の中から２つまで選
び○をつけてください。 
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 全体

現在の収
集回数・
分別方法

でよい

収集回数
を増やし
たほうが

よい

収集回数
を減らし
たほうが

よい

もっと細
かく分別
したほう
がよい

分別の種
類を減ら
したほう
がよい

ごみの有
料化を検
討したほ
うがよい

その他 無回答

（人） 1675 922 700 102 194 186 158 65 76
100. 

実数
％ 0 55.0 41.8 6.1 11.6 11.1 9.4 3.9 4.5

 
※＜（３）で「２．収集回数を増やしたほうがよい」とお答えになった方にお尋ねします＞増やしたほうがよいも
のを次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 
 
 

全体
燃えるご

み
燃えない

ごみ
粗大ごみ 有害ごみ 資源物 無回答

数（人） 700 107 405 290 121 147 47
％ 100.
実

0 15.3 57.9 41.4 17.3 21.0 6.7



※＜（３）で「３．収集回数を減らしたほうがよい」とお答えになった方にお尋ねします＞減らしたほうがよいもの
を次の①～⑤の中からすべて選び○をつけてください。 
 
 
 

全体
燃えるご

み
燃えない

ごみ
粗大ごみ 有害ごみ 資源物 無回答

実数（人） 102 65 4 8 13 8 12
％ 100.0 63.7 3.9 7.8 12.7 7.8 11.8

問９（１）あなたは、健康についてどのようなイメージをもっていますか。次の中から２つまで選び○をつけてく
ださい。 
 
 
 
 
 

全体

心身とも
に健やか

なこと

快食、快
眠、快便

病気や障
害があっ
ても生き
がいを

持ってい

何事も前
向きに考
えられる

幸せなこ
と

長生きで
きること

その他 無回答

実数（人） 1675 1246 415 409 575 316 134 10 43
％ 100.0 74.4 24.8 24.4 34.3 18.9 8.0 0.6 2.6

（２）健康づくりのためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

定期健診
などによ
る健康管

理

健康を保
つための
食事と食
育の推進

食生活の
改善によ
る生活習
慣病の予

防

適度なス
ポーツな
どによる
体力づく

り

過労防止
のための
適切な睡
眠・休息

ストレス
発散や気
分転換

禁煙 飲酒を控
える

実数（人） 1675 968 532 519 692 385 779 195 70
％ 100.0 57.8 31.8 31.0 41.3 23.0 46.5 11.6 4.2

全体

健康講
座・健康
相談への
参加や情
報収集

身近な人
や仲間と
の交流・
支えあい
（自主グ
ループで
の活動な

ど）

その他 無回答

実数（人） 1675 91 382 7 42
％ 100.0 5.4 22.8 0.4 2.5

 
問 10 歴史や文化遺産を生かしたまちづくりのためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中か
ら３つまで選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

屋敷林の
ある田園
風景等の

保全

城下町と
しての街
並みの保

全

まちの風
景の魅力
度をアッ
プさせる
ための計
画づくり

川辺や橋
を整備

し、うるお
いのある
ものにす

る

街路樹や
歩道、車
道を整備
し、ゆとり
のあるも
のとする

公共建物
をシンボ
ル性のあ
るものと

する

まちの風
景は我が
家からと
いう発想
を持つ

さきたま
古墳群を
核とした
世界遺産
を目指す
まちづくり

実数（人） 1675 311 794 476 454 736 99 203 500
％ 100.0 18.6 47.4 28.4 27.1 43.9 5.9 12.1 29.9

全体

足袋蔵な
ど歴史的
建造物を
保存・活
用した風
格のある
まちづくり

その他 無回答

実数（人） 1675 568 40 79
％ 100.0 33.9 2.4 4.7
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問 11 市の商業や産業の振興のためにはどのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２つまで選び
○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

新しい産
業資源の

発掘

歴史・文
化資産を
生かした
施設や産
業づくり

豊かな自
然を生か

したレ
ジャー・レ
クリエー
ション施
設づくり

農産物の
加工開発
や新しい
農業経営
の研究

商店街の
整備

企業の誘
致

若い世代
の台頭や
後継者の

育成

市の計画
や積極的
な支援

実数（人） 1675 325 416 309 389 548 372 508 237
％ 100.0 19.4 24.8 18.4 23.2 32.7 22.2 30.3 14.1

全体 その他 無回答
実数（人） 1675 29 82
％ 100.0 1.7 4.9

 
問 12 市民の憩いの場であり、また子どもたちの遊び場である公園・緑地の維持管理についてどのようにす
べきだとお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

公園・緑
地の清掃
は住民が
積極的に
参加すべ
きである

公園・緑
地の設備
や立て札
などは市
で管理

し、あとは
利用者の
モラルに
まかせる
べきであ

る

公園・緑
地は公共
のもので
あり、基
本的に市
が管理す
べきであ

る

その他 無回答

実数（人） 1675 513 310 693 31 128
％ 100.0 30.6 18.5 41.4 1.9 7.6

 
問 13 あなたは、市から提供される情報でもっと詳しく知りたいものがありますか。次の中から３つまで選び○
をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

市政の動
向

困ったと
きに利用
できる相
談窓口な
どの案内

情報

催し物や
イベントな
どに関す
る情報

文化・学
習活動や
スポーツ
活動の情

報

各種サー
クル活動
の情報

ボランティ
ア活動に
ついての

情報

保健・医
療・福祉
について
の情報

教育に関
する情報

実数（人） 1675 550 946 333 187 111 158 1000 172
％ 100.0 32.8 56.5 19.9 11.2 6.6 9.4 59.7 10.3

全体

ダイオキ
シンなど
の環境に
関する情

報

行田市の
歴史・文
化につい
ての情報

観光・レク
リエーショ
ンなどの
レジャー
について
の情報

その他 無回答

実数（人） 1675 147 225 216 25 140
％ 100.0 8.8 13.4 12.9 1.5 8.4

 
問 14（１）あなたの家庭にインターネットが利用できるパソコンはありますか。次の中から１つ選び○をつけてく
ださい。 
 
 
 
 
 

全体

ある 今はない
が、将来
保有する
つもりで

ある

保有する
つもりは

ない

無回答

実数（人） 1675 907 248 390 130
％ 100.0 54.1 14.8 23.3 7.8
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（２）インターネットに接続されたパソコンを利用して、国・県・市へ申請届出することができる手続きがあること
を知っていますか。 
 
 
 

全体
知ってい

る
知らない 無回答

実数（人） 1675 765 740 170
％ 100.0 45.7 44.2 10.1

（３）インターネットを使って利用したいと思う市のサービスがありますか。 

 
 

全体 ある ない 無回答
実数（人） 1675 133 1213 329
％ 100.0 7.9 72.4 19.6

 
（４）＜（３）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞具体的にどんなサービスを利用したいですか。
自由にご記入ください。 
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全体

各種証明
書（住民
票、戸籍
謄本、印
鑑証明な
ど）の申
請手続
き・届出

や申請書
などのダ
ウンロー

ド

公共施
設、各種
講座など
の案内・
予約申込

み

保健・福
祉・医療
や観光な
どの暮ら
しの情報

市民活動
の紹介や
各種事
業・催し
物などの

情報

市役所、
市議会の

情報

市への意
見、要

望、問い
合わせ等
の発信・

回答

その他

実数（人） 99 46 6 9 13 11 5 17
％ 100.0 46.5 6.1 9.1 13.1 11.1 5.1 17.2

（５）あなたは、市のホームページ（携帯電話用サービスを含む）を見たことがありますか。 
 
 

全体 ある ない 無回答
実数（人） 1675 345 1072 258
％ 100.0 20.6 64.0 15.4

 
（６）市のホームページに掲載してほしい情報があれば具体的にご記入ください。 
 
 
 
 
 

全体

市政の動
向、市議
会などの

情報

公共施
設、各種
講座など
の案内・
利用状況

保健・福
祉・医療
や観光な
どの暮ら
しの情報

市民活動
の紹介や
各種事
業・催し
物などの

情報

行田市の
歴史・文
化につい
ての情報

市への意
見、要

望、問い
合わせ等
の発信・

回答

最新情
報、あら
ゆる情

報、見や
すさなど
の充実

その他

実数（人） 90 19 9 9 8 2 9 27
％ 100.

13
0 21.1 10.0 10.0 8.9 2.2 10.0 30.0 14.4

 
問 15（１）市内循環バスを利用したことはありますか。 

 
 

全体 ある ない 無回答
実数（人） 1675 389 1178 108
％ 100.0 23.2 70.3 6.4

 
（２）＜（１）で「１．ある」とお答えになった方にお尋ねします＞どのような目的で利用していますか。次の中から
該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 全体

市役所 公共施設 通院 買い物 観光 娯楽・交
友

電車に乗
り継ぐた

め

その他

数（人） 389 76 102 98 55 68 68 125 28
100. 実％ 0 19.5 26.2 25.2 14.1 17.5 17.5 32.1 7.2

 全体 無回答
（人） 389 2

100. 
実数
％ 0 0.

 
5



※＜（２）で「７．電車に乗り継ぐため」とお答えになった方にお尋ねします＞どのような目的で利用していますか。 
 
 
 

全体
通勤・通

学
通勤・通
学以外

無回答

実数（人） 125 17 53 55
％ 100.0 13.6 42.4 44.0

（３）＜（１）で「２．ない」とお答えになった方にお尋ねします＞どのようになれば利用しますか。次の中から該
当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 
 
 

全体

運行便数
の増加

運行コー
スの変更

運行時間
の延長

高崎線や
秩父線へ
の乗り継
ぎの改善

一周にか
かる所要
時間の短

縮

その他 無回答

実数（人） 1178 422 261 152 534 138 264 111
％ 100.0 35.8 22.2 12.9 45.3 11.7 22.4 9.4
 
問 16 国際化社会に対応して本市の国際交流をどのように促進すべきだとお考えですか。次の中から２つま
で選び○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 

全体

海外の都
市と姉妹
都市提携
を結ぶな
ど全市レ
ベルで交
流を図る

市民レベ
ルでの生
活・文化・
スポーツ
の交流を
促進する

児童・生
徒などの
教育交流
を促進す

る

外国人と
の交流を
深めてい

く

技術・産
業・物産
面などの
交流を促
進する

国際化に
対応する
ための人
材の育成
を促進す

る

その他 無回答

実数（人） 1675 320 449 558 256 483 426 44 233
％ 100.0 19.1 26.8 33.3 15.3 28.8 25.4 2.6 13.9

 
問 17 市の教育方針として、今後どのような教育に力を入れるべきとお考えですか。次の中から２つまで選び
○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 

全体

豊かな人
間性や個
性を育て
る心の教

育

文化のま
ちにふさ
わしい質
の高い教

育

いじめや
虐待を防
止する道
徳教育

環境や自
然を大切
にする環
境教育

高度な情
報化社会
に対応で
きる情報

教育

国際社会
に対応で
きる国際

教育

人権教育 その他

実数（人） 1675 1033 143 784 506 170 222 78 27
％ 100.0 61.7 8.5 46.8 30.2 10.1 13.3 4.7 1.6

全体 無回答
実数（人） 1675 120
％ 100.0 7.2

問 18 市の防災体制として、どのような施策が重要だとお考えですか。次の中から２つまで選び○をつけてく
ださい。 
 
 
 
 
 
 

全体

他市町村
と連携し
た防災活

動

防災意識
の高揚

（普及・啓
発）

地域の防
災体制の
強化推進

救急・救
助体制の

充実

避難場所
の確保・
周知徹底

応急物資
の確保

災害時の
情報網強

化

その他

実数（人） 1675 332 320 395 586 511 317 487 13
％ 100.0 19.8 19.1 23.6 35.0 30.5 18.9 29.1 0.8

全体 無回答
実数（人） 1675 130
％ 100.0 7.8

 
問 19（１）ものつくり大学の施設を見学または利用したことがありますか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 

全体

ある ないが、
機会があ
れば見学
または利
用したい
と思う

ないし、
見学また
は利用し
たいと思
わない

無回答

実数（人） 1675 324 910 324 117
％ 100.0 19.3 54.3 19.3 7.0
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（２）市では、ものつくり大学を核としたまちづくりに力を入れています。あなたが、今後、大学に期待することは
何ですか。次の中から２つまで選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

公開講座
や大学の
施設の利
用など、
地域に開
かれたも
のにして
ほしい

若い人が
増え、に
ぎわいが
創出され
るなど、ま
ちの活性
化にもつ
なげてほ

しい

専門的な
大学であ
り、技能
習得の中
心施設と
して、まち
の産業発
展に生か
してほし

い

市内の
小・中・高
校と合同
のイベン
トなどを
行い、地
域の活性
化につな
げてほし

い

ものづくり
の楽しさ
を、世代
を超えて
広めて

いってほ
しい

その他 無回答

実数（人） 1675 558 464 617 455 638 40 160
％ 100.0 33.3 27.7 36.8 27.2 38.1 2.4 9.6

 
問 20 あなたの通勤・通学先や、買物、行楽などの主たる行き先はどこですか。次の項目ごとに該当する番
号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

市内 近隣市町 県内 県外 そのよう
な行動は
していな

い

無回答

① 通勤先・通学先 1675 354 241 142 96 470 372
100.0 21.1 14.4 8.5 5.7 28.1 22.2

② 日常的な買物 1675 1140 291 47 9 27 161
100.0 68.1 17.4 2.8 0.5 1.6 9.6

③ 週末の買物 1675 618 589 109 43 83 233
100.0 36.9 35.2 6.5 2.6 5.0 13.9

④ 病院等の利用 1675 970 366 96 34 14 195
100.0 57.9 21.9 5.7 2.0 0.8 11.6

⑤ スポーツ・レクリエーション 1675 491 180 96 96 526 286
100.0 29.3 10.7 5.7 5.7 31.4 17.1

⑥ 生涯学習、サークル、文化活動 1675 455 98 58 38 732 294
100.0 27.2 5.9 3.5 2.3 43.7 17.6

⑦ 音楽会、観劇、美術鑑賞等 1675 151 197 127 389 525 286
100.0 9.0 11.8 7.6 23.2 31.3 17.1

⑧ 自然に親しむ近距離の行楽 1675 199 163 330 519 220 244
100.0 11.9 9.7 19.7 31.0 13.1 14.6

⑨ 歴史・文化に親しむ近距離の行楽 1675 201 114 284 449 373 254
100.0 12.0 6.8 17.0 26.8 22.3 15.2

問 21（１）男女の地位は平等になっていると思いますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○
をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等 どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が非常に
優遇され
ている

分からな
い

無回答

① 家庭生活のなかで 1675 105 507 651 95 21 124 172
100.0 6.3 30.3 38.9 5.7 1.3 7.4 10.3

② 学校教育のなかで 1675 12 107 923 52 9 316 256
100.0 0.7 6.4 55.1 3.1 0.5 18.9 15.3

③ 職場のなかで 1675 139 562 414 57 15 239 249
100.0 8.3 33.6 24.7 3.4 0.9 14.3 14.9

④ 社会通念や慣習のなかで 1675 114 714 384 65 14 136 248
100.0 6.8 42.6 22.9 3.9 0.8 8.1 14.8

⑤ 法律や制度のなかで 1675 67 392 698 74 18 178 248
100.0 4.0 23.4 41.7 4.4 1.1 10.6 14.8

⑥ 地域活動の場で 1675 58 428 659 116 11 180 223
100.0 3.5 25.6 39.3 6.9 0.7 10.7 13.3

⑦ 全体として 1675 61 554 619 66 15 158 202
100.0 3.6 33.1 37.0 3.9 0.9 9.4 12.1
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（２）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方がありますが、あなたはこの考え方に同感します
か。次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 

全体
同感する 同感しな

い
どちらとも
いえない

分からな
い

無回答

実数（人） 1675 314 487 704 60 110
％ 100.0 18.7 29.1 42.0 3.6 6.6

（３）あなたの家庭では次のことがらを主にどなたが行っていますか。項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ
選び○をつけてください。 
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全体

主に自分 自分と配
偶者が同
じくらい

主に配偶
者

主に配偶
者以外の

家族

家族以外
の人に依

頼

あてはま
らない

無回答

① 炊事・洗濯・掃除等の家事 1675 668 138 595 79 7 63 125
100.0 39.9 8.2 35.5 4.7 0.4 3.8 7.5

② 育児や子どものしつけ 1675 276 293 334 33 1 465 273
100.0 16.5 17.5 19.9 2.0 0.1 27.8 16.3

③ 親や家族の介護 1675 242 190 235 41 14 687 266
100.0 14.4 11.3 14.0 2.4 0.8 41.0 15.9

④ 自治会などの地域活動 1675 635 262 304 88 12 172 202
100.0 37.9 15.6 18.1 5.3 0.7 10.3 12.1

⑤ 子どもの学校行事への参加 1675 289 113 375 32 3 579 284
100.0 17.3 6.7 22.4 1.9 0.2 34.6 17.0

 
（４）あなたは、現在収入のある職業（パート・アルバイトを含む）についていますか。次の中から１つ選び○を
つけてください。 
 
 
 
 
 

全体

現在職業
について

いる

以前は働
いていた
が、現在
は職業に
ついてい

ない

今まで働
いたこと
はない

無回答

実数（人） 1675 798 636 87 154
％ 100.0 47.6 38.0 5.2 9.2

 
（５）＜（４）で「１．現在職業についている」「２．以前は働いていたが、現在は職業についていない」とお答えに
なった方にお尋ねします＞ あなたの職場では、仕事の内容や接遇面で、女性に対して次のようなことがあり
ますか。または、過去にありましたか。次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

男性に比
べて女性
の採用が
少ない

職務内容
における
男女差が
ある（女

性は補助
的な仕事
が多いな

ど）

賃金、昇
給などに
男女差が

ある

女性は管
理職など
にはつけ

ない

女性は同
じポスト
の男性よ
り教育・

研修の機
会が少な

い

女性は結
婚や出産
で退職す
るという

習慣があ
る

女性は宴
会などで
接待役を
させられ

る

特定の年
齢以上の
女性に退
職を勧奨
するよう
な雰囲気
がある

実数（人） 1434 394 425 462 193 186 321 168 119
％ 100.0 27.5 29.6 32.2 13.5 13.0 22.4 11.7 8.3

全体 特にない その他 無回答
実数（人） 1434 393 60 105
％ 100.0 27.4 4.2 7.3

問 22（１）あなたは、この１年間に社会活動に参加したことがありますか。次の中から該当するものすべてを選
び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 

全体

自治会
（老人会・
女性部を
含む）、町
内会など
の参加

福祉・ボ
ランティア

活動

ＰＴＡや子
ども会な
どの活動

趣味・教
養・ス

ポーツ等
のサーク
ル活動

環境保全
活動

グループ
で行う勉
強会や研

修会

市で行う
講座等へ
の参加

何もして
いない

実数（人） 1675 756 155 191 366 131 119 158 528
％ 100.0 45.1 9.3 11.4 21.9 7.8 7.1 9.4 31.5

全体 その他 無回答
実数（人） 1675 14 112
％ 100.0 0.8 6.7



（２）あなたは、女性が政策立案や方針決定をする場に進出するためには何が必要だとお考えですか。次の
中から３つまで選び○をつけてください。 
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全体

行政の審
議委員な
どに女性
委員を増

やす

行政・企
業の管理
職に女性
を増やす

自治会な
ど地域団
体の長や
役員に女
性を増や

す

家事や子
育てなど
家庭内で
の責任を
男女がバ
ランスよく
分かち合

う

女性が学
習・研修・
能力開発
をする機
会を充実
させる

女性の活
動を支援
する団体
に情報提
供したり、
活動を支
援する

男性が男
女共同参
画につい
て学ぶ機
会を充実

させる

女性自身
が政策・
方針決定
の場に参
画するこ
とへの関
心を高め

る
実数（人） 1675 460 355 348 511 388 206 233 556
％ 100.0 27.5 21.2 20.8 30.5 23.2 12.3 13.9 33.2

全体
分からな

い
その他 無回答

実数（人） 1675 231 27 176
％ 100.0 13.8 1.6 10.5

 
問 23（１）あなたは、これまでに、あなたの配偶者やパートナーから次のような行為をされたことがありますか。
項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体
何度も
あった

１、２度
あった

まったく無
い

無回答

① 殴られたり、蹴られたりした 1675 44 135 1269 227
100.0 2.6 8.1 75.8 13.6

② 刃物などを突きつけられ脅された 1675 7 22 1393 253
100.0 0.4 1.3 83.2 15.1

③ 物を投げつけられた 1675 42 146 1242 245
100.0 2.5 8.7 74.1 14.6

④ 嫌がるのに性的な行為を求められた 1675 27 67 1321 260
100.0 1.6 4.0 78.9 15.5

⑤ ポルノビデオや雑誌を無理やり 1675 3 10 1401 261
　　見せられた 100.0 0.2 0.6 83.6 15.6
⑥ 交友関係や電話、郵便物などを 1675 32 66 1324 253
　　細かく監視された 100.0 1.9 3.9 79.0 15.1
⑦ 大声でどなられた 1675 115 278 1040 242

100.0 6.9 16.6 62.1 14.4
⑧ 「誰のおかげで生活できるのか」 1675 48 107 1266 254
　　などと言われた 100.0 2.9 6.4 75.6 15.2
⑨ 何を言っても長時間無視された 1675 43 162 1221 249

100.0 2.6 9.7 72.9 14.9

 
（２）＜（１）で１つでも「何度もあった」「１、２度あった」とお答えになった方にお尋ねします＞あなたはこれまで
にその相手から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。次の中から１つ選び○を
つけてください。 
 
 
 
 

全体

相談した 相談した
かった

が、出来
なかった

相談しよ
うとは思
わなかっ

た

無回答

実数（人） 523 101 33 304 85
％ 100.0 19.3 6.3 58.1 16.3

 
（３）＜（２）で「１．相談した」とお答えになった方にお尋ねします＞あなたが相談した人や場所を教えてください。
次の中から該当するものすべてを選び○をつけてください。 
 
 
 全体

家族・親
戚

友人・知
人

警察 行田市の
相談窓
口・電話
相談など

行田市以
外の公的

機関

医師・カ
ウンセ
ラー

民生委員 人権擁護
委員

（人） 101 72 57 10 4 5 11 3 0
100. 

実数
％ 0 71.3 56.4 9.9 4.0 5.0 10.9 3.0 0.0

 全体 弁護士 その他 無回答
（人） 101 7 0 1

100. 
実数
％ 0 6.9 0.0 1.0



（４）＜（２）で「２．相談したかったが、出来なかった」「３．相談しようと思わなかった」とお答えになった方にお
尋ねします＞あなたが誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。次の中から該当するものすべてを選
び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

誰に相談
したらよ
いかわか
らなかっ

た

恥ずかし
くて誰に
も言えな
かったか

ら

相談して
も無駄だ
と思った

から

相談した
ことがわ
かると、

もっとひど
い暴力を
受けると
思ったか

ら

自分さえ
我慢すれ
ば何とか
やってい
けると

思ったか
ら

世間体が
悪いから

他人を巻
き込みた
くないか

ら

自分に悪
いところ
があると
思ったか

ら

実数（人） 337 18 28 77 6 56 22 31 89
％ 100.0 5.3 8.3 22.8 1.8 16.6 6.5 9.2 26.4

全体

相談する
ほどのこ
とではな
いと思っ
たから

その他 無回答

実数（人） 337 209 5 17
％ 100.0 62.0 1.5 5.0

 
問 24 平成１９年１２月に政府、地方公共団体、経済界、労働界の合意により「ワーク・ライフ・バランス憲章」
が制定されましたが、あなたは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉をご存知ですか。次の中から１つ選び○
をつけてください。 
 
 
 
 
 

全体

言葉も意
味も知っ
ている

言葉だけ
は知って
いる（聞
いたこと
がある）

知らない 無回答

実数（人） 1675 114 314 1013 234
％ 100.0 6.8 18.7 60.5 14.0

問 25 男女共同参画社会の実現のためには何が重要だとお考えですか。次の中から３つまで選び○をつけ
てください。 
 
 
 
 
 
 
 

全体

学校教育
における
男女平等
教育の推

進

男女の職
業生活と
家庭・地
域生活の
両立の支

援

誰もが安
心して暮
らせる環
境や条件
の整備

保育環境
を充実さ

せる

女性を政
策立案・
方針決定
の場に積
極的に登
用する

女性に対
するあら
ゆる暴力
の根絶

地域活動
やボラン
ティア活
動への支
援を行う

セミナー
などで男
女平等に
ついて学
ぶ機会を
増やす

実数（人） 1675 567 710 828 425 315 170 163 271
％ 100.0 33.9 42.4 49.4 25.4 18.8 10.1 9.7 16.2

全体 その他 無回答
実数（人） 1675 39 272
％ 100.0 2.3 16.2

 
問 26 市では、男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」を設置・運営していますが、今後どのような事業を
期待しますか。次の中から３つまで選び○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体

相談事業
の充実

男女共同
参画に関
する講

座・フォー
ラムの開

催

情報紙や
啓発パン
フレットな
どによる
啓発事業

就職講座
や起業講
座などに
よる女性
の就業支

援

ＮＰＯ・ボ
ランティア
活動など
を行う団
体、グ

ループの
活動支援

男女共同
参画リー
ダーの育

成

男女共同
参画に関
する問題
の調査・
研究の充

実

その他

実数（人） 1675 594 474 355 475 338 276 301 58
％ 100.0 35.5 28.3 21.2 28.4 20.2 16.5 18.0 3.5

全体 無回答
実数（人） 1675 393
％ 100.0 23.5
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問 27 市政や市役所についてどんな印象を持っていますか。次の項目ごとに該当する番号をそれぞれ１つ選
び○をつけてください。 

（１）行政への信頼度 

 
 
 

全体

信頼でき
る

まあまあ
信頼でき

る

あまり信
頼できな

い

信頼でき
ない

無回答

実数（人） 1675 232 841 330 73 199
％ 100.0 13.9 50.2 19.7 4.4 11.9

 
（２）各施策の実行能力 
 
 
 

全体
かなりあ

る
それなり
にある

あまりな
い

全くない 無回答

実数（人） 1675 69 864 444 48 250
％ 100.0 4.1 51.6 26.5 2.9 14.9

（３）市役所の利用しやすさ 
 
 
 

全体
利用しや

すい
ふつうで

ある
利用しに

くい
無回答

実数（人） 1675 233 1051 215 176
％ 100.0 13.9 62.7 12.8 10.5

（４）窓口の対応 
 
 
 

全体
よい ふつうで

ある
わるい 無回答

実数（人） 1675 347 1010 144 174
％ 100.0 20.7 60.3 8.6 10.4

 
問 28 市政に市民の声を反映しやすくするためには、どんなことに力を入れることが必要だとお考えですか。
次の中から１つ選び○をつけてください。 
 
 
 
 

全体

相談窓口
を多くす

る

公聴会な
どの開催
を多くす

る

市長と市
民との交
流を多く

する

職員と市
民との交
流を多く

する

広報誌な
どに市民
の声を多
く載せる

その他 無回答

実数（人） 1675 415 178 240 212 421 42 167
％ 100.0 24.8 10.6 14.3 12.7 25.1 2.5 10.0

 
問 29 市政への参加についてどのようにお考えですか。次の中から１つ選び○をつけてください。 
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全体

市政を考
える集ま
りや組織
に参加し

たい

自治会や
各種団体
を活用し
て意見を
述べたい

市の説明
会や懇談
会に参加
して意見
を述べた

い

電話した
り、市役
所に行っ
たりして
意見を述
べたい

手紙や電
子メール
で意見を
述べたい

市役所、
議会や専
門家に一
任したい

関心がな
い

その他

実数（人） 1675 190 195 105 105 192 305 347 45
％ 100.0 11.3 11.6 6.3 6.3 11.5 18.2 20.7 2.7

全体 無回答
実数（人） 1675 191
％ 100.0 11.4

 
問 30 今後の行政運営について、どのような方向が望ましいと思いますか。次の中から１つ選び○をつけてく
ださい。 
 
 
 全体

費用は掛
かっても
行政の責
任で進め

費用は出
来るだけ
掛けず行
政の責任

市民や民
間と協働
で事業を
進める

市民や民
間で出来
る事業は
まかせて

る で進める 進める

その他 無回答

数（人） 1675 113 671 437 278 21 155
100.

 実
％ 0 6.7 40.1 26.1 16.6 1.3 9.3



 
問 31 古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについてどのようにお考えですか。次の中から１つ選び○
をつけてください。 
 
 
 

全体
賛成 反対 どちらで

もよい
無回答

実数（人） 1675 937 52 608 78
％ 100.0 55.9 3.1 36.3 4.7
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